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　　　　１




　電車を降りた途と端たんに、八月初めのうだるような熱ねつ気きとクマゼミのワシワシと鳴く声に包まれて息が詰まりそうになった。田舎いなかのセミは都会より元気が良い気がする。

「ふう……」

　ベンチに荷物を置き、首をこきこきと鳴らす。ようやくラクになったな……。

　横の月つきも「ふぁ……」と小さなあくびをして、目をごしごしと擦こすっている。こいつは来る途中ずっとすやすや眠ってたからな。

　今日きようの彼女は以前買った夏用の涼しげなワンピースを着ており、頭には麦わら帽子という夏休みスタイルだった。腰まで届く黒髪は相変わらずさらさらとして美しく、眠り姫のような目元、感情の見えにくい顔もいつも通り。さわやかな夏服も月にはよく似合っている。

　プラットホームに発進のベルが鳴なり響ひびき、俺おれたちが乗ってきた電車が走り出す。一時間に一本しか来ないここの駅ではもちろんアナウンスなんて無いし、電光掲示板も備えられていない。

　電車から降りてきたのは俺たち二人ふたりだけだった。そもそも乗ってきた車両には他ほかに人が乗っていなかったくらいだ。一日の乗降客数は百人くらいなんじゃないかと思う。

　柱にぺったりと貼はり付けられたプレートには、『おおば』と書かれている。

「んじゃ行くか」

　二人分の荷物の入ったボストンバッグを抱えてそう言うと、月がこくりと頷うなずいた。

　薄うす汚よごれた改札口で、駅員さんに切符を見せる。自動改札機きなんてあるはずがない。

　待合室は静かで、人の姿はどこにもなかった。

　駅を出ると、青空が一面に広がっていた。建物が低いので空が遠くまでよく見える。あたりにあるのは民家、小さな木造アパート、それに一軒の飲み屋だけ。

「……田舎だよなあ」

　ぽつりと呟つぶやく。ここに住んでいた頃ころはあまり感じなかったのだが、それなりに栄えている海うみ日ひ町ちように慣なれていると、この町ってのどかだなあとしみじみ思う。

　俺と月が生まれ育った町、大おお場ば町ちよう。

　夏休みのまっただ中、八月六日。

　俺たちは月の実家に帰省してきたのだ。




　　　　＊




　──そもそもの始まりは、一週間前の夜のこと。

『私の別荘に行きませんか？』

　夕飯後に藍あい川かわからそんな電話がかかってきた。

「別荘？　藍川、別荘なんて持ってんの？」

　俺おれは壁かべに背中を預けて問い返す。月つきの夕飯の片付けをしているかちゃかちゃという音が聞こえていた。

『ええ、いくつかは。もちろん持っているのはお父とう様さまですけれど』

　当たり前のように答えが返ってくる。いくつかはって……。口く調ちようからしてモロにお嬢じよう様な藍川だけど、こういう会話してるとやっぱ遠い存在だなあと思えてくる。ウチじゃ別荘なんて考えられないぞ。

『国内の避ひ暑しよ地ちに、一軒別荘があるのです。そこに私と、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさん、それにひみこちゃんで行きませんか？　浅あさ井いさんは予備校があるので来られないということですけれど……』

「つまり浅井抜きの、臨時生徒会メンバーってことか」

　生徒会に関係する活動は、約束通り一学期が終わった所で終えている。新しい生徒会役員も無事決まり、藍川は書記で続投、浅井はやはり二学期から生徒会長になるらしい。

　とはいえ、俺たちと藍川、ひみことの付き合いはなんだかんだで続いていた。藍川とは夏休みに入ってから会っていないが、ひみことは時々三人で遊んだりしている。

　あいつは明るいから気軽につきあえるし、月が男装の秘密を気にせずに過ごせる相手は、この海うみ日ひ町ちようだと俺とひみこしかいないからな……。

「行くとしたら、日程はどんな感じ？」

『八月の、七日あたりから三泊四日を考えています。どうでしょうか？　小鳥遊さん達のご予定は？』

「えっと……ちょっと待ってくれ、月にも聞いてみるから」

　保留のボタンを押し、カウンターキッチンの向こうにいる幼おさな馴な染じみに声をかける。

「月、藍川が八月の七日から旅行行かないかってさ。藍川の別荘に。三泊四日で」

　月は水を止め、こちらに顔を向ける。

「三泊四日……帰省するのは、十一日からだから」

「日程的には大丈夫だよな。……でも、男装がバレるとまずいし。どうしようか」

「……どうしよう」

　小こ柄がらな幼馴染みはかくんと首を傾かしげた。……男装のことを考えると断るのが一番良いはずだし、月もそれは分かってると思うんだけど……ちょっと迷ってるようにも見える。

　今年ことしは旅行とかにも行けそうに無いもんな。……こいつのこと、どこかに連れて行ってやりたいとも思うし、この機き会かいを逃すのはもったいないかもしれない。

「月、行きたいと思うか？」

「……ん、行きたいけど。でも、女の子だってバレちゃうかもしれないし、行かない方がいいと思う」

　そう答える月つきはあからさまに肩を落としている。友達との旅行なんだから、やっぱり行きたいんだよな。

　……俺おれとしては、行ってもいいんじゃないかって思うんだけど。

「……でもさ、避ひ暑しよ地ちの別荘って言えば、たぶん軽かる井い沢ざわみたいな山の中とかだろうし、それなら男装して過ごすにも……そこまで問題は無いんじゃないか？」

　幼おさな馴な染じみは顔を上げて、

「……そうかな？」

「俺はそう思うぞ。藍あい川かわ相手なら、慣なれてるって言えば慣れてるんだし。いざとなったら俺もいるし、ひみこも助けになると思うしさ」

　月はまだ微かすかに眉まゆを寄せている。

「……ほんとに、大丈夫だと思う？」

「ああ、たぶん……。月も、一いつ緒しよに行くのが藍川なら、なんとかなるって思わないか？」

　小こ柄がらな幼馴染みはしばし考え込んでいた……が、やがて小さく頷うなずいて、

「……そうだね、大丈夫かも」

「うん、きっと大丈夫だって。それじゃ、行くって伝えとくか？」

　ん、と頷いてくれる月。俺はそれを見て通話ボタンを押し、再び受話器を耳に当てる。

「お待たせ藍川。月も行きたいって言ってるよ」

『そうですか？　よかった……楽しみです』

「ああ、俺たちもだよ。えっと、それで、どこに行く予定なんだ？　やっぱ湖とか川とか？」

『場所は……、えっと……藪やぶ市しという所です。海辺の町らしいですわね』

「え…………!?」

　海辺の藪市……ってまさか……!?

『どうしたのですか、小鳥遊たかなしさん？』

「い、いや、なんでもないんだけど……すまん藍川、ちょっと月と話があるからさ。あとでかけ直していいか？」

『え？　ええ、わかりました。お待ちしております』

　ちょっと不ふ思し議ぎそうな彼女の返事を受けて、受話器を置く。

「どうしたの、真しん一いち？」

　首を傾かしげて聞いてくる彼女に、俺は眉み間けんに皺しわを寄せて目を向ける。

「行き先、藪市だってさ」

「え……？」

　月は目をしばたたかせる。

　……彼女が驚おどろくのも無理はない。藪市は月の実家があり、俺が昔住んでいた所なのだ。海辺ということから考えて、偶然同じ地名とは思えない。

　県の中心都市から遠く離はなれた藪やぶ市しは一言で言えば田舎いなかで、そんなに大きな町ではない。

　だから、市のどこでも中学時代の友人に会う可能性があるんだよな……。

「……男装したまま戻るわけにはいかないし、参ったな」

　ダイニングの椅い子すに腰掛け、テーブルに肘ひじをついて考え込む。

　男装した月つきを藪市の友人に見られたりしたら、当然『なんで女の子なのに男の格好してんの？』みたいな反応が戻ってくるだろう。その場に藍あい川かわが居合わせれば、本来の性別はあっさりと彼女に知られてしまうに違いない。誤ご魔ま化かしなんて利かないだろうし……。なにより海にも行くことになるだろうから、もちろん月は水着姿にならないといけないわけで……そんな状態で藍川に性別を隠すなんてとても無理な話だと思う。上半身はシャツでも着てればいいにしても、下がなあ……月はこう見えても安産型だから……。

　月はエプロンを外し、俺おれの横の椅子に腰掛ける。

「……やっぱり、断ったほうがいいかも」

「そうだなあ……」

　でも、せっかく藍川が誘ってくれてるのに断るのもな……。あいつには今まで男装のことで噓うそをついてきたから、申もうし訳わけない気持ちはあるし……。月もさっき『行きたい』って言ってたしなあ。

　背もたれに背中を預け、天てん井じようを見上げる。

　行くとなると、藍川に性別を隠すのは無理か……。

　藍川──育ちの良さそうなお嬢じよう様さまのことを思い浮かべる。あいつは友人思いだし、とても真面目まじめだ。彼女ほど誠実な人間もそういないに違いない。

　以前の宿泊訓練の時のことを思い出す。あの時は藍川のことを完全には信頼してなかったし、師匠を裏切ることができないから、男装のことは黙だまってた。

　でも、今は違う。藍川はすごく頼れる奴やつだし、俺たちは大切な友達になってるんだから……。

「……なあ、月。一つ提案があるんだけどさ」

　首を傾かしげてこちらに視し線せんを向ける彼女に、単刀直入に切り出してみる。

「藍川に男装のこと話して、仲間になってもらわないか？」

　俺の提案に、月が珍しく眠たげな目を大きく開き、

「……話すって……、話したら、私、実家に戻されることに……」

「いいや。そうならないように、藍川に話す前に師匠に頼むんだよ」

　今、思いついたことを月に詳しく説明する。

「えっとな、海のこともあるけど……、それより二学期からのことを考えると、藍川に味方になってもらった方が助かると思わないか？」

「……それは、もちろんそうだと思う」

「だよな。ひみこは中学だから無理だし、女の藍あい川かわが助けてくれると、今後がずっとラクになるもんな？　それに何より、あいつにこれ以上噓うそをついたままでいるの、俺おれは辛つらいし……お前も同じだろ？」

「もちろん。藍川さんには、ほんとは噓なんてつきたくない」

　最初は不安そうな顔をしていた月つきだったが、次第に俺の言葉にこくこくと反応を示し始める。

「それにさ、師匠を説得してから藍川に説明すれば、賭かけに負けたことにはならないだろ？　ちゃんと説明すれば、一人ひとりくらい味方にしても良いって納得してくれると思うんだ」

　元々話の分からないタイプの人じゃないんだ。筋道立てて話せば、おそらく頷うなずいてくれると思う。

　しかし月はまだ考え込んでいるようで、

「……ん。たしかに、藍川さんが味方になってくれれば、すごく楽になる。……それに、噓をつかないですむなら、それが一番だし。その方が、もっと仲良くなれるはずだし……」

　そうだな。今の状態でも仲が良いけど……やっぱ男女っていうことで藍川は距きよ離りを取ってるし、月は月で男装を隠さなきゃならないからこっちも近づき過ぎないようにしてるもんな。

　が、月は「でも」と続けて、

「……お父とう様さま、納得してくれるかな」

「大丈夫だって。二人ふたりで話せばちゃんと聞いてくれるさ」

　そう言って横に座る彼女の頭にぽんっと手を乗せると、不安そうなその表情が少しだけ和やわらぎ、ようやく小さな頷きが返ってきた。

「……よし。それじゃ、そういうことでいいな。藍川を仲間にするんだ」

「……ん。じゃ、私たちは藍川さんとひみこちゃんより先に実家に戻る？」

「そうだな。七日から三泊四日って言ってたから、俺たちは六日に帰省しよう。で、その日に師匠を説得して、翌日に藍川たちと合流するんだ」

　カレンダーのところへ歩いていき、十一日の欄らんに書いてある『帰省』の赤文字を二に重じゆう線せんで消し、六日に『帰省』と書き込んだ。

「……頑がん張ばって説得しなきゃ」

　そう言いつつも、月は目を伏せている。……月と師匠はケンカしたままの状態なんだもんな。不安になるのも無理ないか。それに藍川たちと七日に合流することを考えると、師匠は一日で説得しなければならない。機き嫌げんを取りつつゆっくりと……みたいな悠長なことはできないし、ずばっと話し合いに持ち込むしかない。

　彼女の頭を一度撫なでて、立ち上がる。

　……さて、藍川に電話かけないと。

　全部うまくいってくれればいいんだけど──




　　　　＊




「こんなに田舎いなかだったっけか……」

　とぎれることのないセミの鳴き声の中、ぶらぶらと田んぼの合間の小道を歩く。中学時代から何度も歩いた小道だが、あの頃ころとほとんど変わっていない。この道を突っ切ると氷ひ坂さか家けにつくのだ。

　左右に目を向ければ水を湛たたえた田んぼが遠くまで広がっている。ぽつぽつとまばらに民家が見えて、その向こうには小高い山と、青々とした木々の森。ちぎれ雲の広がる青空はいつもより広大で澄すんでおり、なんとも言いようの無い開放感がある。

　……うん、田舎だな、やっぱり。

「真しん一いち、田んぼ見て」

「ん、ああ……。ザリガニの季節だな」

　五月辺あたりに田植えも終わっているせいか、田んぼには水がなみなみと張ってある。こうして田植えが終わると道沿いの溝にも水が通り、ザリガニやコブナ、メダカたちが水場を泳ぎ始める。そして田んぼの中ではカブトエビが現れたりして、俺おれたち地元の子供にとっては格好の遊び場ができあがるのだ。

「真一、いつも私に意地悪してた。ザリガニ嫌いだっていうのにくっつけてきたりして」

「う……だってお前、露ろ骨こつにいやがるからちょっとからかうと楽しかったというか……」

　意地悪と言いつつも、月つきの表情は穏おだやかだった。……こいつって、からかわれるのにいつも俺についてきてたんだよな。麦わら帽子かぶって、俺が泥だらけになって遊んでるのを今みたいにぽけっと眠たそうな顔で眺めてたんだ。

　そんな風に昔話で盛り上がりながら歩いていくと、

「あらぁ、帰ってきたんかね二人ふたりとも」

　田んぼの中から知った顔のばーさんが声をかけてきた。飾らないほっかむりとくすんだ葡萄ぶどう色いろの上着。この町のご老人はこんがり日焼けしていてみんな元気そうだ。

「ういっす、帰省してきました～」

　声を返すと、ばーさんはにっこりとくしゃくしゃの笑え顔がおを浮かべて応こたえてくれた。

　汗を時折拭ぬぐいながら、しばらく行くと、田んぼ道から舗装された道路に上がる。ここからまっすぐ行くと小さいながらも住宅街があり、その中に氷坂家が道場と共にでんっと建っているのだ。

　もちろん目的地はその氷坂家なので、まっすぐ進もうとすると、

「……お？」

　ぐっと裾すそが引かれた。振り返ると、そこには表情を少しだけ曇くもらせた幼おさな馴な染じみの顔。

「……先に、お墓参りしたい」

「お墓参り？」

　月つきはこくんと頷うなずいた。友人同士だった俺おれたちの母は子供の頃ころに交通事故で一いつ緒しよに亡くなってしまっていて、二人ふたりは同じ墓地で眠っている。

　……そうだな、久しぶりだし、月はお墓参りに行きたいよな。

「……でも、行くにしても、荷物置いて一休みしてからの方がいいんじゃないか？　師匠にも昼頃着くって言ってあるし」

　……正直、ボストンバッグには二人分の着替えが入っているのでそれなりに重いのだ。一いつ旦たん家に行って身軽になりたいのだが──

「……帰りましたって、お母かあ様さまに会いに行きたいから」

　月は顔を伏せがちにして言う。

　うーむ……おばさんに会いに行きたいってのは本当なんだろうけど。たぶん……、険悪なままで師匠に会うのが、ちょっと不安なんだろう。それになにより……、

「師匠を説得できなかったらどうなるかって、心配なのか？」

　聞いてみると、月はこくんと頷いた。……やっぱりか。月と師匠が言い争いしてたところを俺は見てないんだけど……官能小説書きたいって言ってにべもなく断られたってのが、結構堪こたえてるのかもしれないな。

　……やっぱり気分転換させた方がいいか。

「わかったよ。俺も母さんの墓掃除しときたいし。先に行くか。師匠には帰るの少し遅れるって電話しとけばいいだろ」

　ボストンバッグを抱えなおして、墓地に向かうことにする。目的地はここから徒歩で三十分程度。今は昼ちょっと過ぎだから、三時ごろまでには家に帰れるだろう。

「ごめんね真しん一いち。……重い？」

「重くないって言えばウソだけど、別にたいしたことないよ。重いより暑いのが辛つらいけどな」

　気き遣づかうような月に笑いながら言って、墓への道を歩いていく。

　俺たち二人にとって、母の眠る墓地は行いき慣なれた場所だ。

　……母親と話せば、きっとこいつの不安な気持ちも落ち着くだろう。




　　　　２




　ケータイで師匠に連絡を入れ、しばらく歩くと墓地についた。周囲の木々から、セミの合唱がやかましく降り注いでいる。

「……ここも変わんないなあ」

　俺たちの母が眠る墓地は、住宅の集まる辺あたりから坂を上った高台にある。ここの物寂しい光景はいつ来てもまったくと言っていいほど変わらない。広い敷しき地ちに並んだ墓石と、寂さびれた寺が一軒。あるのはそれだけだ。

　置いてあったバケツに、古ぼけた井戸から汲くんだ水を入れ、ちゃぷちゃぷ音を立てるそれを持って墓へ。俺おれたちは家も近いが墓も近い。一つ挟んですぐ隣となりに二つの家の墓石が立っていた。

「じゃ、まずは掃除するか……」

　月つきの「ん」という返事を聞きつつ、自分の家の墓へ。

　さて、我が家の墓はどんな感じになってるか……と思いつつ歩いていくと、

「……やっぱ汚れてるか」

　墓の前に立ち、ぽつりと漏らす。

　小鳥遊たかなし家けと書かれた墓石には所々汚れがこびりついている。カラスの仕し業わざか供えられた花は抜かれ、敷しき詰められた石の隙すき間まから雑草がぽつぽつと飛び出ていた。

　バケツを置き、まずは手を合わせてぺこりと頭を下げる。

「ごめん母かあさん。すぐ綺き麗れいにするから」

　さっそく水で墓石の泥を流し、ぷつぷつと雑草を抜いていく。……ここにいた頃ころは、俺がいつも綺麗にしてた。師匠も掃除してくれてるらしいけど、さすがにあの頃みたいにはいかないか。

　母さんの墓が汚れるのは、昔からどうしても許せなかった。墓を清めるように掃除していく。

「お母様、聞いて。お父とう様さまが分からず屋なの──」

　月は月で掃除しながら母と話しているらしかった。あいつはここに来た時は、いつもああいう風に母親が本当に目の前にいるように話すのだ。

　……久々に母娘おやこで話してるうちに、気が晴れてくれればいいけどな。







「……よし。それじゃ、拝おがむか」

　最後に墓石をもう一度水で洗い、ハンカチで手を拭ぬぐう。燦さん々さんと照る陽光に墓石がきらきらと光って見えた。うん、これで大丈夫だ。

「だからね、都会は物価が高いっていうのは噓うそなの。こっちとほとんど変わらないから」

　月はまだ墓石に向かって話をしていた。……なんか、主婦同士みたいな話になってるんだけど。リラックスしてるみたいだし、普通の会話が一番の薬ってことかな。

　普ふ段だん物静かな月も、母と話す時はらしくなくよく喋しやべる。彼女にとって、母親はやっぱり特別なんだろう。

　肩をとんとんっと叩たたくと、ようやく眠たげな顔がこちらに。拝む姿勢を取ると、言いたいことが伝わったのか月もひょいっと俺の横に並ぶ。

　まずはウチの母親から。二人ふたりで手を合わせて目をつむる。

「ただいま母かあさん。俺おれは元気でやってます。親父おやじは……今年ことしも帰らないかもしれないけど、浮うわ気きとかしてないはずだから、安心していいよ。浮気なんかしたら俺がぶっ飛ばしてやるから」

　……本当なら、親父は無む理り矢や理り引っ張ってでも連れて来たいところなんだけど……、仕事だから納得するしかない。

　月つきもぽつぽつと小さな声で、

「……おばさま、真しん一いちはとてもよくしてくれてます。私たち、おばさまが見ていてくれた頃ころから変わらず仲良しです。……ただ、真一は最近すごくえっちになってきました」

　──頼むから、人の母親にそういうことを報告しないでいただきたい。

「お、俺はえっちになんかなっていません。月の言うこと信じないでくれよ、母さん」

「真一、おばさまに噓うそついちゃ──きゃっ」

　瞬しゆん間かん、ひゅうっと強い風が吹いて、ふわりとめくれ上がる幼おさな馴な染じみのスカート。月は咄とつ嗟さに帽子を押さえたのだが、もう一つの押さえるべき場所はどうにもならなかったらしい。

　今日きようのパンツは緑みどり色いろのストライプ。すらりとした脚はきめ細かな白さで、太陽よりも目に眩まぶしいくらい。瑞みず々みずしい太ふと股ももは相変わらず張りがあり、華きや奢しやな膝ひざこぞうにまで魅み力りよくを感じる。
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　やっぱ綺き麗れいだなあ、月の脚。あれ、触るとまたすべすべして気持ちいいんだ──

「……やっぱりえっち」

　はっと我に返ると、月がほっぺたをほのかに紅葉もみじ色いろに染め、目を細めて俺を見ていた。……し、しまった。母かあさんの前で俺おれはなんてことを……。

「そ、そういうことだから、母さん。何日かあとにまた師匠と来るよ。そん時は綺き麗れいな花持ってくるから。それじゃ、またな」

　ごまかすように最後に笑え顔がおを墓石に向けて、慌あわてて月つきを引っ張り、墓から離はなれる。……べ、べつに母さん怒ってはないよな。この年ですけべなことに興きよう味み持つのは普通のことだし。

　そんなことを考えていると、月は微笑ほほえましげに口元をゆるめて、

「……真しん一いち、マザコンだね」

「そ、そんなマザコンってほどじゃないと思うけど。ほ、ほら、次はお前んちの墓な」

　くいくいっと月を引っ張って、今度は氷ひ坂さか家けの前で静かに合がつ掌しよう。

　そして前におばさんがいるように、話しかける。

「おばさん、月とは相変わらず仲良いし、ちゃんといつも見守ってるよ。でもさ、あいつ最近エロくて困ってる──いたぁっ！」

　脇わき腹ばらをきゅっとつままれた。自分はさっき言ったくせに。不公平だ……。

　俺が腹をさすっていると、月は改めて静かに話し始める。

「……お母様。私は真一と一いつ緒しよに元気に過ごしてます。官能小説も、頑がん張ばって書いてます。お父とう様さまとは喧けん嘩かしてるし、学校では男装して過ごすことになってるけど……、真一と一緒だから、楽しい」

　そう言う割には、月の表情はどうも沈みがちだ。……さっきまで母と話してたとはいえ、やっぱ不安はあんまり消えてないみたいだな。

　よし、俺もちょっと報告しとくか……。

「……あの、おばさん。月には俺がついてるから、あんまり心配しなくてもいいぞ。それに月、高校に入ってすげえしっかりしてきてるし。俺もこいつと一緒で、毎日楽しく過ごしてるんだ」

　そう話すと、月がこちらを見上げてくる。その目元は少しだけ緩ゆるんでいた。

　笑え顔がおを返すと、彼女は墓石に視し線せんを戻し、躊躇ためらいがちに話を続ける。

「……えっと、それで、小説のために、真一とは体たい験けん取材をやってて──」

「え？　お、おい。そんなことも言うのかよ……？」

「……だって報告だし。お母様には、隠し事したくないもの」

　……つってもなあ。月にエロいことしてるのをおばさんに聞かれるのは恥ずかしいというか、なんか悪い気がするんだけど……。

「あの、お母様、体験取材っていうのは、その、ちょっとえっちなことをするの。家の中でも外でも、服を脱がされたり胸を触られたり、お尻しり揉もまれたり……真一ってすごくえっちな人になってるから、あからさまに卑ひ猥わいな手つきでさわってきたりして……」

　頰ほおを赤らめて告白する月。……すげえいたたまれない気分なんだけど。俺がただの変態みたいに聞こえるし。そんないやらしい手つきで触った覚えもない……はずだよな？

「でも、真しん一いちは家族みたいなものだから、そういうのも許せるの。……それにこの前は、キスもして……もちろん取材だったけど。すごくドキドキして、ほっとした」

　キスのことまで言うのか……。そりゃまあ、取材とはいえ、俺おれたちにとっては重大な出来事だったんだけどさ。でもあの時、やっぱドキドキしてたんだな、月つき……。

「……そんな風に取材もしながら、真一と二人ふたりで頑がん張ばってます。お父とう様さまは認めてくれないけど、お母かあ様は、応援してくれるよね？」

　そして言葉がとぎれる。月の頭の中では、おばさんの声が聞こえているのかもしれない。

　やがて彼女は目を開けた。

「……月、もういいのか？」

「……ん。さっき掃除しながらいっぱい喋しやべったし、大だい丈じよう夫ぶ」

　月はそう言って、空からになったバケツを手に持つ。

　……ここに来た時よりは気分は晴れてるみたいだけど、

「真一、行こ。お父様が待ってる」

　そう言う彼女の表情は、やっぱりどこかまだ曇くもっているように見えた。

　月は俺の前に立ち、墓の入り口へと歩き出す。

「お、おい月。ホントはもっと話したいことあるんじゃないのか？　もうちょっとおばさんと一いつ緒しよにいてもいいんだぞ？」

「ん……。もう十分。官能小説のことはお父様と私で解決しなきゃいけないことだと思うし……、これ以上心配かけられないから」

　……って言っても、このまま家に帰って、ちゃんと父親と話ができるかが心配なんだけど。なんとかして、不安を薄うすめてやれるといいのだが──




「つき────────────────────────!!」




　思考を遮さえぎるように、突然誰だれかの大声が墓地に響ひびき渡った。

　驚おどろいて声の方向に顔を向ける俺たち二人ふたり。視界の先には猛スピードで近づいてくる女の子の姿があって──

「お帰り月っ!!」

　彼女はそう叫びながら、俺の幼おさな馴な染じみにがばっと勢いよく抱きついた。

「ああんもうっ、可愛かわいいっ！　月カワイイっ!!」

　愛あい玩がん動物にするようにすりすりとほっぺたをこすりつける。しかし今は夏場なのですりすりというよりべとべとといった感じ。見るからに暑そうだ。

「や、やめ、明あけ美みちゃん、やめて」

「またまたぁ、そんなこと言って。ホントはこうされるのが嬉うれしいんでしょ？」

　彼女は心から嬉しそうだった。月つきはといえばこっちも喜んでいるらしく、やめてと言いつつも離はなれようとはしていない。

「……矢や尾お。月、暑そうだから。そろそろ解放してやれよ？」

「んー……、ああ、小鳥遊たかなしか。まあまあ、嫉しつ妬としなさんなって」

　言いつつ彼女は月から離れ、こちらに顔を向けてくる。身長は俺おれより少し低い程度。女子にしてはかなり高い方だろう。

「しかし久しぶりのくせに、小鳥遊ってば相変わらず呼びにくい名みよう字じしてるわね」

「名字がそう簡かん単たんに変わるかよ……」

　彼女は「あはは」とさっぱりとした笑え顔がおを浮かべる。ひみこは元気な笑顔というイメージだが、こっちはボーイッシュというか、さばさばしてるといった印象だ。ボブカットに太めの眉まゆ、気の強そうな目。しなやかそうな体つきで、色気のないＴシャツと、スポーティなホットパンツを穿はいている。

「おかえり、二人ふたりとも。元気そうで嬉しいわ」

　そう言ってくれる彼女の名前は矢尾明あけ美み。この町に住んでいる同級生で、俺たちとは小学校時代から一いつ緒しよだった、いわゆる腐くされ縁えんだ。

　月は改めてひょいっと彼女の手を取った。

「ただいま、明美ちゃん」

「うんうん、おかえり。月がいなくなって寂しかったんだからねっ」

　手を握り合う二人。……相変わらず仲良いなこいつら。

「今日きようは望のぞむはいないのか？」

「んー……？　あいつはグラビアアイドルの握手会があるとか言って、自転車で隣となりの県まで行ってるよ。明日あしたには帰ってくるんじゃない？」

　興きよう味みなさげな口く調ちよう。望というのはもう一人ひとりの腐くされ縁えん、松まつ石いし望という男のことだ。中学時代までは、大体この三人に望を加えた四人組で行動することが多かった。

　望と矢尾とは藍あい川かわ達の別荘に泊まった後で遊ぶつもりだったんだけど……まさかこんな所で早くも会うことになるとは思わなかったな。

「矢尾もお墓参りに来たのか？」

「うん。お盆近いからね。親しん戚せきが集まってお墓参りするから、先に来てお墓の掃除しとこうと思ってさ」

　こういうことを自主的にやるのが矢尾の偉いトコだよな……。昔っからこんな感じのやつだったけど、高校になっても変わってないっぽい。

「ま、二人が今日帰ってくるってのは月からのメールで知ってたから。もしかしたらここに来れば会えるんじゃないかなって思ったのもあるけどね」

　ちょっとだけ顔を赤らめる矢や尾お。……こうして自分たちに会いたがってる人が地元にいるって、なんか少し嬉うれしいな。口にしたら『キモい』とか言われそうだから言わないけど。

「…………あら？」

　と、矢尾が月つきの体に目を向けて眉まゆを寄せ、

「んー……？」

　何を思ったか、いきなり彼女の後ろに回り、むにむにと胸を揉もみ始めた。

「や、明あけ美みちゃん……っ」

　月はいきなり胸を揉みしだかれてもぞもぞと身もだえする。……い、いきなり何してんだ矢尾は……？

「む……やっぱちょっとだけ大きくなってる。こら月、あんたどんな凄すごい器具使ったの!?」

「な、なにもしてない。普通に過ごしてただけ」

「噓うそおっしゃい。二人ふたりで何やっても大きくならなかったのに……、一体どんなマジックを使ったのかしら」

　言いつつ幼おさな馴な染じみの胸を揉み続ける矢尾。月はさすがに恥ずかしいのか、顔を真まっ赤かにして体をよじらせていた。

　ふむ、と慎つつましやかな胸をむにむにと揉まれる月の様よう子すを眺める。

　……自分で月の胸揉んだことはあるけど、こうして人がやってるのを見るとやっぱりエロいというか、こう、ハートにずきゅんと来る光景なんだな。月のほっぺたが紅こう潮ちようしてて、胸を揉まれるときに服の皺しわが寄るのが言いようもなく卑ひ猥わいだ。体たい験けん取材の時は、俺おれはこういうことを月にやってるのか……。

「明美ちゃん、真しん一いちが、見てるから……」

「小鳥遊たかなし？　いいじゃない、あんたら家族みたいなもんでしょ。それよりこの胸よ。……あんたまさか、男に揉んでもらったりしたんじゃないでしょうね？」

　矢尾の言葉に月がぴくっと反応し、こちらに目を向けてくるが──俺は素す早ばやく視し線せんを逸そらした。……身に覚えがありすぎる。月の胸がホントに大きくなってるんだとしたら……俺のお陰だったとしても不ふ思し議ぎは無いわけか。……結構揉む機き会かいあったもんなあ。

　そんなことを考えていると、ふと、矢尾が怪しむような目でこちらを見ているのに気づいた。

　俺は我に返って「んんっ」と喉のどを鳴らし、誤ご魔ま化かすように身だしなみを整ととのえる。

　矢尾はそんな俺を見て、頰ほおにえくぼを作ってにんまりと笑え顔がおを浮かべ、

「あんた、揉んだのね。月の胸を、すっごくいやらしく」

「も、揉んでねえっての。勘違いすんなよな」

　どもりながらの言葉になってしまう。矢尾はそれで何かが分かったのか、嬉うれしそうにうんうんと頷うなずいて、

「……そう、ようやくあんたたちそういうことになったんだぁ。良かったねー月、うりうり」

「あぅ……良かったって、なにが？」

　月つきは矢や尾おにほっぺたをぐいぐいと指でつかれながらきょとんとした顔。……なにが良かったんだ？　あ、胸が大きくなったことか？　それはたしかに良いことだけど。

　なんにしても、そろそろ月に助け船出してやるか。

「おい矢尾、ウチの幼おさな馴な染じみは愛あい玩がん動物じゃないんだぞ？」

「あーはいはいやきもち焼かない。ほら、あんたの大事な月は返してあげるわよ」

　にやにや笑う矢尾にとんっと押され、月は俺おれの胸にとさっと飛び込んでくる。……べつにやきもちなんて焼いてないけどな。女同士だし。

「ま、いつかはこうなるとは思ってたわ。月に言い寄ってた男どもは可哀かわい想そうだけど……、意外でもなんでもないわね」

「こうなるとは思ってたって……なんのことだよ？」

「はいはい、シラを切ったって無む駄だなのよ。証拠はあがってんだから」

　矢尾はそんなことを言いながら立ち上がり、井戸の方へと歩いていく。

「それじゃ私、お墓の掃除していくから。夜になったらメールするわね」

「あ、ああ、分かった……」

　矢尾は手を振って歩いていこうとして、思い出したようにこちらにくるんっと振り返り、

「そういえば、月。あんた父親とケンカでもしたの？」

　何気ないその言葉に、ぴくっと肩を震ふるわせる月。

「……どうして？」

「んー……、昨日きのうオヤジさんと会ったんだけどさ。月つきの話すると、なんだかムスッとした顔になってたのよね。てっきり娘が帰省してくるんだから喜んでると思ってたんだけど……。だからなにかあったのかなって思ってさ」

　月はその言葉を聞いて、口をつぐんで黙だまり込む。

　それを見た俺は慌あわてて首を振って、

「べ、べつになにも無いって。師匠、腹でも痛かったんじゃないのか？」

「んー……、そっか、そうかもしれないわね。月が帰ってくるって時に、あの人が喜ばないわけないもん。ヘンなこと言ってごめん月。さて、と……、それじゃまたね二人ふたりともー」

　矢尾はばたばたと墓の方へと走っていき、俺はその後ろ姿を苦にがい顔で眺めていた。

　そしてちらりと横を見て──頭を抱えたくなる。

　月は顔を俯うつむかせ、ずーんっと鉛なまりでも乗ったように肩を落としていた。

「つ、月、大丈夫だって。ムスッとしてたってのは矢尾の見間違いだよ」

「……そんなことない。お父とう様さま、きっとまだ怒ってる」

　どうやらネガティブモードに入ってしまったらしい。必死に言い聞かせても、月はなかなか顔を上げようとはしなかった。




　　　　＊




　墓地から出て、家への道を歩く。見上げると、そう遠くない空にもくもくと煙のような積せき乱らん雲うんが浮かんでいた。もしかしたら夕ゆう立だちが来るかもしれないな。

　月つきはといえば、母と話して矢や尾おと会ったというのに、空と同じように表情が曇くもっている。そしてなにかを思い出したように時々下を向いて、

「お父とう様さま、ちゃんと話聞いてくれるかな」

　繰くり返しこんなことを聞いてくる。さっきからこれで何度目だっけか……。

「ああ、大丈夫だよ。二人ふたりで話せば聞いてくれるって」

「ん……」

　俺おれが答えを返すと、少しだけ安心したようで顔を上向かせるのだ。矢尾にあんなこと言われたし、師匠のことを深く考えて気が沈んでるんだろうな。

　……ラクに考えろ……って言っても無理な話か。家に帰れば、俺たちにとっては重大な話し合いをしなきゃならないんだし。

「お……？」

　ふと、俺たちにとっては見み慣なれた建物が見えてきた。二階建ての、この町にしては大きな横長の木造建けん築ちく。昔はもっと小こ綺ぎ麗れいだったのかもしれないが、今では年季の入った外見はよぼよぼの老人みたいに見えるな。

「小学校か……」

　俺たちが子供の頃ころに通っていた、この町で唯一の小学校だ。町中の子供がここに通うので、一応学年は六つに分かれてはいる。……一学年に十人程度しかいなかったけどな。

　外からそのくたびれた姿を見ていると、なんだか懐なつかしく思えてきた。月も似たように思っているのか、ぼーっと校舎を眺めている。

「月、ちょっと寄ってみないか？」

「……学校に？」

「ああ。もう二年くらい来てないだろ？　ちょっと寄ってみようぜ」

　中学の頃にも道場に通う子供達の運動会で来たことはあるのだが、さすがに高校になってからは入っていないのだ。久しぶりの訪問ということで、月の気分転換になるかもしれない。

　頷うなずき合って、校門を通って中に入っていく。外出時でも家の窓を開けっ放しにするような田舎いなか町まちなので、夏休みにも門は当たり前のように開いていた。

　敷しき地ち内ないには陽光を浴びて砂漠のように見えるグラウンド。それに大だい地じ震しんが来れば一発で倒とう壊かいしそうな、くすんだ外がい壁へきの木造体たい育いく館かん。

「懐かしいなあ」

「ほんと、懐なつかしい」

　二人ふたりでそんなことを呟つぶやき合いながら、校舎の中へと入っていく。







　建物内に入った途と端たんに、さっきまでうるさかったセミの声が遠ざかる。しんとした空気。ひんやりと冷たい風に包まれるような気がする。

　もしかしたら校舎内はリフォームされているかと思ったのだが、そんなことは無く、

「相変わらず、なにかぶつけたら穴の開きそうな壁かべだよなあ……」

　床ゆかはフローリングなのだが、木製の壁は古めかしく、外見と同じく時代を感じさせる。探せば俺おれたちが昔つけた傷も残っていそうだ。

　古い木材の臭においをすうっと吸い込むと、小さい頃ころの記き憶おくがよみがえってくるようだった。

「よく走ったよなあ、この廊下……」

「……真しん一いち、危ないって言っても聞かなかった」

「そりゃ、雨降った日って廊下で遊ぶしかなかったしさ」

　先生にはいつも怒られていたが、俺や矢や尾お、望のぞむはしょっちゅう廊下や教室の中で遊び回っていた。月つきだけは俺たちの様よう子すをぼんやり眺めてたんだよな。

「さて、教室の中は……と」

　一年生の教室に入ってみる。

　広い教室に机はちょうど十個だけ。南向きの室内には燦さん々さんと照る陽光が差し込んでいた。……小さいがきんちょ共が汗だくになって授業を受けている様よう子すが目に浮かぶな。

「やっぱ、内装は少し変わってるなあ……」

「小学校って、先生によって教室の雰囲気変わるから」

　黒板には『夏休み!!』と板からはみ出るくらいの大きな字で書かれている。後ろの壁にはクラスの子が書いたのであろう犬や猫といった動物の絵、さらに『しゅくだいをちゃんとやる』『お母かあさんのお手つだいをする』などとつたない字で書かれた紙が貼はってある。あれはたぶん、夏休みの目標だろう。

　それに後ろの棚には大きな水すい槽そうがあり、中ではザリガニがのそのそと敷しき詰められた砂利じやりの上を歩いていた。たぶん、夏休みの間は生徒が当番制で世話をしに来てるんだろう。こうして生きてるってことは、世話をサボってる困った子もいないってことだな。

　机が少ないのが物寂しいが、良い雰囲気の教室だった。

「俺がここで、月が隣となりに座ってたんだっけな」

　窓まど際ぎわの机につくと、月も俺の隣に腰を下ろす。

「うわ、机小さいな……」

　子供用の机はちんまりしていて、大して力も入れずに持ち上げられそうだ。

「俺おれたちってこんなミニサイズの机に座ってたのか……」

「ん……、ちょっとびっくり」

　小こ柄がらな月つきでも、やはり机は小さすぎてアンバランスに見える。……俺にとっての月はとにかく『小柄』というイメージなんだけど、やっぱ身長も大きくなってるんだな。

　静かにぼんやりと黒板を眺める。

　ここでは車の音も聞こえない。耳に入ってくるのは、ガラス越しのセミの声だけだ。

　……なんだか、もう少しこの雰囲気に浸ひたっていたい気がする。

「もうちょっと校舎内回ってみようか」

　月がこくんと頷うなずいて、ぎゅっと俺の服の裾すそを握ってくる。

　後ろを見れば、ちょっと低い所に幼おさな馴な染じみの眠り姫のような顔がある。

　小学生の頃ころから、この光景は変わっていない。







　談だん笑しようしながらぶらぶらと二階を歩いていると、ふと、一番隅すみの資料室が目についた。

　がらがらとドアを開けて中に入ってみると、ほこりっぽい臭においが漂ってくる。

「……ここは」

　月がぽつりと呟つぶやいて、中に入っていく。俺も後ろに続いていった。

　室内は雑多の一言だった。俺たちがいたころよりもさらにごちゃごちゃになっている気がする。授業で使うようなものはそれぞれの教師が大体保管しているし、理科や体育で使う用具は理科室や体育倉庫に置いてあることがほとんど。資料室なんて言われているが、実際の所はほぼ物置状態になっているのだ。

　埃ほこりをかぶった地ち球きゆう儀ぎ、壊こわれかけた算数用の立体模も型けい。壁かべ際ぎわの棚には背表紙の薄うす汚よごれた本が詰め込まれており、なぜか壊れた足踏み式ミシンまで置いてある。あとは生活の時間で使うようなお手玉、おはじきなどの昭しよう和わのおもちゃの詰まった箱、それにねじの外れた脚きや立たつや錆さび付いた工具の入った段ボール箱……古くて使えないけど捨てにくかったものをぶち込んでるって感じだな。

　月はゆっくりと奥の方へと向かう。

　この部へ屋やは、俺たちにとっては少し特別な思い出のある場所だ。

「私、ここに隠れてた」

　そう言って、室内後ろの角に置いてあった教卓の下を指さす月。

「そうだったな。お前って恐こわがりのくせに、よく狭いところに隠れようとするんだよな」

「なんだか、狭いところってほっとするから」

「……そのお陰で見つけるのには苦労したんだぞ、あの時は」

　あの時、というのは月がこの場所に隠れていた時のこと。

　普ふ段だんは父親と仲の良い月つきだが、今回以外にも、小学校時代に一度二人ふたりは大きなケンカをしたことがある。その時に、こいつは夜なのに家を飛び出したのだ。俺おれはその日は珍しく親父おやじが早く仕事から帰ってきていたので自宅で一いつ緒しよにテレビを観みていたのだが、半泣きの師匠が娘を捜して飛び込んで来たので心底驚おどろいた覚えがある。

　たしかケンカのきっかけは……、

「……俺がプレゼントしたぬいぐるみに師匠が醬しよう油ゆ引っかけた、とかだっけ？」

「ん……。お祭りの屋や台たいで、真しん一いちが千円も使ってとってくれた猫のぬいぐるみ」

「そうそう、そうだった。……でも、俺からすると、そこまで大したことじゃないように思えたんだけどな」

「そんなことない。大事なものだったし、お父とう様さま、ちゃんと謝あやまらないから……」

　官能小説の件もそうだけど、師匠はどうも、月が意外と強い感情を内に秘めてるってことを分かっていない節がある。あの時も、そのせいで衝しよう突とつしちゃったんだよな。

「俺もあの時は顔がん面めん蒼そう白はくだったよ……。夜の学校に一人ひとりで来て、怖くなかったのか？」

「……怖かったけど、先生は宿直室にいたし。真一がすぐ来てくれるって思ったから。実際、すぐ来てくれたでしょ」

「学校にいるかもって勘かんが当たったからな……。運がよかったんだよ」

「運じゃない。真一は私がどこにいても見つけてくれると思う。あの時もこんな風に隠れてたのに、見つけてくれた」

　月はそう言って、するするっと教卓の下に滑すべり込む。昔と同じように、今でも彼女の小さな体はすっぽりと狭いスペースに入り込んだ。

　そしてひょこっとアナグマのように教卓の陰から顔を覗のぞかせる幼おさな馴な染じみ。……そうだった、あの時もこんな感じだったんだ。

　こうやってこちらの様よう子すを窺うかがうようにしている月に、あの時の俺が言ったのは、たしか──

『……師匠とケンカしたのか？』

　そう、そんなセリフだった気がする。

「どうしたの？」

　小こ柄がらな彼女は黙だまり込んだ俺を見てきょとんとして首を傾かしげていた。

　記き憶おくをたどりながら、俺はもぞもぞと教卓の下、月の隣となりに無む理り矢や理り入り込もうとする。

「真一、狭い……」

　眉まゆを曇くもらせる幼馴染み。……ごもっともだ、たしかに狭い。

「いや、あの時はこうやって隣に入り込んだなって思ってさ」

「……あ、ん。そうだった、ね」

　月も思い出したのか、その頰ほおがほんの僅わずかに緩ゆるむ。

「……真一、『帰るのが嫌いやなら、朝までずっと傍そばにいてやる』って言ってくれた」

「俺おれ、本気で朝まで一いつ緒しよにいるつもりだったんだぞ？」

「ほんと？」

「もちろん。……その、俺ってお前と一緒だったら、心細さとか全然感じないしさ。月つきが落ち着くまでずっと傍にいるつもりだったんだ。で、帰ったら師匠のこと叱しかってやろうって思ってた」

　あの時は結局一時間くらいここにいて、それから家に帰ったんだっけ。月は俺にしがみついたままで、帰ったら今度は師匠に思いっきり抱きつかれてたんだよな。

「私も、真しん一いちが一緒にいたから安心してた」

　月の表情はふんわり和やわらいでいる。……ああ、夜の学校に二人ふたりっきりだったけど、不ふ思し議ぎと安心してたんだよな。

「あ、そうだ。なんなら、今日きようも落ち着くまでここにいて良いんだぞ？　俺もずっと傍にいるからさ」

　半ば本気で言ってみる──が、月は少しの間考えるように黙だまり込み、

「……でも、やっぱり帰らないと」

　そう言って不安に耐えるようにきゅっと唇を嚙かみ、ごそごそと教卓から出てこようとする。しかし動作は重く、尻しり込ごみしているのがはっきりと分かる。

　……こういう時、支えてやるのは俺の役目だよな。

「ほら、月」

　す、と彼女に手を差し出す。

「……お前と師匠はもうケンカにもならないし、説得もうまくできるよ。どんな時でも、俺が傍そばについててやるからさ。ほら、手ぇ出して」

　そう言うと、月は俺の顔を気弱げに見上げてきて──やがて、ゆっくりと小さな手を俺の手に寄せた。てのひらに重なるしっとり温かい感触。

「二人なら大丈夫、だよね」

「ああ、大丈夫」

　軽く引っ張ると、するっと小こ柄がらな体が教卓から出てきて、俺の胸に納まった。

「よし、帰るか」

「ん、おうちに帰ろ」

　資料室から出て廊下を歩く。

　横を歩く月は俺の手を放さない。……さっきは大丈夫って言ったけど、俺も正直な所は不安だった。月は俺以上に師匠と会うのを怖がってるんだろう。

　昇降口で靴を履はいて、生徒が下校するように学校を後にする。

　空を見上げると、雲が一面に広がっていた。分厚くて陽光を通さないような黒い雲。今にも夕ゆう立だちが来そうな重苦しい空だった。

　月つきと顔を見合わせ、バッグを抱え直して走り出す。

　昔と同じように、俺おれたちはずっと手を繫つないだままだった。
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「うわ、降ってきた降ってきた……!!」

　頭にぽたっと冷たいものが落ちてきたと思ったら、次から次へと地面に大粒の水滴が降ってきて、アスファルトに黒い染みを作っていく。セミに代わり、辺あたりには蛙かえるの声が響ひびき始めていた。

　まだ家までは走っても十分くらいはかかるからな……。ここは家に向かうよりも、

「どこかで雨宿りしないと」

　月の言うとおりだ。雨宿り場所を探そうと、幼おさな馴な染じみの手を握ったまま車のいないアスファルトの上を走る。

　しかしどこかに逃げ込む前に一気に雨は勢いを増し、スコールのような土ど砂しや降ぶりになってしまった。ざあざあと雨音以外に何も聞こえなくなる。早くどこかに入らないと、このままじゃバッグの中までびしょ濡ぬれになっちゃうぞ……!!

　シャワーを頭から浴びている時のような息苦しさを感じながら二人ふたりして走っていると、

「お、ここは……!!」

　大きな鳥とり居い、それに短い石段がある。この上には小さな神社があるのだ。

　月を引っ張り、石段を駆け上って境けい内だいに出る。まだ降り始めて間もないのに、境内は一面水たまりになっていた。

「転こけるなよ月!!」

　叫ぶように横の幼おさな馴な染じみに言いながら、俺たちはその中をばしゃばしゃと走り、神社の社やしろの中に逃げ込んだ。ここの神社は無人だから誰だれかに見とがめられることも無いし、罰ばち当あたりと思われるかもしれないけど、昔はここによく忍び込んで遊んでたりしたものだ。あの頃ころやったことに較べれば、雨宿りくらいどうってこともないだろう。

　中に入った途と端たんに体を打つ水の感触が消え、呼吸が楽になる。ぱたんっと戸を閉め、ようやく人ひと心地ごこちついた。

　背後にはご神体の石が一つちょこんと鎮ちん座ざしている。

「……ふう、ひとまず助かったか」

　髪からぽたぽたと水を垂らしながら、体を見下ろす。服が水を吸って重い。雨に打たれていたのは一分にも満たなかったはずなのに、全身濡ぬれ鼠ねずみになってしまった。夕ゆう立だちはこれだから困るんだ……。

「月、大丈夫…………か」

　隣となりの幼おさな馴な染じみを見て、俺おれの視し線せんはその体に釘くぎ付づけになった。

　月つきはぎゅっとワンピースの裾すそをつまんで眉まゆをひそめ、

「もう、びしょ濡ぬれ……」

　その言葉の通り、彼女も俺と同じくバケツの水を被かぶったようになっていた。ロングの黒髪はぺっとりと頰ほおや肩に張り付いており、夏用の薄うすい白のワンピースも水を吸って肌にくっついて、素肌が透けてしまっている。ブラジャーもパンツも透けて見えており、柄がらまで分かるくらいだった。ブラは下と合わせたライトグリーン。パンツはさっき見た白と緑みどり色いろのストライプ。

　──スケスケだ。へたすると裸よりエロいかも……。

　月はぎゅっとワンピの裾を持ち上げ、水を絞る……と、水気を帯びた太ふと股ももがちらりと見えて、思わず視線が引き寄せられる。相変わらず水滴をはじくような繊せん細さいな肌だった。

　と、月がこちらの視線に気づき、

「真しん一いち、なに見て……あ」

　自分の体を見下ろして、はっとしたように頰を赤らめて手で胸を隠す。……う、そんなことしても、まだほとんど肌が見えてるんだけど。

　月は羞しゆう恥ちに体をよじらせて、俺のほっぺたをぺちっと叩たたいてくる。

「……えっち。お母かあ様さまが見てるよ」

「う……、し、仕方ないだろ。横でそんなエロい格好されたら──」

「えろい格好とか、言わないで。もう……」

　月は恥ずかしそうに入口に目を向ける。戸の隙すき間まから外を覗のぞいてみるが、当然ながら境けい内だいには人の姿は無い。豪雨がカーテンになってるから、仮に誰だれかがやってきたとしても、こいつの姿を見られることは無いかな。

「多た分ぶんそのうち雨は上がると思うけど……、月、今のうちに着替えるか？　その状態で家には帰れないだろ？　風邪かぜ引くかもしれないし」

　四月もそうだったけど、月は体が冷えるとすぐに風邪引くからな……。俺が上着でも着ていれば彼女にかけてやることもできるのだが、基本、夏場はＴシャツスタイルなので脱いだら裸になってしまうし、バッグの中に入っているのもＴシャツだけだ。

「でも……、こんなところで着替えたら、誰かに見られちゃう。ここ、外だし」

「ああ。でもお前、そのままだと体たい調ちよう崩しちゃうかもしれないだろ？　外って言っても、ここは一応建物の中だしさ。そんなに抵抗なく着替えられるんじゃないか？」

　月は体を腕で隠したままで、ぽつりと一言。

「……恥ずかしいから無理」

「俺が見張ってるから。それでもダメか？」

「だって……外で着替えるなんて──くちゅっ」

　言葉を遮さえぎるように月の口から漏れる可愛かわいらしい声。……って、これ、くしゃみだよな。

「……やっぱ着替えた方が良さそうだな。ここまで来て風邪かぜなんか引くわけにはいかないだろ？」

「……ん、そうだけど……くちゅっ」

　言っている傍そばから二度目のくしゃみ。……これは無む理り矢や理りにでも着替えさせるべきか？　いやでも、そんなことしたらまたエロい人扱いされるしな。

　んー……と考え込んで、ふと一つのアイデアを思いついた。

「体たい験けん取材って考えればいいよ」

　月つきが目をぱちぱちと二度まばたかせる。

「……体験取材？　こんな所で？」

「ああ。ほら、えっと……神社の中で、誠せい一いちに服を脱いで欲しいって言われる雪ゆき、背徳的なシチュエーション……みたいな感じで。どうだ？」

「どうだって言われても……」

「ほら、着替えてみようぜ。な？」

　じっと月の顔を見ながら強引に言い聞かせる。夏風邪は長引くし、ヘタすると帰省中ずっとベッドの中ということにもなりかねないからな……。これ以上体が冷えるのは避けたいところだ。

　彼女は少しの間、俺の顔をじっと見返していたが──やがて気持ちが伝わったのか、こくりと頷うなずきが返ってくる。

「……わかった。着替える」

　その言葉にほっと息をつく。ようやく受け入れてくれたか……。

　月はすう、はあと一つ深呼吸。そして恥ずかしそうに俺おれから目をそらして、右肩を少し持ち上げ、ワンピースの肩かた紐ひもに手をかけた。

　その様よう子すをじっと見ていると、彼女は目を細めて、

「……どうして見てるの？」

「え？　そ、そりゃ、体験取材だし。俺たちは、恋人同士って設定なんだぞ？　小説のためだよ、小説のため」

　月はまだ納得しかねるのか、脱ごうとしない。

「えっと……それじゃ、こっちも脱ぐからさ。ほら、これで月と同じ。俺も恥ずかしいから、お前も脱いでくれよ」

　Ｔシャツを脱いで上半身裸になると、幼おさな馴な染じみは俺の体を見ながらぽっと頰ほおを赤らめて、

「……ん。『誠一』、それじゃ……脱ぐ、ね」

「あ、ああ。わかったよ、『雪』」

　役名を呼ぶのが体験取材開始の合図。

　しかし……濡ぬれた髪が肩に張り付いていて、しかも恥ずかしそうな顔で『脱ぐね』とか言われると、妙に色っぽく見えてしまう。

　思わず見入っていると、月つきは躊躇ためらいがちに、するっと肩かた紐ひもを外した。

　肩紐が垂れ、腕にかかる。見えていた肌の面めん積せきはさっきとほとんど変わらないはずなのに、今の月の姿はやけにエロティックに感じた。

　──っと、いけない。そんなヘンな目で見ちゃダメだよな……。

　自制する俺おれの前で、幼おさな馴な染じみはきゅっと唇を嚙かみしめて、羞しゆう恥ちに堪たえるような表情だが──止やめる気け配はいは無かった。
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　月はもう片方の肩紐も外し、するすると服を下に落としていく。すぐに水気を含んだストラップレスのブラジャーが露あらわになり、少しずつ腹部まで見えてくる。肌は水気を帯びてしっとりとしていた。

　──う、俺、変態かも……。理由はどうあれ、外で幼馴染みの女の子に服を脱がせて、しかもそれ見てすげえドキドキしてるなんて……。

　そう思いながらも目が離はなせない俺の前で、月はゆっくりと服を下ろし、ちょこんとした可愛かわいらしい臍へそまで目の前にさらされる。

　今まで月が自分で服を脱ぐところは見たことが無かったけど……これは、裸を見るのとはまた違ったいやらしさがある。思わずごくりと喉のどが鳴ってしまった。

　もう少しでパンツが見える……という所で、月はすうっと深呼吸。

　そして真まっ赤かな顔のまま、体を前に折り、するっと下に服を下ろしていき──

　──うわ、パンツが丸見えになってる……。

　月つきらしいストライプの下着は水を吸って、しっかりと肌に張り付いていた。しかも緑の線せんに挟まれた白い部分はさらに透けて、内側の桃のような肌まで見えてしまっていた。

　月は恥ずかしいのか体をくねっとしならせる。そんな動きまですべて官能的に見えた。……うう、ドキドキするのが止められない……。

　俺おれの視線を受けながら彼女は服を自分の足から抜こうとする……が、

「あ……っ」

　バランスを崩し、俺の方へふらりと倒れてくる。

「おっと……」

　その体を抱き留めると、ふわりと髪から漂ってくる花のような香り。小こ柄がらな体はすっぽりと俺の胸に納まった。

　……俺の体も冷えてたせいか、くっついてるとあったかいな。

　そう思いながら目の前の小さな肩に手を置いて、そのまま動きを止める。月はすぐに離はなれると思ったのだが、俺にくっついたままだった。

　ざあざあと雨の音の中、ぽつぽつっと天てん井じようが大粒の雨に叩たたかれている。薄うす暗ぐらい堂内は静かだった。

　なんとなく声を出すのもはばかられて、そのまま黙だまったままでいると──ふと、彼女の肩が小刻みに震ふるえているのに気づいた。

「……やっぱ寒いのか？」

「……ちょっとだけ」

　ぽつりと返ってくる言葉もどこか頼りない。……寒いか、それとも家に帰ることを考えて不安になってるのか。

　早く着替えるべき……とも思ったが、それじゃあこの震えは消えないような気がする。

「…………」

　少しだけ逡しゆん巡じゆんしたが、小さな肩に乗せた手をすすっと移動させ──彼女の背中をそっと抱き寄せた。

「ん……っ」

　月の唇から小さな声。しかし抵抗はなく、俺の胸にとんっと頭が寄せられる。

　……柔らかい肌……だけど、それよりやっぱりあったかい。

　背中をそっと撫なでてやると、ぴくんっと月が肩を跳ねさせるが、やはり身じろぎもしようとせず、焦った様よう子すも無い。滑なめらかな絹のような感触。だけど、俺もさっきほどにはいやらしい気分にはならなかった。

「これで、少しはあったかくなったか？」

「……ん。あったかい」

　その声は穏おだやかに聞こえて、ほっとする。

「雪ゆき……いや、月つき。お前、まだ家に帰るの怖いか？」

　少し間があって、幼おさな馴な染じみはこくりと頷うなずいた。

「話、聞いてもらえないかもしれないし。それに、またケンカになるのが怖くて……」

「……そっか、そうだよな」

　安心させるように、背中をすっと撫なでて、

「でもさ、お前は夢を追い続けるためにも、ちゃんと家に帰って師匠と向き合わないといけない。そうだよな？」

　また間があって、頷きが一つ。

「……怖がったままじゃ、ちゃんと話ができないかもしれないぞ？　お前の夢に向かう気持ちが本物なら……、ここはビシッと、前向いて立ち向かうべきトコじゃないかって思うんだ」

　……俺おれが傍そばにいてやる、っていうだけじゃ、たぶん足りないんだ。

　今、問題はこいつの心の中。

　月はたとえ一人ひとりでも、父親と向き合う勇気を持たなきゃいけないんだと思う。

「……真しん一いち」

　月はゆっくりと俺の顔を見上げてくる。まだ髪から水が垂れていて、長い睫まつげもしっとりと湿っていた。

　そっと抱きしめる力を強くする。

「……ゆっくり決めていいぞ。震ふるえが止まるまで、こうしておいてやるから」

　再び胸元に顔を埋める幼馴染み。そのまま静かに時間が経たつ。

　いつの間にか天てん井じようを打つ水音も小さくなっていた。外から聞こえてくる雨音もさっきより大人おとなしくなっている。もうすぐ雨が上がるのかもしれない。

　お互いの体温を全身に感じながら、俺たちはきゅっと抱き合っていて──

「……そう、だね。真一の言うとおり。私、弱気になってた」

　やがて、ぽつりと胸元から彼女の声が聞こえた。背中からそっと手を放すと、ゆっくりと離はなれていく小こ柄がらな体。

　正面に立って俺を見つめるその瞳ひとみからは、さっきまでのような弱々しさが薄うすれていた。

「官能小説を書き続けるために、私、がんばってお父とう様さまと向き合う。真一も、傍で助けて、ね」

　声にも芯しんが通っているように聞こえる。……よし、今度こそ大丈夫だ。月は元々小説のために転校までしたくらいの意志の強さの持ち主なんだ。ちょっと背中を押すだけで良かったんだな。

　ほっと安あん堵どに息をつく──と、改めて月の姿が目に入ってきて、

「う…………」

　途と端たんにドキドキと胸が音を立て始めた。

　──そうだった、月つきって下着姿のままだったんだ。お、俺おれって、さっきまでこの体を抱きしめてたんだな……。

　ごくっと喉のどを鳴らすと、月がはっとしたように胸を隠し、身をよじって、

「や……後ろ向いてて……っ」

「え……で、でも、体たい験けん取材なんだから、この際下着とか脱いでも──っていてて！　後ろ向いてるからぽかぽか殴るなって!!」

　慌あわてて後ろを向く俺。……ちょっと気を抜くと本能が表に出ちゃうんだな、俺ってやつは。

　背後の衣きぬ擦ずれの音を聞きながら、自分もシャツの水を絞る。

　……まあ、なんにしても、これでなんとかなりそうだな。

　家に帰って、ついに師匠とご対面だ。
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「……ふう、ようやく着いた」

　氷ひ坂さか家けの門の前で、肩にかけていたボストンバッグを片手に持って首をこきこきと鳴らす。

　こちらは『氷坂』という表札がかかっている普通の玄関だ。そして『氷坂道場』と書いてある大きな看板が張り付けられた道場の門がこのすぐ隣となりにある。

　くぐり慣なれた戸の向こうには長年自分の家のように過ごしてきた、一階建ての和風家屋。……ああ、なんかほっとする。やっぱり今のマンションよりこっちの方がいいな。

「月、心の準備はいいか？」

　黒髪の幼おさな馴な染じみはすう、はあ、と大きく深呼吸。

「……ん、大丈夫。いこ」

　二人ふたりでぐっと手を握り、「うん」と頷うなずき合う。

　手を繫つないだまま木戸を開け、中へと足を踏み入れた。庭は相変わらず綺き麗れいに整ととのえてあった。思い出の中では満開の花びらを湛たたえていたが、今は緑の葉をいっぱいにつけている大きなソメイヨシノの木。棚に並べてある盆ぼん栽さいは師匠の趣しゆ味みだ。

　そして玄関のガラス戸を開けると、

「おかえり」

　地鳴りのような声と、熊くまのような中年のオッサンが玄関で俺たちを待っていた。

　岩のようないかめしい顔つき、鼻の下には黒い髭ひげ。百九十を超える巨体で、限界まで鍛きたえ上げられた太い首は切り株のよう。筋骨隆々の体は特注じゃないかというくらいの大きな作さ務む衣えに包まれている。

「た、ただいま、師匠」

　鋭するどい眼がん光こうが俺おれに向けられる。この目で一ひと睨にらみされれば銃を持ったマフィアでも泣きながら逃げ出しそうだ。

　娘とは似つかぬ強面こわもての偉丈夫。過去に剣道の大会で何度も優ゆう勝しよう経けい験けんのある豪ごう傑けつ。

　この人こそが月つきの父であり俺の剣道の師、氷ひ坂さか隆りゆう太た郎ろうである。

「うむ。おかえり」

　師匠はそう言って頷うなずいた後、娘に目を向ける。

　月はいつの間にか堅い顔になっていたが、肘ひじで脇わき腹ばらをつつくと、師匠にちらりと目を向けて、

「……ただいま帰りました、お父とう様さま」

　ぽつりと、無感情な声で呟つぶやいた。……月のやつ、やっぱりちょっと緊きん張ちようしてるみたいだな。

　師匠はぴくっと顔を震ふるわせ、

「……よく帰ったな、月」

　そう言って一つ頷いて、俺をじとっと睨んでくる。

「遅いぞ。昼には帰るというから待っていたのに」

「い、いや。先に墓参りしてきたんだよ。電話でも言っただろ」

「む……、墓参りするにしても、先に寄ってから行けば良かっただろうが」

　腹に響ひびくような重苦しい声。矢や尾おも不ふ機き嫌げんそうだったと言っていたし、他ほかから聞けば怒っているように聞こえるだろうが……俺からすると拗すねているようにしか見えない。横にお茶と羊よう羹かんの載った皿が置いてある所から見て、おそらく稽けい古こが終わってからは、俺たちが帰るのをここでずっと待ってたんだろう。

「……悪かったよ。ごめん、先に帰ってくるべきだったよな」

「うむ、分かればいいんだ。……さ、早く上がりなさい。月、今日きようは寿す司しを取ることにしているから、夕飯は作らなくていいぞ」

　玄関を塞ふさいでいた師匠は立ち上がり、俺たちを促うながす……が、その目が月の服に向けられた。

「……月、そのスカートは短すぎないか？」

　月はさっき服を着替えたので、今穿はいているのは以前ショッピングに行った時に俺が選んだミニスカートだ。……短いって言えば短いけど、このくらい普通じゃないか？

　俺はそう思うのだが、師匠は毛虫のような太い眉まゆをぐっとそびえさせ、

「あまり露ろ出しゆつの高い格好をしてはいかんぞ。都会の男は獣けもののようだと言うし。……まったく、だから都会は反対なんだ。ここにいればいいのに……」

「獣はお父様でしょ。熊くまみたいだもの」

　月は単たん調ちような声でそう言い残して、すたすたと風ふ呂ろ場ばの方へ歩いていってしまった。

　あとには立ちつくす師匠と俺が残される。

「……ごめん師匠、あの服選んだの俺なんだ。月に似合うかなって思って」

「……そうか。いや、儂わしがちょっと気にしすぎたのかもしれん。……都会の男といえばあまり良いイメージが無いから、心配でな」

　はあ、とため息をつく強面こわもての父。

「師匠、今日きよう中じゆうに月つきと仲直りしろよな。俺おれも手て伝つだうからさ」

「……ふん。仲直りなんてしなくてもいいがな」

　そうは言うものの、師匠はがっくり肩を落としており、目も垂れ下がっていた。どこからどう見ても素っ気ない娘の態度に傷つく父の図である。

　……あいかわらず顔に出やすいオッサンだな。ポーカーフェイスの娘とは大違いだ。

　どう慰なぐさめようかと思っていると、師匠は気持ちを切り替えるように咳せき払ばらいし、俺の頭にぽんっと手を置いた。

「まあ、なんにしてもだ。よく帰ったな、真しん一いち」

「ああ、師匠も元気そうで良かったよ」

　師匠は「うんうん」とほっぺたに皺しわを作って笑え顔がおを浮かべた。
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　そして、夜、寿す司しをとっての夕飯時──

「…………」

「…………」

「…………」

　……気まずい。

　もぐもぐと口を動かしながらも、重い空気に息が詰まりそうだった。四人が座れるくらいのちゃぶ台には豪勢な寿司が並んでいる。あまりに量が多すぎてちゃぶ台の上には載りきらず、畳の上にまでずらりと並べられていた。十人前くらいはありそうだ。

　いつもなら三人でわいわい雑ざつ談だんしながら食べるところなのだが、今日は夏虫の鳴く声しか聞こえない。

「ふむ…………うむ…………」

「…………」

　師匠は食べる度たびに小さく声をこぼしているが、これは癖くせであって喋しやべっているわけではない。月はといえば仮面のような無表情で黙もく々もくと食べている。時折父の方をちらりと見ているが、これは藍あい川かわのことを言い出すタイミングを見ているのだろう。

　……気まずいなあ、もう。

　なにか話すべきなのかと思うのだが、俺もさっきからいつ話を切り出そうかと様よう子すを見ているのだ。この空気を払ふつ拭しよくするためにも、早く藍川の件をうまく解決するべきなんじゃないかと思うし……。でも、今の状態で話しても、師匠がちゃんと聞いてくれないんじゃないかって気もするんだよな。

　どうしよう……と思っていると、月つきがちらちらと師匠の持つ味み噌そ汁しるの椀わんを見ているのに気づいた。

「……お父とう様さま、おかわりは？」

「む、……うむ、頼む」

　父からお椀を受け取り、台所へと歩いていく月。娘の何気ない気き遣づかいが嬉うれしかったのか、師匠はその後ろ姿を眺めながら、少しだけ和やわらいだ顔つきになっていた。

　……よし、ここらで切り出してみるか。

　月が戻ってきて席に座ると同時、師匠に向かって口を開く。

「あの、師匠、ちょっと話があるんだけど」

「ん、なんだ？」

　師匠がこちらに顔を向ける。

　俺おれは月に『始めるぞ』と目配せし、

「あのさ、男装のことなんだけど……」

　ぴくっと眉まゆを跳ねさせ、表情を強こわばらせる師匠。う……この人は真面目まじめな顔になると、途と端たんに仁に王おう像ぞうみたいな威圧感を発散するんだ。慣なれてない人なら、この時点で何も言えなくなるだろうな。

　師匠は静かに箸はしを置いて居住まいを正し、俺たちもそれに倣ならう。

「ふむ、聞こう。話しなさい」

「あ、ああ。えっと……まずは学校での出来事について聞いて欲しいんだ。月、大体の所は俺が話すからな」

　俺は要点を押さえて説明を始めた。学校での出来事、宿泊訓練でのこと……噓うそはつかずに、できるだけ今の生活が月にとって『とてもキツい』ということをアピールして話す。

　話しているうちに、師匠の顔つきが変わってきた。時々だが、月のことをちらちらと心配げに見たりしている。

「宿泊訓練の時はホントにやばかったよ。男ばっかの部へ屋やで女の子は月一人ひとりだけでさ。夜に月、トイレの中で泣いちゃったくらいなんだ。女の子の味方がいれば、あそこまでキツくはならなかったと思うんだけどな」

「……な、泣いてしまったのか、月？」

　師匠が月に気遣うように問いかける。

「ん……ちょっとだけ」

　月が躊躇ためらいがちに頷うなずくと、父親はそわそわと落ち着き無くちゃぶ台を指で叩たたき始めた。

「し、真しん一いち、その宿泊訓練は本当に大だい丈じよう夫ぶだったのだろうな？　月が他ほかの男になにかされたりということは無かったのか？」

「ああ、無かった。危なかったけどな。そこは安心していいよ」

　俺おれが月つきに襲おそいかかりそうになったことはあったような気がするけど。そこを言ったらぶっ飛ばされそうなので黙だまっておこう。

「むう……」

　師匠はうなりながら顔をしわくちゃにしかめている。……よっぽど心配なんだろうな。でも、もっと心配してくれた方がこっちとしては説得しやすくなるんだ。

　俺はこれ見よがしに大きくため息をつき、

「……正直、厳きびしい状態だなって思うよ。二学期からは体育祭とか文化祭とか色々あるしさ。またキツい毎日になると思う。つっても、俺たちはなんとか乗り切る気なんだけど、な、月？」

「ん、もちろん」

　月は即答する。乏しい表情の中にも、引く気は一切なしといった決意が見てとれる。

「……諦あきらめる気は無いのか、月？　辛つらいんだろう？」

「辛いけど、諦める気なんてないから」

「むぐ……」

　難むずかしい顔で口をつぐむ父親。

「……師匠、男装の条件は、無くす気は無いんだよな」

「……うむ、もちろんだ。……官能小説を書くことを諦めるなら、男装などしなくてもいいのだが」

「私、諦めないって言ってる」

　師匠は「うぐぅ……」とうなり始め、ちゃぶ台に両りよう肘ひじをついて頭を抱える。……うう、苦悩させてすまん師匠。

　……もう月が心配でたまらないって状態みたいだし、そろそろ言ってみるかな。

「師匠、顔あげてくれ。実は、俺からお願ねがいがあるんだ」

「……お願い？　男装を無くすというのは、駄だ目めだぞ。そこは儂わしも引かんからな」

　頑がん固こなことを言いつつも、娘への思いやりに満ちた顔が俺に向けられる。

「ああ、そこはいいんだ。でもさ、ほんの少しだけ、条件を緩かん和わすることってできないか？」

「緩和？　……ふむ、たとえば、どういう風にだ？」

　俺は真剣な顔で、師匠に向かって畏かしこまって座り、

「月の助けになれる人間が、学校内に俺だけしかいないっていうのは、正直、もう限界かなって思うんだ。だから一人ひとりだけ。一人だけでいいから、秘密を共有する仲間を作りたいんだ」

　師匠はじっと俺を見み据すえ、腕を組む。

「……仲間か。誰だれか味方になってくれそうな人はいるのか？」

「ああ。同じクラスの女の子なんだけど、すごく良い奴やつが一人いる。もう結構仲良くなってて、明日あしたもここの近くにある彼女の別荘に遊びに行く約束してるんだ。……俺おれたちは、彼女ほど信頼できる人は他ほかにいないって思ってる。な、月つき」

「ん。名前は藍あい川かわ恵めぐみさん。友達思いで、真面目まじめで優やさしくて、すごくいい人」

「そうそう、そんな感じで人ひと柄がらも良いし、それに女の子が味方にいると、俺たちもすごく助かるんだ。学校生活もだけど、なにより月が精神的な面でラクになる。……だから師匠、彼女を仲間にするのは、ダメかな？」

　師匠は「ふむ……」と呟つぶやき、目を閉じる。

　少しの間、そのまま師匠は考え込んでいた。

　俺と月は氷ひ坂さか家けの主あるじの顔を見つめたまま、ちゃぶ台の下でお互いの手をぎゅっと握る。

　頼む師匠、了承してくれ……。

　月の体温を片手に感じながらそう願ねがう。

　緊きん張ちようを孕はらむ静けさに、息苦しさを感じていると……。

　師匠はゆっくりと目を開け、重々しく言った。

「いいだろう。味方を一人ひとり作ることを許してやる」

　瞬しゆん間かん、俺と月は顔を見合わせ、ぱあっと表情を輝かがやかせる。

「ほ、ホントに良いんだな師匠!?」

「ああ。ただし一つ条件がある」

「え……じょ、条件……？」

　まさか、男装に加えてさらにヘンなこと付け加える気じゃ……。

「ど、どんな条件なんだ？」

「明日あしたその子と会うと言っていたな？　その際に事情を説明し、味方になってくれるようなら、この家に連れてきなさい。儂わしが直じかに見て、信用できるかどうかの最終的な判断をする」

　……ああ、そういうことか。藍川ならきっと師匠も認めてくれる。大した条件じゃない──

「ただし、駄だ目めならば『同じ学校の人に正体がばれた』ということで、月には家に帰ってきてもらうぞ」

「え…………!?」

　俺も月も驚おどろいて師匠の顔を見る。

「味方にならない人に正体を知られれば、賭かけに負けたことになるのは当然のことだ。そのルールは厳げん格かくに守ってもらうからな」

　口をしっかりと引き結び、考えを曲げるつもりは無いように見えた。……いきなりデカいリスク突きつけてきたな。

　……師匠の目が節穴でないなら藍川のことは信用してくれるはず。

　でも、そう思いたいんだけど……正直言うと、今の師匠だと、藍川がどんな奴やつでもダメって言いそうな気もするんだよな。父としては、月に小説のことは諦あきらめて帰ってきてもらいたいってのが本ほん音ねなんだろうし。……ただ、そこまでやるだろうかって思いもある。

　不安になっていると、月つきが俺おれの手をくいくいと引いてくる。

「真しん一いち、大丈夫かな……」

「……あの藍あい川かわなんだから、心配いらないと思うぞ。そうだろ？」

　自分にも言い聞かせるようにそう言うと、月は藍川のことを思い浮かべているのか顔を伏せて黙だまり込み──顔を上げるとすぐに頷うなずきを返してきた。

「ん、藍川さんなら大丈夫。……そもそも、これを受けるしか手はないし」

「……そうだよな。……よし、師匠。そういうことでいいよ。明日あした連れてくるから」

　師匠は「うむ」と唸うなるようにして頷く。

　師匠が彼女を信用しなかったら……っていう不安は、正直なところ消えてないけど……、全部うまく行くって信じよう。

　話が終わり、ひとまず安あん堵どして肩の力を抜いていると、

「まったく、帰ってくればいいものを……」

　師匠のぽつりと呟つぶやいた言葉に、月がぴくっと反応する。

「……べつにいいでしょ。お母かあ様さまだって書いてたんだから」

　師匠がぴたりと動きを止めた。……う、せっかく解決したと思ったのに、また言い合いを始める気か？

「お前の母は仕方なく書いていたんだ。好きで書いてた訳わけではない」

「噓うそ。お母様はきっと楽しんで書いてた。本を読めば分かるもの」

　即座に言い返す月に、師匠はぴくぴくと頰ほおを強こわばらせる。

「……月、お前、官能小説を書くのが本気で好きなのか？」

「……ん。人に知られるのは恥ずかしいけど、好き」

　静かな告白。前なら驚おどろいただろうが、月の小説を何度も見ている今となっては、そうだろうなとあっさり納得できる。嫌いな奴やつに、ああいう心の籠こもった文章は書けないだろう。

「……蛙かえるの子は蛙か。まったく、ヘンな所が似るものだ……」

　師匠は額ひたいを押さえて顔をしかめている。蛙の子は蛙ってことは……やっぱおばさんも好きで書いてたってことかな。

「……なあ師匠。おばさんも書いてたんだから、べつに月が官能小説書いてたっていいじゃないか。な、この際だから男装とかもナシにして、了承してくれないか？」

　どさくさまぎれにそう提案してみるが、師匠は即座に首を振り、

「駄だ目めだ」

「……ど、どうしてもダメか？」

「ああ。駄目だ。駄目ったら駄目だ」

「なんでそんなにダメって言うんだよ？　なんか理由でもあるのか？」

「理由などどうでもいい。駄だ目めなものは駄目なんだ」

　駄目六連発。……うーむ、やっぱり師匠はどうしても納得したくないみたいだな。普ふ段だんはこんなに頑がん固こじゃないのになあ。

　と、月つきが珍しく唇をはっきりと尖とがらせ、俯うつむいているのに気づく。

「……お父とう様さまのばか」

「む、なんだ、月。今、なんと言った？」

　月は勢いよく顔を上げ、父をはっきりした二ふた重えの目でじろっと睨にらみ、

「お父様のばかっ」

　突き刺すように父に一言。これも珍しく大きめな声だった。

　俺おれはぽかんと口を開ける。……そっか、前もこういう風にケンカしたんだな。

　こりゃヘコんでるだろうな……と思いつつ師匠の顔を見ると、意外なことに平然とした顔つきでふんっと鼻を鳴らし、

「ばかという方がばかなのだぞ。つまりお前がばかなのだ、月」

　厳いかめしい顔のままで子供のようなことを言う。……大人おとなげないんだから。

　呆あきれていると、月が俺に顔を近づけて耳打ちしてくる。

「……真しん一いち、お父様に『わからずや』って言ってやって」

　声が大きい。絶対聞こえてると思うんだけど……。

「……真一、月に『意地っぱり』と言ってやってくれ」

　仕返しのように反対側から耳打ちしてくる師匠。……ったくもう、どっちもどっちだな。

　むすっとした顔で向かい合う二人ふたりに挟まれ、俺は大きくため息をつく。

　はあ……、帰るまでに仲直りできんのかなあ、この二人……。
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「ふあ……」

　夜の九時半。慣なれた家に戻ってきて安心したせいか、シャワーを浴びるとすぐに眠くなってきた。

　月は俺と違って湯船に浸つかってるはずだから、まだしばらく出てこないだろうけど……風ふ呂ろから上がってきたら、ちょっと明日あしたのこととか話してから寝るかな……。

　そう思いながら自室に戻る。氷ひ坂さか家けには昔から俺用の部へ屋やが作られているのだ。

　廊下をきしきしと音を立てながら歩いていくと、

「ん……？」

　隣となりの月の部屋から明かりが漏れているのが見えた。……おかしいな。今はあいつ風呂に入ってるはずなんだけど。

　もう上がったのかと、ドアの隙すき間まから中を覗のぞいてみると、

「う……、師匠、なにやってんのさ」

　声をかけると、机の前に立っていた巨体の父親は、盗みに入っていたこそ泥のように勢いよくこちらに顔を向けてくる。

「な、なんだ、真しん一いちか。脅おどかすな」

「脅かしたつもりは無いけどさ……。娘の部へ屋やで何してんだ？　月つきに見つかったらまたケンカになっちゃうぞ？」

　呆あきれて言いつつ中に入っていくと、師匠がノートパソコンの画面を見ていたことに気づく。そして画面に映っているのは……っておいおい、月の書いた小説じゃないのか、これ。

「……師匠、そりゃまずいって。勝手に見て良いもんじゃないだろ？」

「むぅ……、もう少しだけ……」

　師匠はカタカタとキーボードの矢印キーを押し、ページを進める。

「なあ、ダメだって。また月からばかって言われてもいいのかよ？」

　……あいつ、勝手に見ると怒るからな。このまま見過ごすわけにはいかない。

　無む理り矢や理り連れだそうと師匠を後ろから引っ張っていると、

「う……」

　ちらりちらりとノートパソコンの画面がどうしても目に入ってしまう。

　見ちゃダメだ……と思いつつも、ついつい目は文章を追ってしまい──
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「あ、誠せい一いち……」

　幼おさな馴な染じみの男の子に肩を抱かれ、雪ゆきの頰ほおがほんのりと紅こう潮ちようする。

　ここは雪と誠一の住んでいるマンションの一室。雪が田舎いなかから引っ越してきて以来、幼馴染みである二人ふたりは同じ部屋で暮らしていた。生まれた時からずっと一いつ緒しよに過ごしてきた二人なので、今さら恥ずかしがることは何もない。雪も誠一も父子家庭で、心のつながりは実の家族以上に強かった。

　それになにより、雪と誠一は好き合っているのだ。今日きようも幼馴染み二人はソファに座り、恋人同士の甘いひとときを過ごしていた。

「……雪、服、脱がすからな？」

　こちらの答えを待たず、誠一はいそいそと雪の服をはだけさせる。すでに鼻息が荒くなっているのがいやらしい。

　……もちろん拒こばんだりはしないけど。

「乱らん暴ぼうにしないで、ね？」

「分かってるよ。お前の嫌いやがることなんてしないから安心しろ」

　彼はそう言いつつ、雪ゆきのブラジャーをはぎ取って胸に手を這はわせてくる。控えめな乳房の輪りん郭かくをなぞるような愛あい撫ぶにぴくぴくと体が反応していた。

「雪の反応って可愛かわいいな」

「ん……っ、そ、そういうこと言わないでってば……あぅっ」

　意い識しきせずに甘えるような声が出て、ほっぺたがかああっと熱あつくなる。誠せい一いちはそんな雪の反応を見て、にんまりと嬉うれしそうな笑え顔がおを浮かべていた。

　そのまま体中をソフトな手つきでまさぐられていると、次第に体がじんわりと熱ねつを帯びてきて、全身から力がふわふわと抜けていく。

「さてさて、こっちはどうだ？」

「え……やっ」

　誠一はするっと股またの間に手を差し入れてきた。思わずきゅっと太ふと股ももをすり寄せるが、彼の手はぐいぐいと強引に股の付け根にまではい上がってきて──

「くぅ……っ」

　下着に触れる寸前で手が止まったが、思わず声が漏れてしまった。

「……まだ触ってないんだけど、お前、感じやすいよな」

　誠一は股に入れた手を下着にかけて、熱い吐と息いきを耳元に吹きかけてくる。

「はうぅっ……」

　誠一の息を感じると、喉のどの奥から恥ずかしい声が飛び出してくる。桃もも色いろに染まる肌には汗がじっとりと浮かんできており、段々と誠一と同じように息が荒くなっているのを自覚して余計に羞しゆう恥ちがこみ上げてくる。

「……く……はぅっ、んっ」

「さ、そろそろいいかな？」

　誠一が下着を摑つかむ指に力を込める。

　恋人の首筋に顔を埋める雪。そして、彼の手が下着を下ろそうとして──
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「……あれ？」

　文章を読んでいると、思わずぽつりと声が漏れた。

「む、どうした真しん一いち？」

「あ、いや……」

　言いつつも眉まゆを寄せる。おかしいと思った理由は一つ。

　……俺おれ、月つきとこんな内容の取材やってないよな？

「ふむ……」

　師匠は顎あごに手を当て、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「……一つ、ものすごく気になることがあるのだが、聞いていいか、真しん一いち？」

「ん、ああ。いいけど」

　なぜかがしっと肩を摑つかんでくる我が師匠。な、なんだ？　目がマジなんだけど……。

「この作品の誠せい一いちと雪ゆきというキャラクター、お前と月つきにものすごーく似ているように思えるのは、儂わしの気のせいか？」

　ぎくっとした。さすがに鋭するどい……っていうか、幼おさな馴な染じみだし名前も似てるし、設定もモロに俺おれたちそのものだし、もしかしたらバレバレ……？　えーっと……、とにかくここは──

「き、気のせいだよ。うん、そのキャラ、俺たちには関係ないから……あ、でも、月って向こうじゃ知り合い少ないからさ。身近な人をモデルにしてるってことはあるかもしれないな。は、ははは……」

　師匠は疑うような目で俺を見る。

「本当か？」

「あ、ああ。ホントだよ。弟子を信じられないのか？」

　巨きよ漢かんの師はまだ納得していないようだったが、

「……ふむ、そうか。そういうことならいいんだが」

　ひとまず引き下がってくれた。……ただ、もうこっちでは体たい験けん取材やらない方が良さそうだな。もし見つかったら崖がけから海に投げ込まれそうだ。

「さて真一、お前、さっきなにか気がかりなことがあるようだったが？」

「あ、うん。ちょっと、いつもの月の作品と書き方が違うなって思ったから。小さいことなんだけどさ」

「…………ふむ、書き方が違う、か。もしかしたら、色々と悩んでいるのかもしれんな」

　師匠は腕を組み、眉間に鉛えん筆ぴつが挟めそうなくらいの皺を寄せる。なにか考え込んでいるようだった。

　俺も同じように眉まゆを寄せ、考え込む。……執筆の方針について、月とちゃんと話し合った方がいいかもしれない。今までは体験取材ナシで書いたことは無かったはずだし。何か悩んでることがあるなら、相そう談だんに乗ってやりたいもんな。

　二人ふたりしてノートパソコンを前に腕を組んでいると、




「なにしてるの？」




　冷たい声が背後から浴びせられ、真夏なのにぞくっと寒気を感じた。

　師匠と二人、ゆっくりと後ろに目を向けると──部へ屋やの入り口には俺たちに氷点下の視し線せんを向けている幼おさな馴な染じみの姿。ワイシャツを着た彼女の眠たげな目はすっと横に細められている。

　月つきは固まる俺おれたちの所にすたすたと歩いてきて、ノートパソコンをぱたんと閉めた。

　師匠とアイコンタクトで合図を送り合う。

「ごほんっ……えー、つ、月。お前はまだそんな服を寝ね間ま着き代わりにしているのか？　まったく、はしたない。真しん一いちも男なのだから警けい戒かいしなくては駄だ目めだろう？　ほら、もう少しちゃんとした服を着てきなさい」

「そ、そうだな。その格好だと風邪かぜ引いちゃうかもしれないしな。ここらへんやっぱり夜は涼しいし……」

　しれっとして言う俺たち師弟……だったが、月はこちらを無視して無言で机の脇わきに置いてあったスプレー缶を手に取る。

　──彼女にとっての伝家の宝刀、Ｇキラー。

　つまるところ殺虫剤である。

「ま、待ってくれ月!!　全部師匠が悪いんだ!!」

「な、真一、裏切りは許さんぞ!?　くそ……聞け月!!　実は真一に見ろと言われたんだ!!」

　く……なんて卑ひ劣れつな師匠だ。大おお噓うそで自分だけ助かる気かよ……!!

　そんな風にぎゃーぎゃーと仲なか違たがいしていると、

「盗み見されるの、ほんとに恥ずかしいんだから……」

　そう言いつつ、ぷしゅっと殺虫剤を一吹きする月。俺たちを見るその目には変わらぬ冷気が漂っていた。

　──あ、これ、本気で怒ってるわ。

　師匠と顔を見合わせてこくんと頷うなずき合い、どたどたと部へ屋やから脱出する──と、背後から滑すべるような足取りで追ってくる幼馴染み。きっと俺たちを殺虫するまで今日きようの月は止まるまい。

「師匠のせいだぞ!!　大人おとなしく囮おとりになれよ!!」

「儂わしのせいではない!!　お前こそ師のために犠ぎ牲せいになるがいい!!」

　びしびしと足を引っかけ合う二人ふたり。それを追う鬼ならぬ幼馴染みが一人ひとり。あ、明日あしたもまだ試練は残ってるっていうのに、なんで夜に鬼ごっこする羽は目めになってんだ……!?




　結局この夜の追いかけっこは、俺が師匠を転ばせて囮にするまで続いたのだった……。
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　師匠と対面した翌朝──。

　今日きようもむしむしと夏らしい陽気で、立ち止まると茹ゆで上がってしまいそう。昨日きのうと同じく暑い一日になりそうだった。

　そんな中、俺おれたち二人ふたりは藍あい川かわ、ひみこと合流するために昨日の大おお場ば駅えきから電車で十五分ほど揺られ、二つ隣となりの駅へとやってきていた。藍川の別荘はここから少し歩いた所にあるらしい。

「もう少しで到着か……」

　駅内に入り込むセミの大だい音おん響きようを聞きながら、待合室の壁かべに備えられた色気の無い丸まる時ど計けいを眺める。遅れが無いなら、あと五分くらいで電車が入ってくるはずだ。

　ふう、と暑さに息をつき、首筋に溜たまった汗を腕で拭ぬぐってベンチに背中を預ける。エアコンなんてあるわけが無いので狭い待合室は蒸むし風ぶ呂ろ状態。こちらも駅員以外に人ひと気けはなく、狭い構内にあるものと言えば自動販はん売ばい機きくらいのもの。ベンチに座っているのは俺たちだけだった。

「さて……月つき、わかってるよな？」

　隣に座っている幼おさな馴な染じみがこちらを見上げて首を傾かしげると、ふわりと漂う彼女の桜に似た香り。……なんだか、いつもより目がいくらかとろんとしてる。汗はあまり浮かんでないけど、ちょっと暑さに参ってるみたいだな。

　俺はそんな月に言い聞かせるように、

「今日中に藍川に『月が女だ』っていうことをはっきり話して、家に連れて帰らないといけないんだぞ？」

「ん。わかってる」

　こくんっと頷うなずきが返ってくる。

「……ま、月が女だってことは、すぐにわかってもらえるかな。藍川も元々はお前のこと女の子じゃないかって疑ってたわけだし、水着姿見れば一発でわかるだろうしさ」

　月はスタイルがまだまだ幼いとはいえ、ちゃんと成長はしてきているのだ。一目見ればきっとわかってもらえると思う。

　……が、月の顔には一いち抹まつの不安が浮かんでいるようだった。

「私が女だっていうこと、藍川さんが信じてくれなかったら……？」

「……んー、それは大丈夫だって。っていうか、今のお前の格好見るだけでも、普通なら女の子だってすぐにわかるぞ？　それより問題は、師匠が藍川に問答無用でダメ出ししそうってことじゃないか？　そこも対策練っとかないとな」

　あの人は月に帰ってきてほしいと思ってるはずだから、そういう展開にも十分なりうる。まだ藍川を仲間にするためには障害が多いのだ。気を抜かずにいこう。

「んーっと、そろそろ来そうだな……」

　時と計けいを見ながら、電車の音に耳を澄すませていると──月つきがぽつりと一言。

「これでもう、藍あい川かわさんに噓うそつかなくて済む、ね」

「……ああ、そうだな。ずっと隠し事したくないって思ってたもんな」

「ん……。やっぱり、お友達には、本当のこと、知っておいてもらいたいし……」

　そう言う彼女の顔はどこか安あん堵どしているよう。……俺おれも月と同じ気持ちかな。早く本当のこと言って、謝あやまりたいと心から思う。

　と、時計が到着予定時刻を指し、セミの声をはじき飛ばすような音を立てて電車がホームに入ってきた。

　乗り遅れなかったかな……とか思ったものの、無事に改札口に見み慣なれた女の子が二人ふたり姿を現す。よ、と手を挙げると、二人はこちらに気づいて顔を輝かがやかせた。

「あ、小鳥遊たかなしさん、氷ひ坂さかさんっ」

　待合室に響ひびく藍川の声。俺と月の許もとへ、大きなバッグを抱えた彼女とひみこが駆け寄ってくる。

「ここって自動改札じゃないんですね……、びっくりです」

　ひみこがトレードマークのツインテールを揺らして、駅内をきょろきょろと眺めながら歩いてくる。都会出身の小こ柄がらな後こう輩はいは、さすがにこんな田舎いなか駅えきには入ったことが無いと見える。

　藍川もひみこも夏服姿。さわやかで露ろ出しゆつの多い服装を見ているとちょっとどきっとしてしまう。藍川はそうでもないが、ひみこは外出して遊びまくっているのか、すでに肌が淡い小こ麦むぎ色いろになっていた。

「二人とも、俺たちの生まれ育った町にようこそ……っつっても、何もない所だけどな」

「ん。でも自然があるから」

　そう言う俺と月に、まずはひみこが元気印の笑え顔がおで、

「せんぱいがたっ、お久しぶりですっ」

　ぺこっと頭を下げてくる。……ああ、こいつっていかにも夏って感じの女の子だな。

「こんにちは、お二人とも。お久しぶりですわね」

　藍川の顔に浮かぶのはおしとやかな笑顔。近寄ると、彼女の纏まとうラベンダーのような香りがふわりと漂ってくる。えっと……、藍川とは大体二十日ぶりくらいになるのかな。元気そうでなによりだ。

　さて、今日きよう中じゆうにこの藍川に月の事情を話さなきゃいけないわけだけど……、

「あら？」

　彼女は月を見て不ふ思し議ぎそうにぽつりと呟つぶやいた。隣となりのひみこはといえば、こちらは目をまん丸にしてぽかんと口を開けている。

　藍川がこんな反応をするのは、もちろん、

「……あの、氷ひ坂さかさんはどうして女の子の格好を？」

　俺おれの横に立つ月つきが、彼女本来の姿をしているからだろう。

　今日きようの月は女物のワンピース姿。髪の毛もさらりと流していて、どこか儚はかなげな魅み力りよくを漂わせている。……どこからどう見ても女の子だ。月って元々『ボーイッシュ』なんて言葉とは対極にあるような子だもんな。

　小首を傾かしげている藍あい川かわの横で、ひみこが慌あわてたように俺の腕をぐいっと引っ張り、耳に顔を寄せてくる。

（し、真しん一いちせんぱいっ。どうして月せんぱい男装してないんですか!?　バレちゃいますよ!!）

（あ、慌てんなって。バレてもいいんだよ）

（え？　どういうことですか？）

（実はな──）

　こそこそと小こ柄がらな後こう輩はいに耳打ち。簡かん単たんに事情を説明する。

（あ、ああ。なんだ、びっくりした。そういうことだったんですか……）

　ひみこはほっと息をついていた。……たしかに、こいつにはメールで伝えといてやってもよかったかな。

（ごめん、驚おどろかせるつもりは無かったんだ。……えっと、それでさ。お前も手て伝つだってくれると、ありがたいんだけど……）

（もちろんいいですよ。協力しますっ）

　二つ返事で答えてくれる後輩。ありがとな、とその頭を撫なでてやる。味方は一人ひとりでも多い方がいいもんな。

「ま、そういうわけで……」

　俺は月の後ろに立ち、ワンピから零こぼれているその白く細い肩を摑つかむ。

「これが月の本当の姿なんだ。こいつは女の子なんだよ」

「そう。そういうことなの、藍川さん」

「え？」

　藍川はきょとんとして、目をぱちぱちとしばたたかせる。今の言葉は女声だったし、これで彼女にも月の性別がわかっただろう。

　さて、あとは事情を説明するだけか──と思っていると、

「あ、ええ。そ、そういうことなんですね。はい、わかりました。声まで女の子にしてるなんて、凄すごいですわね」

　呆あつ気けにとられていた藍川が、突然ふわっと微笑ほほえんで頷うなずいた。

　あ、あれ？　なんか予想してた反応と違う……？　もっと驚くと思ったのに……。

「さあ、行きましょう。ここから別荘までは歩きですから」

「あ、ああ、わかった……」

　拍子抜けしていると、藍あい川かわは一足先に外へ出て、広い空を見上げてすうっと深呼吸している。

　月つきと顔を見合わせて、かくんっと首を傾かしげた。

（……お、おかしい。藍川のやつ、月が女だって信じてないみたいだぞ？）

（ん……やっぱり説明しないとダメなんじゃ……）

　……そ、そうだな、説明すればいいんだ。焦あせることはない。

「あの、藍川っ。月はずっと事情があって男装してただけで、ホントは女の子なんだって。この姿見れば分かるだろっ」

　藍川は気分良さそうに笑え顔がおを浮かべ、こちらに振り返る。

「ええ、私はちゃんと分かっていますよ。さ、早く行きましょうみなさん。空気が美味おいしいですからっ」

「い、いや、分かってないだろ？　ちゃんと聞いてくれよ！」

「いえいえ、事情はちゃんと理解しています」

　どうにも手て応ごたえの無い藍川の反応。一体どういう風に理解しているのか……。朗ほがらかな彼女の笑顔を見ながら、俺も月も首を傾げたままでいた。

　な、なんで女の子の格好してるのに、気付いてもらえないんだ……？

「真しん一いち、どうしよう……」

「と、とにかく、後でもう一回話してみようぜ」

　きっと分かってもらえる……よな？







「海だあっ!!」

　ひみこの元気の良い叫び声が浜辺に響ひびき渡り、それに応えるように潮しお騒さいが鳴り響く。海は静かな風を受けて小さな白い波をいくつも作っており、遠くには一筋の水すい平へい線せんを描いていた。

　さっそくぱたぱたと飛ぶようにして波なみ打うち際ぎわに駆けていく後こう輩はいの姿。金きん色いろの砂が輝かがやく浜辺には人の影かげがまったく見当たらず、プライベートビーチのようになっている。

　人ひと気けのほとんど無い駅から徒歩二十分。車一台がようやく通れるくらいの小道を歩いてたどり着いたのがこの砂浜だった。

「あそこが別荘ですわ」

　藍川が浜から少し離はなれた場所に立っている木造の建物を指さす。二階建ての一軒家。豪邸っていう雰囲気の家じゃないし、築ちく十年くらいの小こ綺ぎ麗れいなコテージって感じだな。

「こんなトコあったのか……」

　俺たちの家も海に近いし、昔から夏になれば土日は浜辺に泳ぎに来るのが当たり前というような生活をしていたのだが、ここは知らなかった。市内の海はほとんど制せい覇はしたと思ってたんだけど……こんな穴場があったとは。

　波なみ打うち際ぎわは弧こを描いており、浜は岩場に続いているようだった。

「ここは一族の私有地ですので、知らないのも当然かもしれませんわね」

　藍あい川かわが風になびく髪を押さえながら、のんびりとそんなことを言う。私有地って……。それじゃ向こうの浜の端に見える大きな看板は、『私有地により立ち入り禁止』みたいなことが書いてあるのか。……そういや昔、海で遊んでる時にそんな看板を見た覚えがあるような気がするけど。

　月つきがおそるおそるといった様よう子すで、

「……あの、藍川さんの家族や親しん戚せきの人って、会社とか、経営してたりする……？」

「え？　ええ、親戚には会社を立ち上げた方も多いですし、父も来年あたりに祖父の持つ製薬会社の後を継ぐなどという話を聞いています」

　すごい、と幼おさな馴な染じみの口から言葉が零こぼれる。やっぱりか……。別荘に私有地、会社経営。俺おれたちには想像もつかない世界だ……。

「ひみこちゃん、先に行きますよー」

　藍川が波打ち際で楽しそうにはね回っていたひみこに声をかける。

　さっそく足をびちゃびちゃに濡ぬらしたひみこが戻ってきて、ひとまず別荘へ。

　二階建て三角屋根の木造家屋。ダークブラウンの外がい壁へきの別荘は自然の景色けしきの中にとけ込むようにして建っている。

　藍川が鍵かぎを開けて中に入り、俺と月もその後に続く。

「おじゃまします……」

　生まれて初めて入る『別荘』という名の建物に、二人ふたりでびくびくしながら足を踏み入れる。

　ふわりと漂う木材の香り。一階リビングにはぴかぴかのカウンターキッチンが備えられており、アンティークっぽい壁かべ時ど計けい、調ちよう度ど類も木製のものが多く使われている。アイルランド辺あたりにありそうなカントリー調の内装だ。すでに掃除はされているらしく、埃ほこりっぽさはまったく無い。リビングには庭に降りられる大きな窓があり、吹き抜けの高い天てん井じようにはぐるぐるとシーリングファンが回っている。

　他ほか、一階には浴室、トイレ、八畳くらいの寝室。二階にも一階寝室と同程度の大きさの部へ屋やが二つあるようだった。氷ひ坂さか家けも木造だけど、あっちは古びた家の香りで、こっちはただ純粋な自然の香りって感じだ。どっちもウチのマンションの匂においよりは好きかな。

　抱えていた荷物を床ゆかに下ろし、こきこきと首を鳴らす。

「よし、んじゃ着替えて海いこうか」

　ずっと歩いてきたせいか、すでに体は汗でべとべと。早く海に入ってすっきりしたい気分なのだ。

　かちゃかちゃとジーンズを脱ごうとすると、ひっと藍川が短い引きつり声を上げ、ひみこがシャツの裾すそを引っ張ってくる。

「せんぱいっ、こんな所で着替えないでくださいっ」

「え？　でも俺おれ、水着着てきてるし」

「それでもですっ。女の子三人なんですから気をつかってください。変態扱いされたいんですか？」

「わ、わかったよ。もう……」

　藍あい川かわがほっと胸をなで下ろしながら、

「お部へ屋やは三つですので、小鳥遊たかなしさんと氷ひ坂さかさんは一階の部屋で着替えてください。私たちは二階で着替えますから」

「え？　俺と月つきが一いつ緒しよの部屋で？」

　月と顔を見合わせると、無言の首振りが返ってくる。そりゃイヤだよな。

「女の子三人とも二階の部屋がいいんじゃないか？」

　藍川がきょとんとして月を見て、ぽわっと頰ほおを赤らめる。

「そ、そんな……。いくらそういう設定で過ごしていると言っても、それは無理というものですわ」

　俺たち三人が顔を見合わせていると、藍川はぱたぱたと二階へ上がっていってしまった。

「お、おい、ちょっと待ってくれ！　そういう設定ってなんのことだよ！」

「え？　ですから、小説の感覚を摑つかむために、女の子の振りをして過ごしているのでしょう？」

　吹き抜けになっている二階廊下から、藍川が顔を覗のぞかせてそう答える。

「ち、違うって！　藍川お前、勘かん違ちがいしてるぞ！」

「……勘違い？　どういうことですか？」

「え、えっとな、だから月は本当に女の子で──」

「ええ、そういう設定なのですね？」

　ええい、埒らちがあかん……！

「い、いいから、ちょっと月と一緒に着替えてみてくれよ！　それでわかるんだから！」

「も、もう、小鳥遊さんったら、そんなことができるはずないでしょう？」

「できるんだってば！　月は女の子なんだから！」

　言いつつ、月の手を摑んで二階に上がろうとすると──

「……っ！　み、みなさんも早く着替えてくださいね。それでは失礼いたします！」

　藍川は慌あわてて二階廊下から顔を引っ込め、ばたんっとドアの閉まる音を響ひびかせた。

　俺はぽかんとして彼女のいた場所を見上げたまま、ぽつりと一言。

「……完全に勘違いしてるな」

「……ん。そうみたい」

「同感です」

　二人ふたりに目を向けると、すぐに頷うなずきが返ってくる。

　そばに立つ月つきはどこからどう見ても女の子。しかも道を歩いてるだけで声をかけられるくらいに輝かがやく容よう姿しをしているというのに……、

「これ見てもわかんないもんかな？」

「……絶対わかると思うんですけどね。恵めぐみせんぱい、月せんぱいのこと完全に男だって思い込んでるみたいです」

　ひみこに言われ、腕を組んで顔をしかめる。

　……やっぱ、アレが原因かな。

　頭に浮かぶのは、宿泊訓練での出来事だ。暗がりの中で俺おれの股こ間かんを見てぶっ倒れた藍あい川かわ……。

「どうしたんですか、せんぱい？　難むずかしい顔して」

「ん……いや、なんでもない」

　ひみこにもあの時のことは話したくない。股間見せたとか言ったらさすがのこいつも白い目向けてきそうだし。

　でも、参ったな……。たぶんあの事件以来、藍川は俺の股間を月の股間だと完全に思いこんでるんだろう。だから、彼女の中では完全に月＝男になってるってことか。あれは、藍川みたいな清せい楚そな女の子にとっては相当なトラウマ体たい験けんだったはずだからな。

　月は困ったように眉まゆをハの字にし、ぺたぺたと自分の胸を触っていた。

「……もうちょっと胸があれば、わかってくれたのかな」

　そしてはあっと落ち込んだようなため息。……そんな悲しそうな顔しなくても。

「月せんぱい、胸は関係ないです。たしかに谷間ができるくらいに大きければ恵せんぱいも一目でわかったでしょうけど、小さいのは悪いことじゃありません。ほら、真しん一いちせんぱいとか小さい方が好きそうな顔してますしっ」

　慰なぐさめられてちょっと顔を上向かせる月。……俺が小さい方が好きかどうかは置いといて……たしかに、胸の大きさなんてべつに気にするようなことじゃないと思う。そもそも、藍川の思いこみは俺が原因なんだから。

　……と、それはそれとして、どうやって藍川に月の性別について納得させるか……。

「水着姿見てもらえばさすがに分かるよな……。月って胸小さいけど安産型だし、下半身見せれば一発だと……いててっ」

「……そういうこと言わないで」

　月がほっぺたを朱に染めて俺の頰ほおをつまんでくる。……ほ、本当のこと言っただけなのに。

「と、とにかく、月の水着姿で解決できるだろ。その上で、あとでもう一回話してみるから。ひみこも協力してくれよな」

　頷く後こう輩はいの姿を見て、上の階を見上げる。

　……今まで噓うそをついてたんだから自業自得なんだけど……、なんとか藍川に信じてもらわないとな。




　　　　２




　砂浜にビーチパラソルを突き刺し、穏おだやかな潮しお騒さいを聞きつつ浮うき輪わをふくらませて、女の子三人がやってくるのを待つ。

　空を見上げれば天高く輝かがやく真夏の太陽。今年ことしはたっぷり日焼けしそうだ。

　目を細めて水すい平へい線せんを眺めていると、浜辺をさくさくと歩いてくる足音が聞こえた。

「せんぱーいっ、お待たせしました～」

　浜辺に響ひびくひみこの声に、そちらを振り返ると、

「おお……」

　思わず感かん嘆たんの声が漏れてしまった。

　月つきも藍あい川かわもひみこも水着姿。三人ともそれぞれの魅み力りよくがあった。

　まず、月はビキニ姿……みたいだが、上に俺おれ用の大きなＴシャツを着ているのでほとんど見えない。あいつは夏の日光に弱いので、浜辺ではこういう格好をする必要があるのだ。とはいえすらりと伸びる脚はやはり魅力的。あとでＴシャツを脱がせて、藍川に見せないといけないな。

　次にひみこはセパレートの水着。アンダーにはフリルがついており、ちょっと可愛かわいらしいデザインになっているが、そこがまだ幼い雰囲気のあるひみこによく似合っていた。体つきは……今後に期待という感じ。中学生ならこんなもんだろう。

　そしてなにより藍川は……、

「すげえ……」

　思わず零こぼれる頭の悪い感想。

　しかし実際すげえとしか言えないのだ。彼女は赤のビキニを着ており、腰には爽さわやかなパレオがついている。平均的な普通のビキニだと思うが、たっぷりとした胸がこれでもかというくらいに強きよう調ちようされており、きゅっと引ひき締しまった腰からすらりとした脚にかけてのラインも完かん璧ぺき。メリハリの効いた女性らしい体だった。

　藍川はもじもじと恥ずかしそうに体の前で手を組んでおり、月は時折彼女の体を見ては目を逸そらしていた。そしてスタイル抜群の先せん輩ぱいの胸を見ながら「うわあ……」などと感嘆するように呟つぶやいているひみこ。漂っているのはなんとも微妙な空気だ。

　三人は俺の前にやってくるが、視し線せんはどうしても藍川に向かってしまう。……もしここがこんなプライベートビーチで無かったら、餓うえた男どもがわらわらと群がってきていたことだろう。

　……何食べたらあんなに育つんだろうな──などと思っていると、

「そ、そんなに見ないでください、小鳥遊たかなしさん……」

「あ、わ、悪い」

　いつの間にかじっと見てしまっていたらしい。藍あい川かわが恥ずかしげに俺おれから顔を逸そらす。

「……で、でも藍川。お前っていつもそういう、えと、ビキニ着てんの？」

「い、いえ、いつもはワンピースなのですけれど、ひみこちゃんと水着を買いに行った時に『こっちの方がいい』と勧めるので……」

　またお前か……とひみこに目を向けると、にんまりと彼女らしい笑え顔がおが返ってくる。

「真しん一いちせんぱい、嬉うれしいでしょ？　さっきからすごい襲おそいかかりそうな目で見てるし！」

「お、お前はまた人を野や獣じゆう扱いしやがって……」

　じろっと睨にらむと、ひみこは軽い身のこなしで藍川の後ろに隠れるのだが──

「ぐ……」

　藍川の体、ぽよんっとふくよかな胸の谷間を見ると動きが止まってしまう。……く、くそ、こんなスタイルの良い女の子と海に来たことなんて無いもんだから緊きん張ちようしてるぞ俺。

「……やっぱり大きいのが好きなんだ」

「え？　そ、そんなことないぞ？」

　ほら、月つきもまた勘かん違ちがいして落ち込んだ顔するし……。動揺しないように気をつけなきゃ。

「せんぱい？　恵めぐみせんぱいは勇気出してこういう水着選んだんですから、似合うならちゃんと似合うって言ってあげてくださいっ。真一せんぱいにそう言ってもらえないと意味無いんですからっ」

「ひ、ひみこちゃん、余計なことを言わないで！」

　焦あせった様よう子すの藍川。……よく分からない二人ふたりのやりとりだけど、感想言えばいいのかな。

「そ、そりゃ、似合うかって聞かれれば、すげえ似合ってるけど」

「え……、そ、そうですか？」

　藍川の口元に微笑が浮かぶ。……女の子って、やっぱ水着姿とかも褒ほめられると嬉しいみたいだな。

「……真一、あんまりえっちな目で見ちゃだめ。……無理もないけど」

　そう言う月も藍川に向けるのは羨せん望ぼう……というか、尊敬のまなざしだ。この弾はじけるような体はやはり女の子からしても羨うらやましいに違いない。

「さ、さあ、さっそく泳ぎに行きましょう？」

　恥ずかしさを誤ご魔ま化かすように、藍川が率先して海へと向かおうとする──が、俺はその手を摑つかんで止めた。

　……先にちゃんと話しておきたいからな。

「あのさ、藍川。それの前に見て欲しいものがあるんだけど」

　え、とこちらに振り返る藍川。月に目配せすると、俺の意図を察したのか頷うなずきが返ってくる。

「藍あい川かわさん、私の体、ちゃんと見て、ね」

　月つきは小さな声でそう言って、Ｔシャツの裾すそに手をかけ、ゆっくりと上に引き上げる。

　きょとんと目を丸くしていた藍川だったが──次第にその顔が驚おどろきに染まっていった。

「え……そ、そんな、噓うそです……」

　呆ぼう然ぜんとした彼女の呟つぶやきをよそに、月は脱いだＴシャツを俺おれに手渡してくる。

「噓じゃないの。これが、本当の氷ひ坂さか月」

　水着姿になった月はそう言って、藍川の前に立った。

　月の水着は藍川と同じくビキニだ。成長途上とはいえ、胸は微かすかに盛り上がり、体のラインも女の子らしい曲きよく線せんを描いている。今度こそ、百人が見れば百人が『女の子』って言うに違いない。

　口を半開きにしている藍川に、最後の一押し。

「これでわかっただろ。今までは事情があって隠してたけど、月は本当は女の子なんだ」

　さすがに今度こそわかってもらえる──と思った瞬しゆん間かん、胸が少し軽くなった気がした。……今までずっと藍川に噓ついてきたけど、ようやく本当のことが言えたんだ。あとは噓について謝あやまれば、きっと今後はもっと良い友人になれるはず──

「……すごいです」

「え？」

　すごい……って、なにがすごいんだ？

　藍川は月の体をじろじろと眺め回して、ほうっと感かん嘆たんしたように一息。

「本物の女の子みたいな体ですわ。氷坂さんは、男性なのに女性ホルモンが強い体質なんですね」

　ずるっとひみこも合わせて三人揃そろってずっこけそうになる。

　……こ、この反応は予想してなかった。女性ホルモンが強い体質、なんて言葉で片付けられるとは。

「あ、あの、藍川……。よく見てくれ。どこからどう見ても女の子だろ？」

「ええ、そう見えます。でも大丈夫ですわ。私は氷坂さんが男性だとちゃんと分かっていますから」

　理解のある目を月に向ける藍川。あ、もしかして……、

「……まだ月が『女の子みたい』って言われるのを嫌いやがってるって思ってるのか？」

「はい、以前もそうお聞きしましたし……」

　当たり前のように答えられる。……そうだったな。宿泊訓練の時に俺が言ったんだ。くそ、あの時は仕方なかったとはいえ、やっぱり噓なんてつくもんじゃない。結局自分の首を絞めてるじゃないか……。

「さ、それでは行きましょうか」

　藍あい川かわはにこやかにそう言って再び海へと向かおうとする。

「お、おい、藍川。まだ話は終わってないんだって！」

「え？　まだなにか……？」

　俺おれは月つきに後ろを向かせ、そのぷりっとした尻しりを指さして、

「ほら、もっとよく見ろって。ここ、この尻のライン。な？　こんな柔らかそうなヒップの男がいると思うか？」

　熱ねつっぽくそう言うと、藍川も水着に包まれたヒップをじっと見つめ始める。

「あ、あんまり見ないで……」

　二人ふたりに至し近きん距きよ離りから見つめられ、恥ずかしそうにもじもじと脚をすりあわせる月の姿はまさしく女の子そのもの。これを見てもわからないか、藍川……？

　彼女は眉まゆを寄せて、少しだけ迷っているようにも見えた──が、

「……たしかに女の子みたいですけど、氷ひ坂さかさんは男性ですから。やはり女性ホルモンの問題なのでしょうか」

　結局そう結けつ論ろんづけてしまった。

　……く、こ、ここまで信じ込んでるとはな。水着姿でも説得できないなんて思ってなかったぞ……。

「それでは、泳ぎに行きましょうか。暑いので、早く海に入りたいですし……。小鳥遊たかなしさんも、汗をかいているからすぐにでも泳ぎたいのでしょう？」

「え？　あ、ああ、まあな……」

　そう言って、今度こそ海に歩いていく藍川──だったが、波なみ打うち際ぎわで準備体たい操そうを始めた。簡かん単たんに手首を振ったりするだけではなく、きっちり全身の体をほぐしているのが彼女らしい。

　……さて、どうしようか。泳ぎながらもう一度話すか？　……本当なら、ちゃんと集中して聞いてもらえたほうがありがたいんだけど──

「あ、そうだ！　真しん一いちせんぱい、これ使ってくださいっ」

　言いつつひみこが俺の手を取り、掌てのひらになにかの小瓶を乗せてきた。

「ん？　なんだこれ？」

「日焼け止めオイルです。肌は大切にしないとダメですからね」

「あ、ああ……」

　……そうだな、これだけ日差しが強いとオイル塗らなくちゃ真まっ赤かになっちゃうよな。月と藍川は特に色白だし──

「……って、今はそれどころじゃないんだって。藍川と話しなきゃいけないんだからさ」

　オイルを突き返そうとすると、ひみこが真面目まじめな顔で耳打ちしてくる。

「ですから、これを恵めぐみせんぱいに塗ってあげればいいじゃないですか。それならリラックスした状態で、しっかりと話することができるでしょ？」

「お、おお、なるほど……」

「ひみこちゃん、賢かしこいかも」

　横で聞いていた月つきも感心して後こう輩はいの頭を撫なでている。うん、ナイスアシストだひみこ。

「じゃ、せんぱいのこと呼んできますね。恵めぐみせんぱーい、真しん一いちせんぱいがオイル塗らなきゃって言ってますよ～」

　ひみこはツインテールを揺らしながらぴょこぴょこと藍あい川かわの所へと走っていき、少し話をして二人ふたりですぐに戻ってきた。

　……が、藍川の様よう子すがちょっとおかしい気がする。なんで顔が赤いんだ？　もう日焼けしちゃったとか？

　不ふ思し議ぎに思っていると、彼女は躊躇ためらいがちにぺこりと俺おれに頭を下げた。

「そ、それでは、お願ねがいします。小鳥遊たかなしさん……」

「え？　え？」

　ひみこに目を向けると、なぜか「うんうん」と頷うなずきが返ってきた。いや、そんな満足げな顔で頷きを返されても……って、まさか、

「お、俺が塗るのか？」

「それはもちろん。せんぱいがお話するんですから」

「あの、私が塗ってもいいけど……」

　手を挙げる月にひみこは首を振って、

「もう真一せんぱいが塗るって伝えちゃいましたから。それに恵せんぱいは月せんぱいも男だと思ってるから、どちらでも変わらないんですよ？」

　そう言って、ぽんぽんっとビーチパラソルの下に敷しいたシートを掌てのひらで叩たたく。

「ほら恵せんぱい、横になってください。真一せんぱいに塗ってもらうの、イヤじゃないんでしょ？」

「……ひみこ、藍川はそんなのイヤに決まってんだろ？」

　言いつつ藍川の方を見る──が、予想外の反応。彼女は躊躇いがちだったが、こくりと頷いたのだ。

「い、イヤではないです……。その、肌は大切にしなくてはいけませんし」

　俺が異い論ろんを差し挟むより前に、藍川はゆっくりとシートの上に横になる。

「お、おい、いいのかよ藍川」

「は、はい、よろしくお願いいたします……」

　……よ、よろしくされると塗るしかなくなっちゃうんだけど。いいのかなホントに。藍川の肌って陶とう器きみたいに繊せん細さいなんだろうし、俺が触れると傷ついちゃったりするんじゃないか？

　正直、気が引けるのだが……、

「あ、あの、小鳥遊さん。優やさしく塗ってくださいね……？」

　藍あい川かわはすでに塗ってもらう状態になっているのだ。……むう、俺おれが意い識しきしすぎてるのかな。友達なんだから普通に塗ってもいいのかも。彼女にしっかり説明しなきゃいけないことは事実なわけだし。

「ほらほら、真しん一いちせんぱい。オイル出して」

　ひみこが俺の手にオイルをぺとぺとと乗せる。ひんやり冷たい白い液体。

「真一、やるの？」

　月つきがどうも浮かない表情で聞いてくるが、藍川はすでに横になっており、俺の手には冷たいオイル。……なんだか流されてる感はあるけど、もう覚悟決めた方がいい気がする。それに塗りながら月のことを説明するんだから、そんなにいやらしい雰囲気にはならないだろう。

「えっと……これはちゃんと話をするためだから、な？」

　そう返すと、幼おさな馴な染じみは一つ息をついて、

「……説明に集中して。あんまりえっちな塗り方しちゃだめだから」

　そう釘くぎを刺してくる。……うん、エロい気分になったりしないよう、気をつけてやらないといけないな。

　よし、と胸を決めて、藍川の横に膝ひざ立だちになる。左ひだり隣どなりに月、右隣にひみこが座っており、二人ふたりともじっと俺の手元を見ていた。……な、なんか緊きん張ちようするな。

「……藍川、塗るからな？」

「は、はい……」

　彼女は伏せているので表情がよく見えないが、恥ずかしがっているのははっきりと分かる。優やさしく、ゆっくり塗らないと……。

　ドキドキしながらそっと彼女の背中に手を置いた。

「ん…………っ」

　小さな吐と息いきにどきっとする。……つ、冷たかったのかな。俺、ヘンなとこ触ってるわけじゃないよな？

　おずおずとぎこちない手つきで彼女の背中にオイルを塗り込んでいく。

　……すっげえすべすべ。やっぱ女の子ってみんなこんな風に滑なめらかな手触りなのかな……。

　うるさいくらいの鼓動を感じながら手を動かし、月の性別について切り出すタイミングを計っていると、

「真一せんぱい、ちゃんと背中にまんべんなく塗らなきゃダメですよ？　あと、ビキニの紐ひもも解ほどいて塗った方がいいと思います」

「……無む茶ちやなこと言うなひみこ──って、なにしてんだお前？」

　横を向くと、そこにはきょとんと目を丸くしている小こ柄がらな後こう輩はいの姿……と、それはいいのだが、その手には彼女のトレードマークとも言えるスケッチブックが開かれていた。そして片手にはシャープペンシル。

　ちょいちょいっとそれを指さすと、ひみこは自分の手元に視し線せんを落とし、はっとして、

「あ、つ、つい……わざとじゃないんですよ？」

　てへへと笑って誤ご魔ま化かしながらスケッチブックを仕し舞まう。……エロい出来事に対する条件反射なのか。ホント困った女の子だな。

「そ、それより、さっきも言ったでしょ？　ビキニの紐ひものトコも塗らなきゃ」

　慌あわてて言うひみこに、藍あい川かわは顔だけをこちらに向けて、

「あ、あの、紐の所は塗らなくてもいいのですけれど……」

　その言葉に月つきもこくこくと頷うなずく。

「藍川さんの言うとおり。ひみこちゃん、それはやりすぎ──」

「やりすぎじゃないですよぅ、ムラのある塗り方するとあとが悲惨なんですからっ。だから恵めぐみせんぱい、動かないでくださいね」

　いさめる言葉に素す早ばやく反はん論ろんし、藍川が反応するより前に、ひみこが彼女のビキニの紐の結び目に手をかけてくいっと引っ張ってしまった。

「や、ひみこちゃん……!?」

　するっと結び目がほどけ、藍川の背中が露あらわになる。……いや、紐一本が無くなっただけの話なんだけど、まるで着ていた服を脱いで裸になった時みたいに感じたのだ。

「大丈夫です恵せんぱい。うつぶせなら胸は見えませんから」

　……って言ってもちょっと下を覗のぞくと、その、潰つぶれて横にはみ出た柔らかそうなバストが見えてしまうんだけど。

「……真しん一いち」

「み、見てない。見てないから怒るなよ？」

　後ろから月の不ふ穏おんな視し線せん。……ああもう、意い識しきするな俺おれ。藍川の感触より、月の説明のことを考えるんだ。

　すりすりと肩けん胛こう骨こつの辺あたりにオイルを塗りながら、ゆっくりと話し始める。

「……藍川、さっきの、月の性別についての話なんだけど。ちょっと真面目まじめに聞いてくれるか？」

「え？　あ、はい、聞きます……んっ」

　彼女のほっぺたはほんのりと紅こう潮ちようしている。……落ち着かないみたいだけど、この状態でちゃんと聞けるか少し心配だ。

「えっと……、さっきも話した通り、月って本当は女の子なんだよ」

「ええ……、小説のキャラクターの感覚を摑つかむために、女の子として過ごしているのですよね。たしか、宿泊訓練の時もそうでした」

「う……そ、それは、たしかにあの時はそう言ったけど……、あれは噓うそだったんだよ」

「はあ、噓……んっ、くすぐったいです……っ」

　小指が腋わきの傍そばに触れてしまい、ぴくんっと小さく跳ねる藍あい川かわ。……う、やっぱ集中できないみたいだな。

　早く下の方まで塗ってしまおうと、腰の辺あたりまで手を這はわせていく。横腹の方には手が向かわないように……胸を触っちゃうかもしれないからな。

「ん…………」

　ちょうど腰のくびれた部分にまで塗り込んだ所で、藍川がまたぴくっと体を反応させた。

　……この辺りが限界かな。

　手を上の方に戻し、少しの間だけ、掌てのひらを背中に当てたまま動きを止める。

「藍川、真剣に聞いてくれ。実はな、学校での月つきは、ちょっと事情があって男装してるだけなんだ」

「……はあ、男装ですか」

「真面目まじめな話だぞ？　小説の設定とか、そういう話じゃないからな？」

　少しの間、藍川は黙だまり込み──やがて言葉を返してくる。

「それはもちろん、以前は私も氷ひ坂さかさんが本当は女の子なのではと疑ったこともありましたけど……」

　彼女は顔を伏せて、くぐもった声で、

「わ、私、氷坂さんが男性である証拠を見てしまいましたし。今さら女の子と言われても……」

　ぐ、と言葉に詰まる。……やっぱり宿泊訓練の時のあれが原因か。

「その、ちょっと思い出すのは躊躇ためらわれるのですけれど、あ、あれは本物だったと思うのです。偽にせ物ものとか、そういうものでは無かったはずです」

　……そりゃ、本物だったのは間違いない。それは地球上の誰だれよりも俺おれがよく知っている。

「えーっとな、あれは実は……」

　俺のだった……と言えばいいんだろうけど……、言ってしまえば藍川から嫌われてしまいそうな気がする。言いにくいよなあ……。

　何も言えないでいると、月が藍川の顔の横にちょこんと座った。砂浜の上に正座。熱あついだろうに……。

「あの、藍川さん」

　藍川が横に顔を向けると、月はやや二の足を踏んだように見えたが、ぺこりと深く頭を下げる。

「……今までずっと噓うそついてて、ごめんなさい」

　真しん摯しそのものといった謝しや罪ざいの言葉。藍川は呆あつ気けにとられたように目をしばたたかせる。

「どうして謝あやまるんです？　……噓？　え、からかっているだけ、ですよね？」

　混乱しているのか、藍川は瞳ひとみを揺らしながら月の顔を見上げるが……。

　月つきは首を振り、立ち上がって、自らのビキニのアンダーに指をかけた。

「な、なにをするつもりなんです、氷ひ坂さかさん……!?」

　目を剝むく藍あい川かわに、月は静かに言う。

「……私が女の子だっていう証拠、見てもらうの。真しん一いち、ちょっと向こう行ってて」

「え？　お、おい、ホントに脱ぐつもりなのか……？」

「ん、本気。見てもらえばわかるはずだから」

　たしかにそうだけど、人が俺おれたち以外にいないとはいえ月がこんな真っ昼間の浜辺で下を脱ぐとは……。こいつも必死になってるみたいだな。

「あ、あの、思いとどまってください氷坂さん！　小鳥遊たかなしさんも止めてくださいっ！」

「い、いや、たしかに見ればすぐわかるからさ。じゃ、俺はちょっと外すよ」

　寝たままで助けを求めてくるお嬢じよう様さまにそう言って腰を上げる。さて、波なみ打うち際ぎわの方に行っとくかな……。

　月に目で『頑がん張ばれよ』と告げ、二人ふたりに背中を向けようとして──

「だ、駄だ目めですっ！　またあんなの見てしまったら、私──────!!」

　突然浜辺に響ひびき渡った大きな声に、思わず振り返った。

　そして──

「…………」

　ぽかんとして言葉を失ってしまう。

　水着を脱ごうとしている月はさっきと同じ、ひみこも特に動いていない。ただ、二人とも俺と同じように呆ぼう然ぜんとして口を開けている。

　俺たちの視し線せんは、シートの上のしとやかなお嬢様に向けられていた。

　彼女の体は俺がオイルを塗っていた時のままの状態で、つまりその胸を保ほ護ごするビキニの紐ひもはほどけているわけで、それだけならまあいいのだが……。

　問題は、藍川が上体を起こしているということだった。

　ぷるんっ。

　露あらわになった彼女の胸が、そう音がしそうなくらいに揺れ動く。重力に引かれる双丘は、呼吸をする度たびにふるふるとゆらめいていた。
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　思わずごくっと喉のどが鳴る。

　──す、すごい光景。しばらく目に焼き付いて離はなれそうにないぞ……。

　と──藍川がはっとしたように自分の胸元に目を向けた。

　そしてその顔はみるみるうちに真まっ赤かに染まっていき──




「あ……きゃああああああああああああああああ!!」




　浜辺に響ひびき渡る悲鳴を上げ、藍あい川かわは首まで楓かえでみたいに赤くなって胸元を隠す。

「あ、し、真しん一いち、見ちゃだめっ」

「み、みみ、見てないって!!」

「み、水着！　恵めぐみせんぱい、水着です!!」

　ひみこが藍川にビキニを渡し、俺おれから彼女の体を隠すようにバリケードの役目をしようとする──が、

「あぅっ!?」

　置いてあったバッグに躓つまずいて、けんっけんっとつんのめりながらこちらへ向かってくる。

「お、おいっ、危ない──!!」

　急接近してくるひみこの体を支えようと両手を伸ばすが、その小こ柄がらな体はするりと手と手の間をすり抜けた。

　そして──




　ずるっ。




　そんな音が辺あたりに響いた気がした。

　しん、と砂浜が静まりかえり、真夏だというのに体がぶるっと震ふるえる。セミの声も潮しお騒さいも遥はるか遠くに聞こえるようだった。

　──なぜか、股こ間かんが涼しくなっている。

　三人の女の子は時間が止まったように凍り付いて、じっと俺おれの下半身に視し線せんを注いでいる。藍あい川かわはシートに座ってビキニを結び直そうとしたまま俺の股間を見て固まっており、月つきは彼女の手て伝つだいをしようと手を伸ばした姿勢でこちらに視し線せんを向けて目を丸くしていた。

　そして俺の足にすがりつくようにして股間を至し近きん距きよ離りから見上げているひみこ……。

　……ああ、そっか、このアホ娘が俺の水着をずり下ろしたんだな。

　自分でも不ふ思し議ぎなくらい落ち着いて、ぼんやりとそんなことを考えていると──




「い、やあああああああああああああああ!!」




　本日二度目のお嬢じよう様さまの悲鳴が藪やぶ市しの海に木こ霊だまして、心しん臓ぞうが飛び出すくらいにびっくりしてようやく我に返った。

「う、うわ、うわわ……！」

　慌あわてて水着をはき直し、藍川に目を向けるが──

「ひっ……!!」

　それだけで激はげしく怯おびえられる。そ、そんなお化けを見たような反応されると、ちょっと傷つくっていうか……。

「あ、あの、藍川？　怖がらなくていいから、な？」

　そう言うものの、俺が近づこうとすると、水着を結び直した彼女はずりずりと怯えたように後ろに下がる。その顔は深しん紅くのバラのように染まっていて、今にも火を噴ふきそうなくらいだった。

「ちょ、ちょっと話を──」

「ご、ごめんなさい、し、失礼いたします……っ!!」

　言い終わるより前に、藍川は転がるようにして立ち上がり、脱だつ兎とのごとく走り去っていく。

「ま、待ってくれ藍川!!」

　モロに見てしまったのだから、この反応も仕方ないとは思うけど……、と、とにかく追いかけないと！

　走り出すと、後ろから顔を紅こう潮ちようさせた月もついてくる。

「ま、待って、私も行く……っ」

「わ、わたしも行きます！　お手伝いしますからっ！」

「えっと……、ひみこは残って荷物の番しててくれ！　頼んだぞ！」

　そう言い残し、俺は月を連れて藍川を追いかける。彼女はすでに磯いその辺あたりまで逃げてしまっていた。

「……わたし、これで何回目だろ」

　ぽつりと呟つぶやく月つきに、『なにが？』と聞く気にはなれなかった。どうせロクな答えが返ってこないに決まってるもんな。

　今はそれより藍あい川かわの説得。そのために、早く今のこと謝あやまらないと……！
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　砂地から磯いそへと入り、足を角張った岩につっかけないようにして走っていくと、

「おお……？」

　崖がけに大きな穴が開いているのが視界に入ってきた。

　巨人が岩がん壁ぺきに指を突っ込んだ跡のような洞どう穴けつ。洞どう窟くつというほど深くは無いようで、入口から光の届く所に奥の壁かべが見えている。……こんな所があったのか。子供の頃ころに見つけてたら、俺たちの秘密基地みたいになってただろうな。

　磯の遠くの方を見ても、藍川の姿は見当たらない。どうやらここに逃げ込んだらしい。

　穴の中に足を踏み入れると、ぎゅむっとサンダルが石を嚙かむ音が反はん響きようする。磯ならではの潮しおくさい匂においが籠こもっていた。

「……あの、藍川？　中にいるのか？」

　静かに言ったつもりだったが、反はん響きようして大きな声になって洞穴内に響ひびき……。

　すぐに薄うす闇やみの中で動く影かげがあり、捜していた女の子が姿を見せた。

「た、小鳥遊たかなしさん……」

　藍川はこちらがなにか言うより前に、ぺこりと頭を下げてくる。そのほっぺたにはまだほんのりと赤みが残っていた。

「あの、ご、ごめんなさい、突然逃げてしまって……」

「い、いや。さっきのは仕方ないっていうか……あの、こっちもごめん。すごいもの見たうえに粗末なもの見せちゃったみたいで……」

「い、いえ！　私こそ粗末なものを見せたうえに……、す、すごいものを見てしまって……」

　すごいものと言われたことに内心ちょっと喜びつつも、ぺこぺこと謝り合う俺おれたち二人ふたり。……なんか、宿泊訓練の時も同じようなことしてた気がするな。

「……藍川さん、落ち着いた？」

「あ、はい……、まだ心しん臓ぞうがドキドキしていますけれど……」

　彼女は何度か深呼吸して、ようやく話ができる状態には戻ったようだった。

「でも……、藍川さん、さっきのあれ、見覚えない？」

「え？　ど、どういうことですか？」

　月がこちらを見上げてくるので、こほんっと咳せき払ばらいして、藍川の目を見み据すえる。

　……あれについての話は後。今はそれより、第一に話すべきことがある。

「あのさ、藍あい川かわ。……結局のところさ、今、俺おれと月がお前にわかってほしいことって、一つだけなんだ」

「私にわかってほしいこと……なんでしょうか？」

　首を傾かしげる藍川の前で、月つきと顔を見合わせて『うん』と頷うなずき合う。

　ざざ、と背後の波の音が洞どう穴けつの中に静かに反はん響きようして……。

　俺たちはぺこりと、彼女に向かって頭を下げた。

「噓うそついててごめん、藍川」

「噓ついてごめんなさい、藍川さん」

　二人の声が洞穴の壁かべに弾はじかれて、エコーのように聞こえる。耳の中で何度も響ひびくようだった。

　──誠意を込めて言ったつもりだ。これが彼女の胸にも響いてくれればいいんだけど……。

　そう願ねがいながら、頭を下げたままでいると──

「……あ、あの、さっきも謝あやまっていただきましたけれど……、もう少し、詳しく事情を聞かせていただけないでしょうか？」

　やがてかけられる藍川の声。顔を上げると、彼女は困惑気味にこちらを見ていた。

「話、聞いてくれるか……？」

「え、ええ。お聞きいたします」

　……戸と惑まどってるのは、俺たちの言葉を正面から受け止めてる証拠だろう。よかった、ようやくちゃんと話ができそうだ。

　月ともう一度顔を見合わせ、『俺が話すか？』と自分の顔を指さすと、首振りが返ってきた。

「いいのか？　お前、長い話するの苦にが手てなんじゃ……？」

「でも、大事なことだから。やっぱり、私から説明したいの」

　月の目には力がこもっているように見える。……そうだな、大事なことだし、月が話したほうがいいか。

「藍川さん、全部話すから……最後まで聞いて、ね」

　こいつの小さな声も、この反響する洞穴内なら聞き漏らすこともないだろう。

　藍川は頷うなずき、月は胸に手を当てて、ゆっくりと話し始める。

「えっと、ね。すべては、私が官能小説を書いてることから始まってるの。……お父とう様さまが官能小説を書くのを認めてくれればよかったんだけど、認めないって言われて……」

　一つ息継ぎして、

「それで、言い合いになって、『他校に転校して、男装したままで生活できれば官能小説を書いてもいい』っていう意地悪な条件を出されたんだけど……、私、それを受け入れたから、真しん一いちや藍川さんのいる学校に転入することになったの」

　時々詰まりそうになるけど……しっかりした口く調ちようで、筋道立った説明だ。……相手が藍川だからなのか、ちゃんと話せてるみたいだな。

　藍あい川かわは月つきの言葉に静かに耳を傾けて、時折頷うなずいているようだった。

「だから、藍川さんに噓うそをつかなきゃいけなかった。隠し事はしたくなかったけど……バレたら、家に連れ戻されちゃうから」

　そして月は話を切って、

「……これが、私の隠してた事情。噓をついてた理由、だよ」

　はふぅっと大きく息をつき、肩の力を抜いて話を終わらせた。

「藍川……」

　確かく認にんするように視し線せんを向けると、彼女はこくんと頷く。

「……はい。よくわかりました。今の話が噓ではないということも、氷ひ坂さかさんの話す様よう子すを見ていて理解できましたし」

　その言葉を聞いてほっとする。……よかった。もしも俺が話してたら、噓くさく聞こえてたかもしれないな。

　藍川はほっぺたに手を当てて、月の顔を見て、

「私も初めの頃ころは、氷坂さんは女の子なのではと心配していましたし……。やっぱりそうだったのですね」

「ああ、そうだな……。宿泊訓練の時は、秘密隠さなきゃって思ってたから冷や汗ものだったけどさ」

　あの時のことを思い出して笑いながら言うと、藍川もくすりと微笑ほほえむ……が、すぐにまた表情を引ひき締しめた。

「あの、お聞きしたいのですけれど……。私に話してよかったのでしょうか？　秘密は隠さなければならないのでしょう？」

「……ああ、そうなんだけど。そこも含めて、もうちょっと話を聞いてくれ」

　俺おれと月が真しん摯しに藍川の目を見つめると──彼女は少し驚おどろいたようだったが、すぐにこちらの顔を見つめ返してくる。

　俺は心を込めて話し始めた。

「あのさ、俺たち、お前に噓をついてるのが、ずっと辛つらいって思ってたんだ」

「……どうしてですか？　込み入った事情があったのですから、噓に気兼ねする必要も無かったと思いますのに」

　首を傾かしげる藍川から目をそらさず、

「藍川はさ、初めの頃から他ほかの奴やつらとは違ってた。宿泊訓練の時も、宮みや田たたちは興きよう味み本位だったけど、お前だけは本気で月のこと心配してくれてただろ？　四月のまだ出会って間も無い頃から、月に親身になってくれてた」

「……それは、クラスメイトですから当然のことです」

「そこを当然って思えるのが、お前のいい所なんだ。宿泊訓練が終わってからも、月つきと、俺おれとも仲良くしてくれたし」

「ん、藍あい川かわさんの存在、すごく心の支えになってた」

　藍川は慌あわてたように首を振る。

「仲良くしてもらえて嬉うれしかったのはこちらの方です！　お二人ふたりと一いつ緒しよにいるのは、とても楽しいですから……」

「……うん、俺たちも、藍川といると楽しいよ。もしもお前がいてくれなかったら、広い学校の中で俺と月の二人だけが孤立してる所だった。学校でも孤独感に悩まされないで済んだのは、藍川が一緒にいてくれたからなんだ」

「そんな……、私はただ、お二人の傍そばにいたかっただけです。小鳥遊たかなしさんも氷ひ坂さかさんも、私にとっては気兼ねなく付き合える特別な人なのです。……お二人と過ごした学校生活も、生徒会活動も、遊園地での出来事も七夕たなばたも……、まだ知り合ってから四ヶ月ほどしか経たっていませんけれど、忘れられない思い出がたくさんできましたもの」

　そう言って微笑ほほえむ彼女を見ていると、月と藍川と三人で過ごした日々が頭に浮かんでくる。……そうだな、いつも騒そう動どうが絶えなかったけど、どれも思い浮かべれば笑え顔がおになるような素す敵てきな思い出だ。

　頰ほおを緩ゆるませていると、ぽつりと自然に言葉が出てくる。

「えっと、色々とありがとな、藍川」

「ありがと、藍川さん」

「い、いえ、私こそ、ありがとうございます……」

　ほのかに頰を赤らめている藍川……。

　彼女にはこの四ヶ月間、本当に世話になった。……だから、ちゃんと伝えておかなきゃ。

　俺はす、と息を吸い、心を込めた言葉を口にする。

「……藍川。俺も月もさ、この四ヶ月とちょっと一緒に過ごしてきて、お前のことをすげえ大切な友達だって思うようになったんだ」

　洞どう穴けつに反はん響きようする俺の言葉に、藍川は目を見開いて、ぱちぱちとまばたきしていた。

「噓うそをつきたくなかったのはそれが理由。俺たち、藍川に『噓ついててごめん』って謝あやまって、もっと仲良くなりたいってずっと思ってた。だから一日早くこっちに来て、藍川に秘密を話していいように月の父親を説得したんだ」

　……これで全部。ようやく、俺たちの気持ちを伝えられたな。

　藍川は少しの間目を丸くしたままだったが、次第にその頰がほのかに赤くなってくる。

「そ、そうだったのですか……。私を、大切なお友達と……」

　俯うつむく彼女だったが、はっとしたようにこちらを見上げて、

「あ、わ、私も、お二人のことを大切なお友達と思っていますから！」

「……ん、すごく嬉うれしい」

　月つきが口元を弛ゆるめると、藍あい川かわもはにかむ。

　……あ、なんか今俺おれたち三人、すげえ繫つながってるって感じがする。気持ちが完全に伝わったって、胸を張って言いたい気分だ。

　和なごやかな空気が降りてきて、胸にずっと引っかかっていたものが取れたように感じる。

「あ～……、もっと早くこうしてればよかったかもな」

　こくこくと頷うなずいている月。なんだかんだで四ヶ月間も隠し事してたからなあ。こんなにすっきりした気分になれるなら、一学期中に無理してでもこっちに帰ってきて、藍川のこと師匠に話しとくべきだったかもしれない。

　……ま、とにかくこれで、気持ちが格段に楽になったよな。

　晴れやかな気持ちでぐっと伸びをして、穴の外に顔を向ける。

「さ、それじゃ砂浜に戻るか。ひみこが待ってるしな」

　そう言って外に出ようとする──と、

「あ、あの……！　最後にもう一つだけ、いいでしょうか？」

　藍川がこちらを窺うかがうように聞いてくる。

「ん、なんだ？」

　気軽にそう答えると、彼女は月に目を向け、躊躇ためらいがちに、

「あの、ですね。お二人ふたりのことは信じているのです。氷ひ坂さかさんは女性、これは間違いないと思っています。……ですけれど、宿泊訓練の時に、その、……だ、男性の象徴、と言うべきものを見たと記き憶おくしていますので……」

　きょとんとする俺たちだったが……すぐに彼女が言いたいことに思い当たった。

「あ、そっか。月が女の子だってこと、ちゃんと目で見て確かく認にんしたいんだな？」

「は、はい、ごめんなさい……」

　申もうし訳わけなさそうな友人を月は静かに見つめて、

「謝あやまらないで、藍川さん。……水着脱ぐから、確認して、ね」

　……恥ずかしがり屋な月も藍川ならオッケーか。やっぱりずいぶん心を開いてるみたいだな。

　腕を組んで二人の様よう子すを見ていると──月がこちらをじっとりと見上げてくる。

「真しん一いち、……こっち見ちゃだめでしょ」

「ん？　あ、そ、そっか、すまん」

　慌あわてて後ろに一歩下がり、二人に背中を向ける。

　静かな洞どう穴けつ内に響ひびく月の身じろぎの音。……いやいや、後ろは気にしちゃダメだぞ、俺。

　腕を組んで、穴の外に見える静かな波を眺めていると──

「……無い、です。やはり氷坂さんは、正しよう真しん正しよう銘めいの女性ですね」

　そんな声が聞こえてきて、ようやく彼女が完全に納得したことがわかった。

　ほっとする。今度こそ、男装の噓うそについては解決したかな……。

「……藍あい川かわさん、最後にもう一度だけ言わせて。……噓ついてて、ごめんね。宿泊訓練の時も、心配してくれてすごく嬉うれしかった。……でも、言えなくて……」

「いえ、もう謝あやまらないでください、氷ひ坂さかさん。噓をついていたのは仕方のないことですし。それよりも、大事なことを打ち明けていただいたのですから、私はすごく嬉しいと思っていますわ」

「……ありがと、藍川さん」

　喜き色しよくに溢あふれる二人ふたりの声。……俺おれも肩が軽くなった気がするな。長い間俺たちの間にあった壁かべも、これで完かん璧ぺきに無くなった。

　気分も晴れ晴れ。なんだか海で目一杯はしゃぎ回りたい気分になってくる。

「……よし。早く海に入ってみんなで遊ぼうぜ、二人ともっ」

　弾はじける声で言いつつ、笑え顔がおを浮かべながら振り返り──

　あれ？　と首を傾かしげる。

　俺の視界には、なぜか喜ぶ二人の顔ではなく、ゆでタマゴのような白いお尻しりが映っていた。どこか母性を感じさせる、ぷりっとした安産型……。

[image: ]

「し、真しん一いち、こっち見てない？」

　その声に慌てて目を逸そらす。月つきはこちらに背中を向けているのだが……、もしかしたら警けい戒かいして俺おれの様よう子すを窺うかがっていたのかもしれない。

「ご、ごめん、もう穿はき直したと思ってたから……」

　月つきは素す早ばやく水着を上げて──振り返るその顔はちょっとだけ赤らんでいた。

「向こう見ててって言ったでしょ、えっち」

「か、重ねてすまん……いてっ」

　ぺちっと優やさしくほっぺたを叩たたかれる。うぅ、ちゃんと反省しなければ……。

　幼おさな馴な染じみ同士でそんなやり取りをしていると──藍あい川かわが俺の方をじっと見ているのに気づいた……が、目が合うとなぜかそっぽを向かれてしまった。

　そして聞こえてくる呟つぶやき声ごえ。

「……あれは見間違いでは無かったはず……あの時、氷ひ坂さかさんと一いつ緒しよにいたのは小鳥遊たかなしさん……それに、さっき『見覚えがない？』って氷坂さんに聞かれました……ということは、もしかして……」

「えーっと、……藍川？　小声で言っても、ここだと壁かべに反はん響きようしてはっきり聞こえちゃうんだけど……」

　びくっと肩を震ふるわせる藍川だったが──ほっぺたを赤らめてこちらを見て、意を決するように拳こぶしをぎゅっと握りしめ、

「あ、あの、小鳥遊さん。い、一応、なのですけれど……ちょっと聞いてもいいですか？」

「ん、ああ、いいけど……」

　……なんだろ、まだ疑問が残ってるのかな？

　頷うなずくと、彼女は一つ深呼吸して聞いてくる。

「ま、間違っていたらごめんなさい。宿泊訓練の時に見た、その……氷坂さんの下半身についていたものって、もしかしたら……、も、もしかしたら、ですよ？　その……た、たた、小鳥遊さんのものだったのではないでしょうか？」

　……うわあ、なんて答えにくい質問をしてくるんだ、このお嬢じよう様さまは。

　俺は藍川に背を向け、一いつ旦たん洞どう穴けつの外へと出る。空を見上げて目を細め、全身に降り注ぐ激はげしい陽光を感じる。

　……やっぱ答えなきゃいけないんだろう。でないと、あの時の股こ間かんは誰だれのものだったんだってことで、またややこしくなるだろうからなあ。

　後ろに月と藍川が歩いてくる音がする。……腹を決めるしかないか。こういう時は真しん摯しな態度を取っていれば、彼女も『仕方の無かったことです』と受け入れてくれるはずだ。

　振り返り、精一杯の真剣な顔を作って藍川と向き合い、こくんっと頷きを返した。

「藍川の言うとおりだよ。あれは、俺のモノだったんだ」

　──さあ、事情をわかってくれ、藍川……。

　そう願ねがいながら反応も見ていると、藍川はぽーっと耳まで真まっ赤かになって──ほっぺたをそっと押さえて俯うつむいてしまった。

「やっぱり……、あの時に氷ひ坂さかさんの傍そばにいたのは小鳥遊たかなしさんでしたから、もしかしたらと思ったのです……」

　彼女は小さな声でそうこぼして、俺おれの顔を下から見上げてくる。

「た、小鳥遊さん、いくらなんでもいやらしすぎますわ……」

　顔がん面めんをぶん殴られたような気がして思わずのけぞった。頭の中で『いやらしすぎますわ……』という言葉が壊こわれたレコードのように木こ霊だまする。『いやらしすぎますわ……』『いやらしすぎますわ……』『いやらしすぎますわ──

「ちょ、ちょっと待て！　俺の名誉のためにこれだけは言っておくけど、あれは本当に仕方のないことだったんだぞ!!」

　あまりの恥ずかしさに思わず声が大きくなるが、藍あい川かわは気まずそうに顔を逸そらしてしまう。

「ちょ、聞いてくれよ藍川！　な、月つき、あれは仕方のないことだったんだよな!?」

「……そうだけど。正直、私もあんなことするとは思ってなかったり……」

「うぐ……お、おい！　俺はお前のためにやったんだぞ!!　二人ふたりとも恥ずかしそうだけどな、ぶっちぎりで一番恥ずかしいのは俺なんだからな!!」

　ほっぺたを陽光に負けないくらいに熱あつくしながら言うと、月と藍川はこちらの様よう子すを窺うかがうようにして、

「……見せて喜んでたってことは、ない？」

「……その、そういう趣しゆ味みの方もいると聞きますし」

　……どうやら俺たちには、この話題についても腹を割った話し合いが必要みたいだった。
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　洞どう穴けつから出て少し泳いで──さっきまでドタバタしていた分、静かな時間を過ごすことにした。浅あさ瀬せで俺とひみこはボール遊びをしており、月と藍川は波なみ打うち際ぎわ辺あたりで水に足を浸ひたしながら話をしている。

　月は今までの男装生活のことを話しており、藍川もそれを親身になって聞いているようだった。ずっと話したかった相手に打ち明け話ができたお陰か、月も嬉うれしそうだ。

　二人の様子を横目で見つつ、ぽーんっと飛んできたボールを打ち返す。スイカカラーのビーチボールが青空の中を泳いでいる。

「えいっ」

　ツインテールを揺らす後こう輩はいは可愛かわいらしいかけ声を出して、ぽんっとボールを返してきた。ぱしゃぱしゃと彼女の足あし下もとで水の飛沫しぶきが散っている。

　よっと声を上げて再びボールを打ち返す。足に感じる海水が冷たくて気持ちいい。二人ともぽんぽんっとのんびりキャッチボール気分だった。

「わたし、あんなの見たの初めてだったんです……よっ」

「その割にはしっかり見てただろえっち～……とっ」

　ぽんっぽんっと行き交うボールと軽い会話。ひみこ相手だと気を遣つかわなくて済むから気楽だ。

「せんぱいが『えっち』とか言うと気持ち悪い……ですっ」

「ホントのことだもんよ。ひみこはえっち──」

「アタックですっ!!」

　べちっと顔がん面めんにボールを撃うち込まれる。

「いてぇ!!　い、いきなり本気になるのはズルいだろ!!」

「せんぱいがセクハラじみたこと言うからですっ」

　ぷいっとそっぽを向く元気娘。……しまった、気楽に話しすぎたか。でも実際、セクハラしたのは俺おれじゃなくてひみこなのになあ。

「ふふ、仲が良いですわね、二人ふたりとも」

　藍あい川かわがそんな俺たちを見てくすくすと笑う。

　……っと、そういえば、まだ藍川に『仲間になってほしい』とは言ってないんだよな。噓うそついたことを謝あやまったからある程度解決した気になってたんだけど、まだ終わってはいないんだ。でも、いきなり助けてくれって頼むのも厚かましい気がする……どうしようか。

　ボールを拾いながらそんなことを考えていると、月つきがとんとんっと藍川の肩を叩たたいた。

「ね、藍川さん……」

「あ、はい。なんでしょうか？」

　心なしか、月は緊きん張ちようしているように見える。……もしかして、話を切り出すつもりか？　たしかに、なんにしても話さなきゃいけないんだから、早いうちに言っておいたほうがいいかもしれないけど……。

　二人の様よう子すを窺うかがっていると、月は藍川に向かって口を開き──

「……やっぱり、なんでもない」

　そう言って小さくなってしまった。……あらら、言い出せなかったか。でもまあ、仕方ないかな。後で俺から話してみるか。

「あの、氷ひ坂さかさん？　なにか言いたいことがあったのでは？」

「……ううん、ホントになんでもないから」

　藍川は伏せられた月の横顔をじっと見つめて──

「氷坂さん、お友達なのですから、なにも遠えん慮りよはいらないのですよ？　どんなことでも、まずは話してみてください」

「……でも、私にとって、都合のいい話に、なるし……」

　顔を上げる月に、藍川は微笑ほほえんで、

「そんなことを気にしては駄だ目めです。私は氷ひ坂さかさんのお話なら、どんなことでもお聞きしますから」

　思いやりに溢あふれた声こわ音ね。月つきは迷っていたようだったが──藍あい川かわの言葉に思い直したのか、やがてこくっと頷うなずいた。

「……ありがと、藍川さん。それじゃ、話す、ね」

　いい？　と確かく認にんするようにこちらに目が向けられるので、俺おれも肯定の頷きを返しておく。やっぱり、こういう話は早くしておいた方がいいだろうからな……。

　月は藍川の顔を見み据すえ、話し始めた。

「あの、ね。藍川さんに、助けてほしいの」

　藍川は目をしばたたかせ、首を傾かしげる。

「助ける、とは？」

「えっと……男装のこと。二学期から、藍川さんにもサポートしてもらえると、嬉うれしいなって」

「え、ええ。それはもちろんそのつもりでしたけれど」

　あっさりと答えられて今度はこちらがきょとんとしていると、藍川は穏おだやかな笑え顔がおを浮かべて……、

「お友達を助けるのは当然のことですわ。他ほかにもなにか困ったことがありましたら、誠心誠意、お力にならせていただきますっ」

　なんともありがたい、力強い言葉だった。月も眠たげながら、ほわっと嬉しそうな顔になっている。

　……よし、この際だから今日きようのことも話しておくか。

「あの、藍川、俺からも一ついいか？」

「あ、はい。お聞きいたします」

「えっとさ、藍川の言葉に甘える形になって悪いんだけど……、あとで月の父親と会ってもらえないかな？　ちょっと、藍川が仲間になることについて、説得しなきゃいけないんだ」

「え？　……ひ、氷坂さんのお父とう様さまと会って、説得ですか？」

　藍川はちょっと顔を強こわ張ばらせた。……そりゃ、父親と会うのは勇気がいるよな。ちょっと虫の良い相そう談だんだったか？

　しかし彼女はぎゅっと胸の前で拳こぶしを握る。

「わ、わかりました。お会いいたします。お友達のためなのですから！」

「藍川さん……」

　決意を込めてそう宣言する藍川に、月は信頼の灯ともる目を向けていた。……ああ、ありがたい。やっぱり藍川が味方についてくれるのは心強いな。

「……それじゃ、よろしく頼むな、藍川」

「今日きようも、これからも。三人で頑がん張ばっていこ」

　俺おれ、月つき、藍あい川かわの三人は顔を見合わせ、うん、と頷うなずき合う。感じるのは新たな結束の力。……よし、なんだか師匠との話も二学期も乗り切れるって気がしてきたぞ。

　真夏の太陽の下で、三人で見つめ合っていると──

「あの、わたしのこと、忘れてませんか……？」

　きゅーん、と悲しげに鳴く子犬のような声。ひみこがいつの間にか浅あさ瀬せに体育座りをして、チワワの目を俺たちに向けていた。

「あ、ち、違うぞ？　忘れてたわけじゃないからな？」

「そうそう、ひみこちゃんは言うまでもなく仲間だから」

「え、ええ。私たちはひみこちゃんのこと、大好きなのですよ？」

　あたふたと慌あわてる俺たちに、ひみこは座ったまま小首を傾かしげ、

「さっき『三人で頑張っていこ』って言ってましたよね……？」

　月がぎくっと顔を硬くする。……た、たしかに言ってたな。

「あ、う。それは、言い間違い」

「……ホントですか？」

「ほ、ホント、だから……」

　まん丸の可愛かわいらしい目でじっと見つめられ、月は耐えきれなかったのか視し線せんを逸そらしている。……ま、参ったな。ホントに仲間はずれにしたつもりじゃなかったんだけど。

　俺は話の流れを変えるように、ぱんっと大きく手を叩たたいた。

「そ、そうだひみこ！　なにかして遊ぼうぜ？　お前の好きなことでいいからさ、なにかやりたいことあるか？」

　この言葉で、ようやくひみこの顔が晴れてきて──

「スイカ割り、とかどうでしょう？」

「お、おう。そっか、スイカがあるのにスイカ割りやってなかったっけ」

「わたし、取ってきますねっ。『四人』の結束を祝ってスイカ割りです！」

　意い気き揚よう々ようと立ち上がって月と藍川の傍そばを通り抜け、スイカの置いてあるパラソルの所まで走っていくひみこ。……よかった、機き嫌げんは直ったみたいだな。

　その小さな背中を眺めながら、座っている月にぽんっとビーチボールを投げる。

「えーっと……それじゃ、今日はみんなで家に泊まるのもいいかもな」

「ん、それもいいかも」

「え？　家って、氷ひ坂さかさんの家ですか？」

　月が頷うなずくと、藍川はなぜかほわっと頰ほおを紅こう潮ちようさせる。

「お、お友達の家にお泊まりするのは初めてです……。粗そ相そうの無いようにしないと……」

「そ、そんな気にすることないぞ？　自分の家くらいに思ってればいいんだし」

「真しん一いちの言う通り。のんびり過ごせる家だから」

　月つきからぽんっとボールを受け取る。藍あい川かわもちょっとわくわくしてるのがよく分かるし……、よし、今日きようはみんなで氷ひ坂さか家けにお泊まり、決定だな。あとは師匠を説得すれば万事解決だ。

　ボールを手で弄もてあそんでいると、二人ふたりの後ろに、大きなスイカを持ったひみこがとてとてと走ってくるのが見えた。重たいだろうに、元気いっぱいの笑え顔がおを浮かべている。

　しかし──

「あぅ……っ？」

　砂に足を取られたのか、ひみこは突然どすっとスイカを落として前につんのめった。

「って、お、お前はもうちょっと足あし下もとに気を配れっての!!」

　そんなことを言ってももう遅い。彼女はわたわた手を振り、髪を揺らしながら月と藍川の方へと突っ込んでいき──

「きゃんっ」

　子犬みたいな可愛かわいい鳴き声をあげて転んでしまった。




　──瞬しゆん間かん、浜辺の時間が止まる。




　俺おれは立ちすくみ、セメントで固められたように動けなくなっていた。月と藍川も、座ったままで凍りついている。

　──なぜか二人の胸には、水着がなかった。

　月はお姉ねえさん座りをしていたので、胸元がほとんど露あらわになっている。小さいが、たしかに盛り上がりのわかる慎つつましやかなバスト。首もとから臍へそまでの一糸まとわぬ肌はなだらかな曲きよく線せんを描いている。身につけているのはアンダーの水着だけで、こんな開放的な場所で、彼女はほとんど裸と言っていい状態になっていた。

　そして藍川は体育座り状態。足の横から覗のぞく柔らかそうなバストや、鎖さ骨こつから胸元の双丘へと続く悩ましいライン、白く深い谷間がしっかりと見えていて、ずきゅんっとインパクトのある光景だった。指でつつけばぷにっと音が出そうなお椀わん型がたの胸が陽光の下でしっかりと自己主張している。

　二人の刺し激げき的てきな姿は一瞬で俺の脳のう裏りに焼き付き、くらっと頭がふらつきそうになっていると──月と藍川はゆっくりと視線を自分の胸元に向けて……、

「え、やっ……!!」

「いやあっ!!」

　顔を真まっ赤かにして、それぞれ胸元を隠す美少女二人……。

　だったのだが、なぜか月はじっとりと責めるように俺を上うわ目め遣づかいに睨にらんでくる。

「し、真一のえっち……」

「え、お、俺おれのせいじゃないだろ!?」

「い、一日に二度も殿方に見られるなんて……私、なんてはしたない……」

　藍あい川かわは藍川で落ち込んでるし……、い、いやいや、俺はホントに悪くないはずだよな……？

「いたた…………ってあれ？　なにこの布？」

　手に持った水着を見て首を傾かしげ、大きな目をぱちくりさせるひみこ。……こいつが転ぶ時に、二人ふたりの水着を摑つかんでむしり取っちゃったんだな。

「……ひみこ、今後はくれぐれも、足あし下もとには気をつけるようにな」

「え？　え？」

　きょとんとする彼女を見ながら、俺は大きくため息をついた。




　そんなこんなでハプニングもありながら一日遊び倒して──夕方、師匠との対面の時間がやってくる。
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「さあ、今日きようの正念場だな」

　夜も近づき、一いつ旦たん海から引き上げて──師匠の待つ客間の前に四人並んで立つ。

「だ、大丈夫でしょうか……。私、ヘンな所とかありませんか？」

　藍川はさっきからがちがちに緊きん張ちようしているみたいだった。父に会うだけでなく、父から信頼できるかどうか評価されると知ってからは、さすがの彼女も落ち着いた気分でいられなくなったらしい。

「……藍川さん、そんなに気にすることない。たかが私のお父とう様さまだし」

　……昨日きのうの夜小説を見られたせいもあってか、月つきの言葉には小さな棘とげがある。……藍川のことをしっかりうまく解決して、この親子の仲直りのきっかけも見つけたいものなんだけどな。

　よし、とほっぺたを叩たたき、改めて月と藍川に目を向ける。

「それじゃ、二人とも準備はいいか──」

「月せんぱいのお父さんってどんな顔なのか興きよう味みありますっ。たのもーっ!!」

　すぱーんっと景気よく障子を開けるひみこ。ちょっと空気読もうな？

「おお、帰ってきたか」

　来客用の長テーブルについて、師匠は作さ務む衣え姿でお茶を飲んでいた。今日の稽けい古こはもう終わったらしい。

　ひみこが俺の裾すそを引き『あれですか？』と言いたげな目を向けてくるので、『そうだよ』と頷うなずいておいた。……まあ、気持ちは分かるけど。似てる所が一ミリも無いからな。

「そちらの二人はお友達だな。よしよし、そこに座りなさい」

　師匠の対面に四人でぞろぞろと座る。……藍あい川かわは接着剤でもかけられたみたいに堅い動きだけど、大丈夫かな。

　月つきがお茶を淹いれてきて、早速話に入ることになった。

「師匠、こっちの子が藍川だ」

「は、初めまして。私、藍川恵めぐみと申します……」

　まるでお見合いにでも来たような藍川の態度。……か、堅すぎる。もっとリラックスしてもいいんだけど。

「ふむ……藍川恵くんか」

　ヒグマのような野太い声で呟つぶやき、じろりと藍川の顔を睨にらむ師匠──と周りには見えるだろうが、あれは別に睨んでるわけじゃない。普通に見てるだけだ。

　しかし藍川はびくっと震ふるえ、息すら止めて師匠を見返していた。……まあ、正面から見返すことができるだけ、彼女は肝きもが据すわってるほうだと言えるかな。

「はいはいっ、私は浅あさ井いひみこです。よろしくお願ねがいしますっ」

　俺おれの横に座るひみこが手を挙げて自己主張。こいつの辞書に緊きん張ちようという言葉は無いのかもしれない。

「む……真しん一いち、こちらの元気な子は？」

「そいつは浅井ひみこって言って、俺たちの後こう輩はいだよ。まだ中学生で、俺たちとは違う学校に通ってるから、男装のことバラしちゃっても問題無いんだよな？」

　師匠はむぅ、と顎あごに手を当て、

「……たしかに、同じ学校の生徒にバラしてはいけない、という条件だったな。まあ、この子はよしとしようか」

　言いつつ、頰ほおを和やわらげてひみこを見る月父。

「浅井ひみこくん、か。うむうむ、元気でよろしい」

「ありがとうございますっ。えへへ、真一せんぱい、褒ほめられちゃった」

　ほがらかな表情の後輩の頭を『よかったな』と撫なでてやる。……師匠は快活な子供が好きだからなあ。ひみこは気に入られそうだ。

　……と、でも、今はひみこでなく藍川を認めてもらわなきゃいけないんだ。

「お父とう様さま。藍川さんに事情を話した」

「ふむ、それで？」

「助けになってくれるって言ってくれた。全力でサポートしてくれるって」

　師匠はぴくりと眉まゆを跳ねさせ、唇を引ひき締しめて藍川の顔を見る。……不ふ機き嫌げんかどうかは分からないけど、どうも、不ふ穏おんな気け配はいのある表情だな。

　藍川はそんな大男の視し線せんを受けて、堅い表情のままで、

「あ、ああ、あの、氷ひ坂さかさんは今後、男装したまま学校生活を過ごすのは大変だと思うのです。ぶ、文化祭や、体育祭など、色々な行事が控えていますし……。ですから、私は、友人として氷ひ坂さかさんの助けになれればと思っています」

　いつもの藍あい川かわと違って震ふるえがちの声だったが、最後まで言い切った。

「……ありがと、藍川さん」

　月つきがそう言うと、藍川の表情が少しだけ和やわらぐ。

「……藍川さん、こう言ってくれてる。だから認めて、お父とう様さま」

　俺おれの幼おさな馴な染じみはどこまでも直球だ──が、父はそんな娘のお願ねがいを聞いているのかいないのか、眉み間けんに皺しわを寄せてじっと藍川の顔を見ていた。

　夕方時、クマゼミやアブラゼミの声はもう聞こえず、代わりにカナカナとひぐらしの声が聞こえている。一日のうちで一番静かな時間帯かもしれない。

　張り詰めた空気の中、四人ともが山男のような父の顔を見ていたのだが──

「……駄だ目め」

　その口から出てきたのは、なんともシンプルな一言だった。

「な、なんでだよ師匠!!　もっとこう、ちゃんと話してから結けつ論ろん出せよ!!」

「話しても変わらん。駄目なものは駄目だ」

　ふいっとそっぽを向く師匠。下唇がだだっ子のように突き出ている。

「あ、アンタ適当に決めただろ!!　やっぱ誰だれが来てもダメって言うつもりだったな!!」

「そんなことはないが、駄目なものは駄目だ!!」

　ばんっとテーブルを叩たたく師匠。威圧して押し切ろうというつもりだろうが、あいにく長い付き合いの俺にはそんなもの通用しない。

「ダメじゃない！　ちゃんと考えないとアンタの恥ずかしい秘密をご近所さんにバラすぞ!!」

「な……、す、好きにするがいい!!　儂わしだってお前の秘密をここにいるみんなにバラしてやる!!」

　今度は頑がん固こオヤジのように正座し、もう話すことはないとばかりに腕を組んでむっつり黙だまり込んだ。……くそ、卑ひ怯きような人だ。弟子として恥ずかしいぜ。

「低レベルな争いですねー……」

　ひみこが他人ひと事ごとのようにお茶を飲みながら呟つぶやく。平和でいいなお前……。

「お父様。本気で言ってるの？」

　今度は月だ。こちらも師匠と同じく、珍しく眉間に皺が寄っていた。

　間違いなく怒っている……というのが向こうにも分かったのか、父はややたじろいだようだったが、

「……み、認めんと言っている。だから、お前はもう余計なことを考えないで、こっちに帰ってきなさい」

　その言葉は、頑固ゆえにというよりも懇こん願がんしているように聞こえた。……やっぱり、娘に帰ってきてほしい一心なんだな。こういう声を出されると、こっちとしてもあまり強い態度に出られないんだけど……どうしようか。説得しにくいよなあ。

　俺おれ、月つき、師匠の三人が、次の言葉も切り出しにくく、顔をしかめて黙だまり込んでいると──

「……あの」

　ひぐらしの音に混じって女の子の声。そちらを見ると、さっきまで何もしゃべれない様よう子すだった藍あい川かわが顔を師匠に向けていた。

「一つ、いいでしょうか？」

「なんだね？」

　師匠は少しだけ不ふ機き嫌げんそうに声を返す。むう、ただでさえ怖いのに、こんな怒った風な声だと藍川が何も言えなくなるだろうが……。

　そう思っていたのだが、藍川は予想外に平然とした顔で、

「何を決めるにしても、きちんと話し合わなければいけないと思います」

　俺たちは三人とも目をしばたたかせる。

　師匠も呆あつ気けにとられていたようだったが、すぐに気を持ち直したように咳せき払ばらいして、

「は、話すことなど何もない。儂わしは君のことを認めんと言っている──」

「いえ、そういう風に、一方的に決めることではないはずです。氷ひ坂さかさんにとって、これは大事なことなのですから。……差し出がましいことを言うようですが、父親ならば正面から向き合うべきなのではないでしょうか」

　ぐぅ、と唸うなる師匠。……め、珍しいな、あの熊くまのようなオッサンがこんなに気け圧おされるなんて。

「氷坂さんのこと、大切にしておられるのでしょう？　そうなのでしたら、もっと真剣に話し合いましょう。仮に私が氷坂さんと同じ立場に置かれたとして、父に第一に求めることがあるとすれば、それはお互いの言い分を無視せず、気の済むまで意見の交換をすることですわ」

　毅き然ぜんとした彼女の口から出るのは正せい論ろんばかり。生徒会などで議ぎ論ろんには慣なれているのか、しゃべり方も滑なめらかで声こわ音ねも芯しんが通っており、こっちが聞かざるを得ないような気分になってくる。意い識しきを切り替えたのか、さっきまでの緊きん張ちようしている雰囲気はどこにも見当たらなかった。

　師匠は完全にやりこめられてしまったのか、あぐあぐと口を動かしていたが、

「や、やはりこういう強引なやり方は、間違っていると思うか……？」

「はい、私はそう思います。氷坂さんのことを第一に考えるべきですし……、ここで向き合わなければ、一生お二人ふたりの間に遺い恨こんが残ってしまうかもしれません」

　……師匠の体は藍川の倍くらいあるはずなのに、むしろ藍川の方が大きく見える。……さすがだ。俺たちはもしかすると、最強の味方を手に入れてしまったのかもしれない。

　ふと、藍川と月の目が合って、にこりと微笑ほほえむお嬢じよう様さま。う、藍川ってなんか俺より頼りになるような……。

　ふう、と父の口から湯飲みを吹き飛ばしてしまいそうなくらいのため息。

「……わかった、話を聞こうじゃないか」

　観かん念ねんしたのか、師匠は静かにそう言った。







「藍あい川かわくんは、月つきと知り合ってまだ四ヶ月ということだが……、もうそんなに仲良くなっているのかね？」

「はい。仲良くさせていただいています」

　師匠は藍川の対面に移動しており、面接のようにお互い真剣な顔で話をしている。

　俺おれたち三人は、横に並んでお茶をすすりながらその様よう子すを眺めていた。

「……俺たちが説得する必要も無かったのかな」

「お父とう様さまと向き合って怯おびえない人、珍しい、ね」

　そんなことを話しながら、二人ふたりが話す姿を見守る。

「うむむ。勉強も運動も家事もでき、学生活動にも積せつ極きよく的てきに参加しているのか……」

「できる、というほどでも無いですわ。他ほかにも素す晴ばらしい能力を持った方々は同学年にもたくさんいらっしゃいます。勉強では氷ひ坂さかさんに敵かなわない科目も多いですし、小鳥遊たかなしさんは運動神経がずば抜けておられますし……」

「ふふ、月はたしかに頭が良いし、家事能力も抜群で気配りもできる自慢の娘だ。しかし真しん一いちはただの馬ば鹿かだから褒ほめてはいかん。君まで馬鹿になってしまうぞ？」

　……アンタにだけは馬鹿呼ばわりされたくないぞ。分数で知ち恵え熱ねつ出すくせに。

　とまあ、しばらくはそんな風に和わ気き藹あい々あいとした雰囲気で会話していたようだったが……。

　やがて師匠が顔つきを変え、重苦しい声で話し始めた。

「……儂わしは、月は帰ってきた方がいいと思うのだが。藍川くんはどう思うかね？」

「それは……たしかにおじさまは心配なのでしょうけど、氷坂さん本人の意思も大切ですし……。夢を追う、というのは素晴らしいことだと思うのです。私のように『なりたいもの』がはっきりとは見えていない身からすれば、明めい確かくな目標を持つ氷坂さんは輝かがやいて見えますもの」

「むう……」

　氷坂家の大黒柱は腕を組んで目を瞑つむり、難なん題だいにぶち当たった科学者のように考え込んでいる。

「あの、質問なのですが……、どうしてそんなに氷坂さんが官能小説を書くことを嫌いやがるのですか？　たしかに珍しい目標だと思いますけれど、そこまで苦にがい顔をすることには、何か理由があるのでは……？」

　藍川の質問……これは俺も聞きたいと思っていた所だ。何か理由があるはずなんだ。

　師匠は少し時間をおいて、静かに答える。

「……月には、普通に結婚して、家事と子育てをしつつ幸せに過ごしてほしいのだ。この子はあまり体力もないし、昔ほどではないが病気にもなりやすい。だから儂わしは、甲か斐い性しようのある立派な人に好いてもらえるようにと、礼れい儀ぎ正ただしく、知的で、家事もそつなくこなせる女性になれるようにと娘を育ててきた。……だから、官能小説などというものに興きよう味みを持って欲しくないのだ」

　……へえ、そんなこと考えてたのか。初めて聞いた話だけど……父としては当然と言えば当然か。月つきの体が心配って所には、俺おれも同意できるし。

「なるほど……」

　藍あい川かわも納得したようで、神妙に頷うなずいている。……が、月だけはどことなく苦にがい顔をしていた。どんな理由があれ、夢を頭ごなしに否定されては腹も立つだろうし……、たぶん、反発したいのを我が慢まんしてるんだろう。

　それから話がとぎれ、また少し間があった。……そろそろ結けつ論ろんを出す気か？

　そう思って肩に力を入れていると、師匠は藍川の目を見み据すえ、続いて俺の顔を見て話し出す。

「真しん一いちについてだが……」

　なんだよ、と首を傾かしげると、父のような師は思ったより真剣な様よう子すで続ける。

「この男は馬ば鹿かだが、心こころ根ねは優やさしく、兄妹のように過ごしてきた月のためならなんでもするだろう。儂がそういう風に教育したし、元々まっすぐ……というか単純な性格をしているからな。儂は、こいつのことは誰だれよりも信頼している。だから月が転校しても、真一がいるなら大丈夫だと安心していた。真一は、家族同然の月を絶対に裏切らないのだ」

　……信頼してくれてるのは嬉うれしいけど、褒ほめられてるのかけなされてるのかわかんないぞ。

　複雑に思っていると、師匠は視し線せんを藍川に戻し、目にぐっと力を込めた。

「月の傍そばにいる人間は、友人を絶対に裏切らない誠実な人であってほしい。……真一と、月。儂の子供たち二人ふたりが『藍川くんは信頼できる』と言っているが……。君は本当に、二人の信頼に応こたえられるかね？　……重苦しい話になってしまうが、大事なことだ。答えてほしい」

　藍川は表情を改めて引ひき締しめ、友人の父の言葉を受け止めていた。

　少しの間、静寂が降りる。彼女はすぐに答えず、唇を結んで師匠の目を見返している。

　張り詰めた空気。しかし藍川は肩に力の入らない美しい姿勢のまま、完全に落ち着いているようで……。

　そして十分な時間をおいて、彼女は話し出す。

「……私は、あまり友人を作るのが得意ではありません」

　俺たちの視線を受けて、藍川は続ける。

「学校外で一いつ緒しよに遊びに行っても、それきりということが多いです。あまり深く付き合ったりはできないのです。……正直なことを言うと、友人といても気を遣つかうことにばかり意い識しきが向いてしまうから、長い時間一緒にいると、段々楽しめなくなってくるのです」

　その話に、俺は少し驚おどろいていた。……学校外でクラスメイトと一緒にいるところも見たことあるから、あいつらとは特に仲が良いんだろうと思ってた。そういうわけでもないのか……。

「ですけれど、小鳥遊たかなしさんや氷ひ坂さかさんとは、不ふ思し議ぎと気兼ねなく付き合えるのです。二人ふたりとも、いつも飾らない自然体なので、あまり気を遣つかう必要が無いと思えるというか……、すごくリラックスして話ができます。だから今回みたいに、別荘に誘ったりもできました。もっともっと仲良くなりたいと思えるのです」

　藍あい川かわは俺おれと月つきに目を向け、ふわりと木こ漏もれ日びのような笑え顔がおを浮かべる。

「ですから、お二人が信頼してくれているというのなら、できる限りの力でそれに応こたえたいと思います。……お友達ですから、当然です」

　ちょっと恥ずかしそうだった。……こっちが照れるような言葉だなあ。嬉うれしいけどさ。

　月と顔を見合わせて、照れ笑いを浮かべていると、

「ふむ……、そうか……」

　師匠はそう言ってこくんと頷うなずいた。その声からは、まだどう判断したのかは聞き取れない。

「……お父とう様さま、藍川さんのこと、認めてくれたの？」

　期待の混じる月の表情……だったのだが、父はまだ表情を険しくしたままだった。

「……藍川くんのことは、大体だが分かったつもりだ。とても誠実な人だということもな。……が、すまんがもう一日時間をくれ。今の話もふまえ、よく考えて結けつ論ろんを出したいのでな」

　師匠は大きく息をつき、肩の力を抜いたようだった。居間の空気が一気に弛し緩かんする。

　……話は終わりか。結論は出なかったけど、かなりの好印象を与えたことは間違いないだろう。あとは明日あしたになって、またこの熊くまオッサンが『駄だ目めったら駄目』とか言い出さないことを祈るとしようか。

　横で幼おさな馴な染じみが『これでいいのかな？』と言いたげな目を向けてきていたので、頷きを返しておく。無む理り矢や理り話を進めても逆効果かもしれないし、今日きようはここで終わりにしてもいいだろう。

　月は父の反応にちょっと納得できていない様よう子すだったが、静かに立ち上がる。

「……それじゃ、ご飯作るから」

「む？　なんなら今日も出前を取ってもいいんだぞ？」

「いえ、今日は二人で作ろうと話していましたの。おじさまのためにも、腕を振るわせていただきます」

　月と藍川の二人は廊下へ出て行き、後には俺たち三人が残された。……あんなに真しん摯しに師匠と話してくれて、藍川には随ずい分ぶんと助けられてるよな。あとでしっかりお礼言っとかないと。

「……ところで、ひみこは行かないのか？」

「行っても逆効果だと思いますけど……あ、それに足が痺しびれてるからダメです」

　立ち上がろうとしたちっこいのはふらふらとふらつきながら俺の股またの間にぽすっと座り込んだ。あの二人と一いつ緒しよだと、ひみこのダメっぷりが際きわだって見えるな……まあ、邪じや魔まするくらいならここにいてくれた方がいいか。

　師匠は俺おれたちの姿を見ながら、ぽつりと一言。

「むう……お前たち、もしかして恋人の関係だったりするのか？」

「は？　そんなわけないだろ？」

「そうですよぅ。その可能性があるのはあの二人ふたりのうちどちらかです」

　……こいつ、また適当なことを言うんだから。

　と、師匠は俺をじろりと睨にらみながら、

「しつこいようだが、月つきには手を出すなよ？　付き合うなら藍あい川かわくんにしなさい」

「あ、藍川ともそういう関係じゃないんだってば……」

「もー……優ゆう柔じゆう不ふ断だんなんですから。女の子に嫌われちゃいますよ？」

「う……、そ、そんなこと言われたってなあ」

「ひみこくんの言うとおりだ。男はハッキリせんといかんぞ？」

　うんうん、と頷うなずき合う二人。……なんでさっそく気が合ってんだ。二人ともアホだから波長が合うのか？

　そのまま雑ざつ談だん、学校での俺たちの話になる。やはり親としては、子供がどういう風に過ごしているか気になって仕方がないようだった。……体たい験けん取材のことは、くれぐれもバレないようにしないとな。




　……さて、とにかく問題は明日あしたに持ち越しってことになったのかな。

　師匠がまた意地を張らずに、素直に納得してくれればいいけど──
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「じゃ、行ってくるよ、師匠」

「ああ、楽しんできなさい」

　朝、家の前で向かい合う俺おれたち四人と師匠。今日きようの空は快晴とまではいかないが気持ちのよい夏晴れだった。ちぎれ雲が多く、遠くには綿のような入道雲が立ち上っている。

「ワゥッ！　ハッハッハッハッ」

「きゃうっ、くすぐったいですっ」

　ひみこはさっきから隣りん家かの柴しば犬いぬ、ハリーと楽しそうに戯たわむれていた。月つきは猫派なのだが、こいつはどうやら犬派らしい。たしかに犬みたいなやつだもんな。

　俺もハリーの頭を撫なでると、向こうから手に顔をこすりつけて甘えてくる。もう六歳くらいになっているはずだが、甘えんぼなところは変わらないみたいだ。俺は特によく可愛かわいがってやってたからな。

「行ってきます、お父とう様さま。お昼は冷れい蔵ぞう庫この中のもの、チンして食べて」

「おじさま、行って参ります」

「行ってきますおじさん！」

　いつも通り眠り姫のように眠たげな月と、一昔前の華族のように礼れい儀ぎ正ただしい藍あい川かわ、そして真夏の太陽に負けず劣らず元気なひみこ……こうして見ると、三人とも全然タイプが違うんだな。これでも仲が良いから不ふ思し議ぎだ。

「うむうむ、四人とも気をつけて行ってきなさい」

　師匠は頰ほおに皺しわを寄せ、年季の入った笑えみを浮かべる。……機き嫌げんは良さそうだな。藍川にも朝からフレンドリーに接してるみたいだし、やっぱり彼女のことはそれなりに気に入ってるみたいなんだけど。

　でも、今日はまだ藍川を仲間として認めることについての話題が出ていなかった。……夜は別荘に泊まるつもりだから、朝のうちに聞いておきたいんだけど──

「おっと、そういえば藍川くんについてなのだが……」

　俺、月、藍川の三人は顔つきを変えて師匠を見る。……向こうから切り出してきたか。

「今日一日は考えさせてもらって、夜にそちらに電話でもしようと思う。それでいいか？」

　三人で顔を見合わせ、こくっと頷うなずき合う。

「ああ。それでいいよ。しっかり考えて、結けつ論ろん出してくれよな」

　頷く氷ひ坂さか家けの大黒柱。……落ち着いた感じがするし、これなら冷静に判断してくれそうだ。ただ、なにかスイッチが入ると否定の方向に進みそうなのが不安だけど……そんなこと考えてたらキリが無いし、信じて待つか。やるだけのことはやったもんな。

　改めて行ってきますを告げて、そろそろ駅に向かうために家に背を向けようとすると──

「おっと、それともう一つ。耳に入れておいてほしいことがある……」

　師匠が突然表情を豹ひよう変へんさせ、厳いかめしい顔になる。

「最近、ここいらでは物ぶつ騒そうな事件が起きていてな。お前達にも一応注意しておかなければいかんと思っていたのだ」

「物騒な事件？　ホントかよ？　なんか犯罪でも起こったのか？」

　田舎いなか町まちだから平和……などというのは都会人の描く幻想だとは思うが、実際、この藪やぶ市しは犯罪率の低い方だと聞いている。少なくとも、昔からそういう危険な話を聞いたことはない。

「いや、犯罪と言ってもたかが知れているのだが……。畑が荒らされたり、家畜の数がある日突然減っていたり、夜中に不ふ審しんな影かげを見たという声が出ていたり……といったことだ」

「なんだそれ？　子供のタチの悪いいたずらじゃないのか？」

　家畜が減るのは犯罪だとしても、俺おれたちが気にするようなことでもないと思うのだが、師匠はなぜか顔を深くしかめている。

「……真しん一いち、ブッシュ・デビルという話を聞いたことがあるか？」

　月つきと顔を見合わせるが、お互い首を傾かしげただけだった。

「なんだそれ？　初めて聞いたぞ？」

「うむ、そうか。お前達の世代だともう知らないのだろうな。ブッシュ・デビルというのは、つまるところ『藪市の悪あく魔ま』。アメリカで言う『ジャージー・デビル』のようなものだ」

「あ、それなら知ってます。一種の都市伝説ですよね？」

　ひみこがそう言うと、月と藍あい川かわも知っていたのかこくこくと頷うなずいている。俺も聞いたことあるな。昔、なんかの超常現象を扱う番組でやってた気がする。

「そうだ、ジャージー・デビルは都市伝説だろう。しかしブッシュ・デビルはそういったものではない。実在する驚きよう異いなのだ」

　俺達はきょとんとして目をしばたたかせる。

「おいおい、噓うそつくなよ。俺たちこの町で生まれ育ったのに、そんなの見たことも聞いたこともないぞ？」

「それは上の世代が、お前たちを怯おびえさせないために話さなかったのだ。子供を叱しかるために怪物の名前を出すのは珍しいことではないが……、あの怪物はこの市の人々を恐怖に陥おとしいれたからな。誰だれも冗じよう談だん半分で口にしたくないのだろう」

　師匠の声は実感がこもっており、困ったことに噓くささが感じられない。俺たちはいつの間にか、黙だまって話に耳を傾けていた。

「三十年近く前になるのか。儂わしたちがまだ高校生だった頃ころのことだ。この町の外れにある農家で、家畜が毎日数匹ずつ姿を消すという事件が起きた」

　師匠は遠い目で続ける。

「腹を立てた農家の住民は、警けい察さつを呼んで夜に外を見張ってもらうことにし、事件の解決を試みた。……しかし翌日、また同じ事件が起きた。しかも今度は人の被害まで出たのだ」

「……人の被害って、どんな……？」

「警官が一人ひとり、右足を食いちぎられたのだ。お前も知っているだろう。三丁目の村むら田たさんとこの爺じいさんだ」

　ぞわっと背筋が寒くなった。たしかに村田さんとこの爺さんは元警官だって聞くし、足が不自由だけど……。

「あ、あれは戦争で受けた名誉の負傷だって本人が言ってたぞ……？」

「そう話しているようだが、こちらが事実だ。実の所、儂わしもその場に居合わせたからよく分かる。あの時のことは忘れられんよ」

「で、では、おじさまもその怪物を見たのですか？」

　こくりと頷うなずく巨きよ漢かんの父。

「……まさに怪物だった。一見熊くまのようだったが、細部が人間じみていた。全身毛むくじゃらで、当時百八十センチを超えていた儂よりも二回り大きく、深く落おち窪くぼんだ眼がん窩か、目は血走って八や重え歯ばが異常に発達していた。あとで聞いた話だと、戦後の混乱期に食うものに困った人間が同族を食い続けることで体内ホルモンの調ちよう和わに異常をきたし、怪物のようになってしまったのだという。脳にも影えい響きようがあったのか、体格の割に子供じみた不気味な笑えみを浮かべていたのも記き憶おくに残っているな……」

　……想像してしまった。人型の怪物。同族を食べる霊れい長ちよう類るい……。

「……その化け物、やっつけたの？」

　月つきが俺おれに体を寄せてそう聞くと、父は眉まゆをひそめて、

「やっつけた……とは言いい難がたい。この町の男衆総出で山狩りを行い、銃も何発かその怪物に撃うち込んだのだが……、どこかへ逃げていってしまったと聞いた。実際、死体は見つからなかったからな」

　蒸し暑いはずなのに冷たい汗が噴ふき出てきて、ごくっと喉のどを鳴らす。

「それじゃ、その怪物、まだどこかで生きてるのか……？」

「……三十年も経たっているし、きっと死んだと思っていた。しかし最近この町で起きている事件は、あの頃ころと嫌いやに似通っているのが気になるのだ」

　俺たち四人が──恐こわがりな月と藍あい川かわはもちろんのこと、ひみこまで気弱げに眉を落としてくっついていると、師匠はハッと我に返ったように表情を和やわらげた。

「おっと、すまんな。怯おびえさせるつもりは無かった。ただ、危険な所に行ってはいけないと言いたかっただけなのだ。あの怪物も、きっともう死んでしまっているさ」

　軽い調子で言う師匠。俺は正直まだ恐怖を感じていたが、努めてはははと気楽に笑う。

「そ、そうだよな。だってそんなのいるなら、俺たちもどっかで見てるはずだもんな？」

「……し、真しん一いちの言うとおり。私、そんなの見たことないし──」

「でも、そういう話、どこかで聞いたことある気がしますね。ブッシュ・デビルなんて名前かどうかは忘れましたけど……」

　こういう話にも通じていそうなひみこに言われると、笑い飛ばすことができなくなる。恐こわがりの月つきと藍あい川かわは表情が堅くなっており、ひみこ自身も口にして怖くなったのか、珍しく気弱そうな顔つきになっていた。ああもう師匠の馬ば鹿か、ヘンな話聞かせないでくれよな……。

「さ、今のは話半分に覚えておくくらいにして、みんな楽しんできなさい」

　師匠はそう言って、俺おれたちを笑え顔がおで送り出す。

　駅へと歩いていく俺たちだったが──口数はいつもより少なかった。

　……ブッシュ・デビル……い、いないよな、そんな生き物……。




　　　　＊




「恵めぐみせんぱい、トスですっ！」

「はいっ！」

　女の子達のよく通るかけ声が、フライパンのように熱ねつを帯びた砂浜に響ひびき渡り、

「あうっ」

　幼おさな馴な染じみの気の抜ける声と共に、スイカカラーのビーチボールがばすっと自陣に打ち込まれる。俺も反応できず、てんってんっと浜を転がるボールを眺めることしかできなかった。

「きゃー！　やったやった！」

「ふふふ、私たちのワンサイドですわね」

　手をたたき合う藍川とひみこの敵チーム。二人ふたりとも満面の笑顔で、見ていてまぶしいくらいだ。

　そして俺たち幼馴染みチームはといえば、

「ごめんなさい真一、足引っ張っちゃってる」

「そ、そんなことないって。あいつらがレベル高すぎなだけだよ」

　試合半ばにして、すでに敗者の空気を漂わせていた。

「くそ……女の子二人相手ならなんとかなると思ったのに……」

　藍川の運動神経が良いのは知っていたが、バレーもここまで上手うまいとは思わなかった。ひみこもちょこまかと良い仕事するし……経験無いって言ってたから、運動に関しては天才肌なタイプなんだな、この二人は。

　ふう、とボールを拾い、ぽんぽんっと手でもてあそぶ。

　……と、浜を上がった所に森が見え、ふと頭に朝のことが浮かんでくる。

　ブッシュ・デビル、か……。

「せんぱーい、はやくー！」

　ひみこの声にはっと我に返る。……いいや、忘れよ。どうせ師匠の噓うそだろう。

「よし、いくぞー」

　気を取り直して、後こう衛えいの俺おれがぽんっとボールを相手コートに打ち込む。

　と、藍あい川かわが軽くトスを上げて──

「う……」

　たゆんたゆんっと揺れる彼女の二つの果実に視し線せんが囚とらわれてしまう。さらには、目の前で月つきがタマゴのようなヒップをふりふりと揺らしたりもしていて──

「あたーっく!!」

　ウサギのように飛び上がったひみこのかけ声と共に、砂に描いたコートにすぱんっと一発撃うち込まれてしまう。俺はさっきと同じくまったく反応できず、またも一点取られてしまった。

「……真しん一いち、動きがにぶい。どうしたの」

「う、……す、すまん」

　前衛を務めていた月が不ふ思し議ぎそうにこちらを見ながらボールを手に取る。

　さっきからずっとこんな感じだ。前に打ち込まれれば月がミス、後ろに打ち込まれても俺がミス。普ふ段だんなら拾えるボールばっかりなんだけど、ちょっと、コート内に誘ゆう惑わくが多いから……。

「そうですわね。小鳥遊たかなしさんらしくない動きです。ボールが見えてないといいますか……」

　藍川も首を傾かしげる。……いや、ちゃんと見てたって言えば見てたんだけど。

「せんぱいは別の丸いものを見てたんですよね？」

　にやっと笑うひみこ。……見抜かれてる。いやでも、みんな露ろ出しゆつ度ど高いし、こんな格好されるとちょっと目が別の方に行ってしまうのは仕方ないことだよな、うん。

「ほら、あと一点でせんぱいたちの負けですよ？　気合い入れてください」

　ひみこがそう言って後衛に回り、ぽーんっとボールを打ってくる。

　……よし、ちょっといいとこ見せないとな。男は俺一人ひとりなんだから、ここはずばっと一発決めておくところだろう。

　前傾姿勢の藍川の胸が時折ゆさっと揺れ、くっきりした谷間が目にまぶしいのだが、今だけは気にしないことにする。

「真一、トス……っ」

　ひみこの撃ってきたボールを、月が眠たそうな顔のままぽーんっと両手でトス──したのだが、

「うおお、なんでそんな真横に撃つ……!?」

　真上に撃とうとしても必ず狙ねらいを外すのが俺の幼おさな馴な染じみだ。砂を蹴けり、真横にトスされたボールを必死に追いかけ──

「とうっ!!」

　ボールが地面につく寸前、横っ飛びでスイカ型のそれを藍あい川かわたちのコートにはじき返す。

「恵めぐみせんぱいっ！」

　ひみこが難なんなく俺おれの返したボールをトスし、前ぜん衛えいの藍川が理想的なフォームで宙を舞まう。

　ぽよんっ。

「おお……」

　その光景に思わず感かん嘆たんの声が漏れてしまった。体が反そらされて芸術的なまでにくびれた腰と無む駄だな脂肪の無い健康的なお腹なかが強きよう調ちようされ、水着に包まれた豊満なバストが揺れ動く。俺は地面に倒れて下から見る格好になっているせいもあってかその光景はインパクト抜群で──

「はいっ!!」

　そしてかけ声と共にその腕が振り下ろされると、またもやたぷんっと激はげしく揺れる胸。ビーチボールを合わせて、まるで三つのボールに幻惑されているように感じる。

　胸ってこんなに揺れるんだなあ……と感動しつつ、ぽーっとその光景を眺めていると、

「あうっ」

　月つきがはじいた……というか、たまたまあいつの手に当たったボールが、こっちの方へと緩ゆるやかな弧こを描いて飛んできた。空気に浮かぶようなスローボール──だけど、

「え、あ、お……!?」

　藍川に気を取られていたせいで反応が遅れる。地面に寝転がったまま、危あやうい所でボールを月の方へ──返したつもりだったが、失敗して相手コートの方へと飛ばしてしまった。

　直接打ち返すつもりなのか、藍川が再び飛び上がる。月は一応構えてはいるが、おそらく止められないだろう。

　──こ、このまま終わったら、ただ単に月たちの体に見とれてたエロいだけの男になってしまう……!!

　それはプライドが許さないと跳ね上がり、月の近くへと咄とつ嗟さに走り寄る。

　しかし──

「うお……っ」

　焦あせっていたせいで足が絡まってしまい、前のめりに倒れ込みそうになって──

「あっ、危ないです氷ひ坂さかさんっ！」

「え？　……ひゃうっ」

　藍川の注意とほぼ同時に、幼おさな馴な染じみの小さな体にどすんっと衝しよう突とつ。二人ふたりで絡まりながら地面に転がり込んでしまった。

「いたた……」

　顔をしかめながら立ち上がろうとする──が、はっとして硬直してしまう。

「痛い、もう、真しん一いちのばか……」

　目の前に痛そうにしている月の顔があった。超のつくほどの至し近きん距きよ離り。長い睫まつげの一本一本、瞳どう孔こうの模様までも見えるくらいだ。

　二人ふたりの鼻先がちょんっと触れて、月つきもぴくっとして俺おれの顔を見つめてくる。

　相手に息を吹きかけてしまいそうで、俺たちは固まったまま呼吸を止めた。

　──先月の、七夕たなばたでの時もたしか……。

　そうだ、あの時もこんな風だった。段々近づいてくる幼おさな馴な染じみの顔、ほんのりと朱の差した柔らかそうなほっぺた。

　少しでも唇を前に出せば、月の極上のグミのような唇が味わえる。そしてその後は、もしかするとあの夜のように、一生記き憶おくに留とどめたくなるような可愛かわいらしい表情を見せてくれるかも──

　ゴツッ!!

「いてえ!?」

　思考を遮さえぎるように頭に激はげしく何かがぶつかってきて、驚おどろいて鼻水が飛び出しそうになった。

「な、なんだ今の……!?」

　顔を上げると、横になにやら松ぼっくりが落ちているのに気づく。こ、これが俺にぶつけられたのか？　すげえ衝しよう撃げきだったんだけど……。

　辺あたりをきょろきょろと見回すが、浜辺のどこにも俺たち以外の人の気け配はいはない。ひみこに顔を向けるが、ぶんぶんっと首振りが返ってくる。

「な、……なんだったんだ……？」

「さあ……。あ、空……、鳶とびが飛んでます。あれがくわえてたもの落としたのかも」

　空からピーロロロロローっと笛を鳴らすような声が聞こえてくる。……なるほど、高い所から落とされたからあんなに痛かったのか。鳶のやつめ、人のいない所で落とせっていうのに。

「真しん一いち、大丈夫？　ごつって音がしたけど……」

「あ、ああ、大丈夫……」

　言いつつ、すりすり頭をさすっていると──

「あの、お二人とも？　お二人は年とし頃ごろの男女なのですし、す、少し離はなれた方がよろしいのでは？」

　え、と横を見ると、そこにはほっぺたを微かすかに強こわ張ばらせた藍あい川かわの姿がある。

　眉まゆを寄せつつ、ゆっくりと下に目を向けると、当然そこには幼馴染みの顔があるわけで……。

　しばし見つめ合い──

「…………！」

　月のほっぺたが林りん檎ご色いろに染まり、俺はしゅばっと飛ぶように彼女から離れて正座する。

　……と、藍川がなにやらぶつぶつと呟つぶやき始めた。

「……そうですわね。考えてみれば氷ひ坂さかさんは女性だったのですから、お二人は今まで異性なのに非常に仲むつまじく過ごしていたということになるのですね」

「えっと……藍あい川かわ？　なに言ってるんだ？」

　よく聞こえないので聞き返してみると、藍川はこちらに窺うかがうような視し線せんを向けて、躊躇ためらいがちに口を開いた。

「……あの、も、もしかして、お二人ふたりは、恋人同士なのですか？」

　ぶっと噴ふき出しそうになる。あ、藍川から聞かれたのは初めてだから、驚おどろいてしまった。

「そ、それは違うぞ？」

「……ん、私たちは幼おさな馴な染じみだから」

　同じリズムで首を横に振る俺おれたち二人。藍川は顎あごに指を当ててじーっと俺たちの顔色を窺っている。

　と、ひみこも藍川と似たような仕し草ぐさをしているのに気づいた。こちらの表情を観かん察さつしているようで、目がぱっちりと開かれている。

「あの…………お二人、キスしたんじゃないですか？」

「え？」「え!?」

　ずばりと言い当てられて口から心しん臓ぞうが飛び出しそうになる。横を見ると、大きく目を見開いて固まっている幼馴染みの姿。

　思わずその唇に目が吸い寄せられて、ほっぺたに一気に血が集まってくるのを感じる。

　──な、なんで急にそんなこと言い出したんだ、ひみこの奴やつ……!?　それにバレてるし……!!

「え、えと、えっと……。き、キスなんてしてないぞ？」

「……ホントですか？」

　俺がこくこくと頷うなずくと、小こ柄がらな後こう輩はいの目は今度は隣となりに向く。途と端たんにびくーんっと体を強こわばらせる月つき。

「ん、ほんとほんと。ほんとにき、きき、キスなんてしてないから。だ、だって幼馴染みだし」

　き、キョドり過ぎだろ月……!!　顔がいちごみたいに真まっ赤かになってるし……!!

　二人してそんな態度を取っていると、藍川はほうっと息をついた。

「……そうですか。ただの幼馴染み、なんですね。宿泊訓練の時やそのほかでも、お二人がくっついている所を見たことはありますけど……、あれは以前言っていた通り、小説のためなのですね？」

「そ、そうそう。その通り」

　そう言うと、藍川は胸に手を当ててもう一度ほっと吐と息いき。……なんだろ、安心してるような仕草だけど……、あ、友達がヘンなことしてないから、ほっとしたのかな。真面目まじめだもんな、藍川って。

「へえ、そうなんですか、ふぅ～ん」

　ひみこは相変わらずにんまりと三み日か月づきのような笑えみを浮かべてるけど……気にしないようにしよう。こいつには多た分ぶんバレちゃってるし。

「さ、さあ、ちょっと喉のど渇かわいたし、なんか飲もうぜ？」

　話を切り替えてみんなでシャツを羽は織おり、別荘に向かおうとすると、月つきが俺おれの手を握ってきた。

「真しん一いち、お弁当も楽しみにしてて。今日きようは藍あい川かわさんと二人ふたりで作ったから」

「あ、ああ、そうだったよな。……一いつ緒しよに作って楽しかったか？」

　ん、と頷うなずきを返してくる月。……どこか嬉うれしそうなこいつの顔を見てると、なんだかこっちも嬉しくなってくるな。

「仲が良いのですね、本当に……」

　俺たちを見ながら藍川がぽつりと呟つぶやく──と、ひみこがその手をぎゅっと握った。

「それじゃ、恵めぐみせんぱいも手を繫つなぎましょうっ」

「あ、ちょ、ちょっと、ひみこちゃんっ!?」

　ひみこが藍川の手を俺の片手にくっつける。月とは少し違うしっとり温かな感触に、とくんっと胸が高鳴った。

　……えっと、これはやっぱり、握るべきなのかな。俺と藍川も友達なんだし、手くらい握ってもおかしくない、よな？

　藍川が頰ほおを赤らめて手を退しりぞけようとするのを遮さえぎるように、彼女の手をきゅっと握ってみる。

「あ…………っ」

　お嬢じよう様さまの唇から漏れる小さな声。

「あ、ご、ごめん。痛かった？」

「い、いえ……」

　藍川はぽーっとほっぺたをほのかに赤くしていた。前にお化ばけ屋や敷しきで接近したことはあるけど、あの時は状況が特殊だったし……やっぱりなんだか新しん鮮せんな気分だ。

　二人で緩ゆるく手を繫いでドキドキしていると、月がひょこっと片側から顔を出し、

「三人仲良し。なんだか嬉しい」

　頰を和やわらげてそう言う。……そっか、そうだよな。仲良しなんだから嬉しいことだよな。

　藍川もそう思ったのか、赤らんだ頰のまま、片手を優やさしく握り返してくる。ちょっと恥ずかしかったが、俺は何も言わずに受け入れた。

　……うん、月の言うとおりだ。子供みたいだけど、これ、なんだか嬉しいかも。

「……ふふ、恵せんぱいに性別知られちゃってどうなるかと思ったけど、これはこれで面おも白しろくなりそう……」

　ひみこが背後でぶつぶつ呟いていたが、聞かないことにして、俺たちは別荘に戻っていった。







「あれ……？」

　別荘のキッチンにて。弁当の入っているはずの重箱を見て、月つきがきょとんと目を丸くする。

「どうしたんだ、月？」

「なにかあったのですか？」

　なにやら首を傾かしげながら重箱の蓋ふたを置く月。俺おれと藍あい川かわも小さな体の後ろから、艶つやのある箱の中をのぞき込むと、

「無くなってる……」

　ぽつりと小さな呟つぶやき。俺たちもぱちぱちと目をまばたかせる。

　たしかに、一番上の箱の中には何も無かった。朝は料理がぎっしり詰まっていたはずなのに……。

　全段開けてみると、どれも空っぽ。米粒が残っているだけだった。

「……どうなってんだ？」

「わからない……頑がん張ばって作ったのに」

「そうですわね……、二人ふたりで一いつ緒しよに早起きしましたのに……」

　首を傾げる俺と落ち込む二人。……さっきまでバレーに熱ねつ中ちゆうしてたから、別荘の方には気を配らなかったけど……誰だれかが侵入してきたのか？　それで弁当を食べて逃げたと？

　そう考えると、ぞくっと背筋が寒くなる。

「ひみこ、俺たちが見てないうちに神しん速そくで食べたとかは、ないよな？」

「そ、そんなことできるわけないです。真しん一いちせんぱいこそ、お腹なか減って食べちゃったんじゃないですか……？」

「いやあ、いくらなんでも、この量を一いつ瞬しゆんで食べるのは無理だぞ？　よっぽどの大たい食しよく漢かんじゃないと腹に入らないだろ……」

　沈ちん黙もくが降りる。四人とも黙だまったままで、静かに顔を見合わせていた。

　みんなが思っていることは、なんとなく想像がつく。おそらく同じことを考えているはずだ。

　──ブッシュ・デビル。

「さっき、真一せんぱいの頭に当たった松ぼっくり、もしかしたら鳶とびじゃないのかも……」

　ひみこがそう言うと、月がつつっと俺のそばに寄ってくる。眉まゆ尻じりが下がっていて、怖がっているのはすぐに分かる。

　彼女の肩を抱いて、そっと撫なでてやりつつ、

「……いや、そんな。あんなの師匠の作り話だよ」

「でも、おじさまの話、妙に真実味がありましたし……、こ、この家の中にまだ怪物がいるかもしれません……」

　藍川とひみこも俺の傍そばに寄ってくる。そんな、ブッシュ・デビルなんて化け物、冷静に考えればいるわけがない。あれはきっと、師匠がいたずら心で考え出した噓うそ──

「ああっ!!」

　ある考えが頭に浮かんで思わず声を上げると、ひぃっと叫んで飛びついてくる女の子三人。

「な、なんですか!?　びっくりさせないでくださいせんぱい!!」

「わ、悪い。ちょっと思いついたことがあってさ」

　ふと思い当たったのだ。頭に浮かぶのは一人ひとりで六人前は余裕で食べる熊くまのような月つきパパ。いつの間にか減っていた俺おれたちの弁当。そして朝のあの怪物話……。

「……えっとさ、この弁当、師匠が朝のうちに食べたんじゃないか？　俺たちだけで遊びに行くって言うから、その腹いせみたいな感じで」

　三人はきょとんとして俺の顔を見る。

「それでさ、食べた後で『あ、やっちゃった、どうしよう』みたいな風に考えて、あのブッシュ・デビルの話を思いついたんだよ。自分がやったことを隠そうとしてさ」

　自分で言うのもなんだが、これは意外と冴さえた推理じゃないかと思う。

　三人がどう反応するかと思ったが、まずひみこが頷うなずいて、

「名推理です、真しん一いちせんぱい。たしかにそれならつじつまが合います……けど、一つ疑問が。おじさんが、そんなことするんでしょうか？」

「そうですわね。筋は通っているのですけれど、おじさまがちょっと大人おとなげないかとも思います……。それに、朝ごはんも普通に食べていましたし……」

　ひみこと藍あい川かわは納得できないようだった──が、月は別の反応。

「やらないと思うけど、やりそう」

　ぽつりと何気に酷ひどい一言だ。しかしたしかに、あの人は大人げないことでもやりそうな気はする。こう……ウチの親父おやじがインテリで子供とあまり遊ばない堅いイメージだから、対照的に子供とよく遊ぶ月パパはムキムキの外見からしても、ちょっとアホなことをやるイメージがあるのだ。実際、六年くらい前に近所の柿かきを盗んで、その家のじーさんから正座させられてこっぴどく叱しかられていたのは記き憶おくに鮮せん明めいに残っている。叱られている最さ中なかもあの厳いかめしい顔をしてたから、余計にじーさん怒ってたんだっけ……。

「……うん、この予想、たぶんあってるんじゃないかって思う。冷静に考えてみてさ、ブッシュ・デビルなんて怪物がいるって考えるより、こっちの方があり得る話だろ？」

「……ん、私もそう思う」

「……そういうことだったのですか。ほっとしました」

「も、もー、本気で怖かったですよぅっ」

　三人ともようやく安心できたのか表情を和やわらげる。

　……そうだな、きっと師匠のせいだ。まったく、人ひと騒さわがせなオッサンだよな。

「でも、お昼ご飯、どうしよう……」

　月が弁当箱を眺めながら一言。まだ少し残念そうだな……。

「……そうだなあ。買いに行くってのも手だけど、スーパーはここから結構遠いんだよな……。この辺あたりはコンビニも無いし」

「別荘の中には、一応夕飯用の食料はありますけれど……」

「んー……、そっち食べちゃうと、今度は夕飯買いに行かなくちゃいけなくなるし」

　……って言っても、藍あい川かわの言うとおり今ある食材使うしかないか。あとは涼しくなってから買い出しに行く……と。それ以外に選せん択たく肢しは無さそうだ。

　ただ、一つ心配なことがある。天気予報を見た感じ、今日きようは夜に雨が降るらしいし、実際に窓の外を見た感じでも、どうも積せき乱らん雲うんがこちらに迫ってきているような気がする。

　スーパーに買い出しに行くときに、雨が降り出すとちょっと困るよな……。

　そんな風に考えていると、ひみこが「はいっ」と手を挙げた。

「魚釣りで食料を調ちよう達たつする、とかどうでしょーか？　昨日きのうこのお家うちの中を見て回ってる時に、釣り道具を見つけたんですけど」

　三人でツインテールの後こう輩はいに目を向ける。ほお、釣りか……。

「お父とう様さまが釣りを趣しゆ味みにしていますので、たしかに釣り道具はありますけど……。餌えさがありませんよ？」

「餌は磯いそにうじゃうじゃいるフナムシでいいだろ。道具があるなら釣りはできるぞ」

　女の子って釣りするのかな、と思ったが、藍川もひみこの提案にまんざらでもないみたいだった。インドア派の月つきも、釣りはのんびりできるから好きだったはず。

　さて……釣りは久しぶりだし楽しいと思うけど、釣れるかな……？




　　　　２




「きゃー、釣れました釣れました！」

　藍川が大喜びで竿さおを引き上げ、獲え物ものを手元に引き寄せる。派は手でな色の魚……ベラか。

「小鳥遊たかなしさん、これ、食べられるんですよね？」

「ああ。色がアレだし、外げ道どうだからってリリースする奴やつもいるみたいだけど、普通に焼いて食べるとすげえ美味うまいんだぞこれ」

　さっきから子供みたいにはしゃいでいる藍川。……楽しそうだなあ。こっちまでテンション上がってくるよ。

　昨日の洞どう穴けつがあった磯にやってきて、俺たちはわいわい騒さわぎながら魚釣りに励んでいた。磯釣りから船釣り用までバリエーション豊富な釣り具がそろっていたので、道具には事欠かない。リールなんかはしっかりとしたガラスケースに十個以上も保管されていたりして、使うのを躊躇ためらったくらいだ。

「藍川って釣り好きなのか？」

「大好きです！　……と言っても、あまり経けい験けんは無いんですけど。お父とう様さまはいつも一人ひとりで釣りに行きますし。年に一回くらいしかやりませんから。その分余計に楽しいですわ」

　そっかあ、と答えつつ、魚の口を針から解放。獲え物ものはバケツの中へとぽいっと放り込む。

　餌えさはフナムシとたまにヤドカリなのだが、釣ちよう果かは良好。今日きようは大おお潮しおだし、普ふ段だん人の来ない所だから魚の警けい戒かい心しんも薄うすいのか、入れ食いに近い状態だった。

　空は本格的に曇くもり始めているが、釣りのことだけを考えると、このくらいの天気の方がちょうどいい。日が陰れば、魚も深みから出てきてくれるからな。

「こんだけ釣れれば昼どころか、夜の分までありそうだな……」

　ボウズだったらどうしようかと思っていたが、まったく心配無かったらしい。これなら四人とも腹一杯食べられそうだ。

　俺おれ以外の三人は竿さおに針とウキを付けたシンプルな仕掛けだった。こういう浜辺の岩場で釣りをする際にはウキを付けないとすぐに岩に引っかかるので、それぞれ適当に長ウキや丸ウキをつけさせていた。

　藍あい川かわの針にぐさっと小さめのフナムシをつけてやりつつ、月つきとひみこに目を向ける。

　釣りっていうのは、人の性格を判断するわかりやすい指標になると思う。

　まず、麦わら帽子を被かぶった月はさっきから水みず縁べりの岩に座り、太たい公こう望ぼうのごとくのんびりと糸を垂れていた。釣れるまでは微動だにせず、ウキが沈む度たびにひょいっと魚を釣り上げては俺がそれを取って餌をつけるのを待ち、再びぽちゃんっと海に針を落とすといった感じ。リラックスしきった顔をしているし、楽しんでいるのは間違いないと思うんだけど……端はたから見るとロボットみたいに見えるかもしれない。

　そして藍川は見ての通り。ずっと立ったままで磯いそを歩き回りながら、楽しそうに釣果をのばしている。はしゃぎすぎて時々胸がぷるぷる揺れるのが羽は織おったシャツの隙すき間まから見えて、それが俺の目の保養になってたり……ああいかん、あんまり見てたらバレてしまう。

　最後に言い出しっぺのひみこはといえば──

「あ、蟹かにがいました蟹！」

　釣り開始十分で飽きてしまい、さっきから潮だまりにいる小魚や蟹を捕って遊んでいるようだった。時々デカいガザミを捕ってくるので、一応昼食に貢献してるとは言える。

　大人おとなしい月、普通に楽しむ藍川、落ち着きの無いひみこ……と、三人の性格の違いがはっきりと分かる。……ほんと見てると面おも白しろいなあこの三人。

　俺はといえば、さっきからリールの竿を管理しているのだが……、こっちもなかなか食いつきがいい。アイナメ数匹と、小型のクロダイが釣れていた。フナムシは見た目は悪いが、様々な魚が食いつく万能餌なのだ。

「お、これ釣れてるな。ひみこー、ちょっと揚げてみろよ！」

　ぐぐぐっと鉛なまりでも引っかけたかのようにしなる竿先を見ながら後こう輩はいを呼ぶ。あいつは釣りの経けい験けんがまったく無いって言うし、少しは楽しませてやらないとな。

　ひょいひょいと岩場を飛んでこっちにやってくるひみこ。竿さおを渡してやると、おっかなびっくりしながら両手でグリップ部分を持って、俺おれを見上げてくる。

「ど、どうするんですか、これ？」

「普通にリール巻けばいいんだよ。そのうち釣れてる魚が見えてくるから。結構大物だと思うぞ？」

　竿のしなりから見てアイナメじゃない。大型のクロダイでも釣れているかもしれない。

「ほら、巻いて巻いて。俺が後ろから竿支えといてやるから」

「はい……。んしょ、んしょ……」

　長い竿を支えてやり、ひみこがリールを巻くのを助けてやる。

　──と、胸元にさらりと髪の毛の感触。こいつの匂においはクッキーみたいに甘い感じで、月つきや藍あい川かわよりも子供っぽい。……胸元に小さい背中がくっついてるんだけど……ひみことは体が接触しててもやっぱり全然ドキドキしないな。月たちと一緒ですべすべの肌なのに、なんでだろ？

「せんぱい、これでいいですか？」

　首を曲げて真上の俺を見上げてくるひみこ。ふーむ……。

「……お前、顔も可愛かわいい方なのになあ。学校でも結構モテたりするだろ？」

　小こ柄がらな後こう輩はいは「え？」と大きな目をぱちくりさせる。

「えっと……、さりげなくわたしのこと口く説どいてます？」

「……んなわけないだろーが。なんとなく思っただけだよ」

　俺を見上げたまま、きょとんとして小首を傾かしげるひみこ。ほっぺたを赤らめたりすると可愛らしいだろうに、ただ不ふ思し議ぎそうにしているだけだった。

「はあ、ヘンな真しん一いちせんぱい……ってきゃうっ！　いきなり竿はなさないでくださいっ！」

　倒れそうになったところでひょいっと体ごと支えてやる。……うん、やっぱ妹みたいなもんだな、こいつは。あんまり深く考えないでおこう。

　そんなやりとりをしながらリールを巻いていると、いつの間にか、藍川と月もこちらに注目しているのに気づく。二人ふたりともどことなくわくわく顔。どんな魚が出てくるか気になっているのだ。

「あ、なにか出てきました！」

「おお……」

　水面にぬうっとなにか細長い魚が浮かんでくる。あれは……、

「あ、アナゴ？」

　こんな所でアナゴとは……。め、珍しいこともあるもんだな。

「お、重いです……、せんぱい、このまま上げたら糸が切れちゃうんじゃ……？」

「ああ、太い糸使ってるし、大だい丈じよう夫ぶだろ。上げていいぞ」

　そう言うと、ひみこが「んー……！」と唸うなりながら獲え物ものを釣り上げる。

「おおー……ホントにアナゴだよ……」

　水みず際ぎわにいって魚を観かん察さつ。けっこう大きいな、全長六十センチくらいか。普通は夜釣りの対象魚だし、こんな浜辺じゃまず釣れないんだけどな。一匹だけふらふらと泳いできたのか……なんにしてもラッキーだ。

「す、すごいですわね。アナゴって初めて見ます……」

「捌さばき甲が斐いがありそう……」

　藍あい川かわと月つきからも少し毛色の違った感想。月はさっそく料理のことを考えているらしい。夕飯は豪華になりそうだな……。

　うねうねと動く魚体に見とれながらそう思っていると、ゆらりと目の前でアナゴが揺れる。

「あ、ひみこ、針外すから竿さお動かすなよ」

「そ、そんなこと言われても、重いんです……っ」

　元気印の後こう輩はいは顔を真まっ赤かにしている。そ、そっか。ひみこの体で竿とアナゴ支えるのはキツいよな。

「ちょっと頑がん張ばってくれ。すぐ外してやるから」

　言いつつ獲物に手を伸ばそうとする──と、ゆらりと魚体が揺れて、

「ひゃんっ」

　月の顔にぴちゃっとぬめる魚体がくっついた。

「こ、こらひみこ。魚動かしちゃダメだってば！」

「わ、わかってますっ。ん……しょ……っ」

　傾いた竿を支え直すひみこ──だったが、今度は逆方向に揺れて、振り回された細長い魚は藍川の豊満な胸元にぺたんっとくっつく。

「はぅっ！」

　冷たかったのか、お嬢じよう様さまの口から漏れる押し殺したような声。さらに胸元でアナゴが体をうねらせて──

「や、やだ……っ」

　ぬるっと胸元に体が入り込み、胸に巻き付くような格好になる。藍川は気持ち悪いのか眉まゆをひそめており、粘液で胸がてかてかとてかり始め、全身には鳥肌が浮かんでいた。

　……これはちょっと、刺し激げき的てきな光景かも。

「き、気持ち悪いです……！　小鳥遊たかなしさん、なんとかして……！」

「あ、ああ、わかった！　このアナゴめ……！」

　糸を摑つかんで藍川の胸元からアナゴを引きはがす──と、

「やあっ……」

　なぜか藍あい川かわが慌あわてて胸元を腕で隠し、その顔が真まっ赤かに染まる。

　どうしたんだと思っていると、なにやらアナゴの体に赤い布が引っかかっていて……。

　──ってこれ、藍川の水着じゃないか!?

「た、小鳥遊たかなしさんのえっち！　水着、返してください！」

「ええ!?　い、いや、今のは俺おれのせいじゃ……！」

　言いつつも、視し線せんは藍川のふくよかな胸の谷間に釘くぎ付づけ。手ブラ状態になっているせいで、彼女が身じろぎする度たびにたぷたぷと双丘が揺れていたりして……。

「み、見ないでくださいっ!!」

「あ、ご、ごご、ごめん!!」

　謝あやまっていると、今度はゆらりとアナゴが別方向に向かっていき──

「はぅぅ……っ」

　ぬるんっとアナゴのぬめる体が月つきの白い内うち腿ももに張り付いた。さらに上へと撫なで上げられ、その桜さくら色いろの唇から漏れる色っぽい声。こちらも魚の粘液のせいか、月の内うち股またがしっとりとねばつく液体でてかり始める。
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　──うわ、こっちもなんかすげえエロい……って、そんなこと言ってる場合か！

「こ、こらひみこ！　竿さおちゃんと持ってろって！」

「だ、だって重いんですってば！　早く支えてください！」

　ふらついている小こ柄がらな後こう輩はいの許もとへと駆け寄り、竿さおを受け取る。

「はあ、重かった……」

　ひみこはぺたんと座り込み、アナゴから水着を回収した藍あい川かわ、月つきも腰が砕くだけたように岩の上に腰を下ろしている。三人とも顔が真まっ赤かだった。

「……真しん一いちが、竿ちゃんと支えないから」

「う……、わ、悪かったよ」

　アナゴが悪い気もするけど、たしかに俺おれのせいだよな……。

「せんぱいってばやっぱり釣りしててもえっちなんですね……」

「だ、だから違うって──」

「このままだとわたしにもえっちなことしてきそうですし、やっぱり蟹かに取りに戻りまーす」

　そう言って俺から離はなれていくひみこだった──

　が、なぜか小柄な後輩はツインテールを揺らしながら、強こわばった顔ですぐに戻ってきて──

「お、おい、なにかあったのか……っと」

　俺の胸にぴとっと体を寄せてくる。こいつらしくない怯おびえたような顔つき。

「は、はい……いえ、大したものじゃないかもしれないんですけど……」

　俺、月、藍川は顔を見合わせて、ひみこのいた場所へと歩いていく。と、たしかになにかがあるようだった。

「……なんだこれ？」

　眉まゆをひそめ、身をかがめて岩の上に落ちていたものに視し線せんを落とす。

　なにやら魚の骨が転がっているのだ。一つや二つではなく、六匹分くらいはある。どれも尻尾しつぽまで綺き麗れいに骨になっていた。

　ただ、頭の辺あたりには肉が残っている。それに、骨の傍そばに炭が残って白くなっているところから見て……どうも、誰だれかがここで魚を焼いて食べたらしい。

　昨日きのうはこんなの無かったと思うんだけど……。

「……やっぱり、だれかいる？」

　月も体を寄せてきて、気弱げな顔で周囲を見回している。

　俺も磯いそに視し線せんを巡らせるが、人の気け配はいは無い。海面にも特に変化は見えず。

　上に目を向ける。磯の斜面は崖がけになっており、その上には木々の乱立する森が広がっている。……さすがにここで魚を食べて、この崖を登って上に行ったってことは無いよな。

「ブッシュ・デビル……」

　藍川がぽつりと呟つぶやいてしまい、俺たちはみんな体を強ばらせた。さっきまでの楽しかった空気は一いつ瞬しゆんで消え去り、今までは暑いくらいだった風が、ひんやりと温度を下げた気がする。藍川も、月もひみこも怖がっているのか、なにかに見られているとでもいうように息を潜ひそめている。

　……いやいや落ち着いて。冷静に考えてみろよ？

「食べた痕あとがあるからって、化け物がいるって考えるのはおかしいぞ？　たぶん、俺おれたちがバレーしてる間に誰だれかがここで食べて、浜辺があるのとは逆側に歩いていったんだよ」

「でも……、磯いそは途中でとぎれていて、向こう側には数百メートル泳がないと陸地はありませんわ。でしたら、私たちが見なかったのはおかしいのでは……？」

「それなら、体を低くして浜辺の隅すみを通ったとか。俺たちバレーに熱ねつ中ちゆうしてたし、気づかなくても不ふ思し議ぎじゃないよ」

　言い聞かせようとするが、月つきとひみこの顔には不安が滲にじんでおり、目もきょろきょろと辺あたりを窺うかがっている。

　参ったなあと悩んでいると──

「そ、そうですわね。小鳥遊たかなしさんの言うとおりかもしれません。常じよう識しき的てきに考えれば、そんな化け物はいるはずがありませんもの」

　藍あい川かわがそう言ってくれて、月もようやく顔を上向かせる……が、ひみこはまだ気がかりなようで俯うつむいたままだ。

「……そうかな。ほんとにいないのかな」

　ぽつりと呟く小こ柄がらな後こう輩はい。……どうもひみこは、まだいるって思ってるっぽいな。

「お前、幽ゆう霊れいは大だい丈じよう夫ぶだったろ？　怪物は怖いのか？」

「……幽霊はどう考えても存在しませんけど、おじさんの話、科学的に説明がつきそうでしたもん。わたし、少しでもリアリティがあると、ちょっと怖いって感じちゃうので……」

　そう言って寒さを堪こらえるように体を抱くひみこ。……こんな風に弱気になってる姿は珍しいな。ひみこは元気でいてこそのひみこだというのに。

「……そんな怖がらなくていいよ。俺たちがついてるから大丈夫だって。さ、そろそろ魚料理しようぜ。雲行きがちょっと怪しいからさ」

　ひみこの頭を撫なでてやりながら、四人そろって浜辺へと戻る。せっかく海に来てるんだし、どうせだからバーベキューで食べたいもんな。

　歩いていく途中、ふと、背後を振り返る。

　人ひと気けはなく、曇くもり空ぞらを背景にした黒ずんだ岩場に、波が静かに打ち寄せていた。
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「土ど砂しや降ぶりになっちゃったな……」

　別荘のリビングにて、窓の外を眺めながら呟つぶやく。

　外はバケツをひっくり返したような大雨、朝方の天気はどこへやらだ。今は八時だが、すでに五時頃ごろから電気を点つけなければならないくらいに辺りは暗くなっていた。それからずっと、蛍けい光こう灯とうの白い光がリビングを照らしている。

　断続的な大雨の音にかき消され、海の波の音はほとんど聞こえなくなっていた。

「台風なら楽しめるんですけどねー。単純な大雨って嫌いです……」

　ひみこはソファに体育座りして小さくなっていた。太陽みたいに元気なこいつのことだから、雨が降ると気力がしぼんでしまうのかもしれない。

　月つきと藍あい川かわは、カウンターキッチンの向こう側で夕飯の後始末をしていた。昼はバーベキューで魚をシンプルな塩焼きにして食し、続いて夜も美味うまいものが腹一杯食べられたのは二人ふたりのお陰だ。……ホントに、料理とか家事ができる子って頼りになるんだよな。

「……あ、せんぱいテレビ見てください。警けい報ほうが出ちゃってます」

　世界中に散らばった１０１人の妹を集めて旅するという壮大なアニメを見ていたひみこが画面を指さす。たしかに、『藪やぶ市しに大雨洪水警報が発令されました』というテロップが流れていた。

「風は無いから高波は大丈夫だと思うけど、外には出ない方が良さそうだな」

　ここは山の傍そばというわけでもないし、土砂崩れの心配も無いだろう。家の中にいれば危険は無いはず。あとはこの落ち着きに欠ける後こう輩はいが外に出ないように見ておけばいいだけだ。……とはいえ、この様よう子すならその心配も無さそうだったが。

　ちょっと飲み物取ってこようか、と動こうとすると、

「あ、せ、せんぱい。リビングにわたし一人ひとりにしないでくださいね？」

　ひみこが慌あわてた様子で顔を向けてくる。……ここまで怯おびえたこいつは初めて見るな。

「……すぐそこに月たちがいるだろ？」

「うー……それでもです。一人はイヤなんですってば」

　この後輩がすがるような目をすると、ホントに犬みたいに見える。今は尻尾しつぽも耳も垂れ下がってる状態かな。……いつもこうなら可愛かわいいだろうに。

　そんな会話をしていると、月と藍川がキッチンから出て、こちらに戻ってきた。

「お疲れ様、二人ふたりとも。……あ、大雨警報が出たみたいだから、今日きようは外に出ちゃダメだぞ？」

「ん。……すごく降ってる」

　月が俺おれの横で外を眺め、少しだけ眉まゆ尻じりを下げる。……もしかして、月もまだ怪物がいるかもとか考えてるのか？

　彼女に倣ならって窓の外をじっと見る。雨が降っているだけで、もちろんヘンな生き物の影かげなんてどこにも見当たらなかった。

「あの、みなさん。そろそろお風ふ呂ろが沸わくころですけれど……、誰だれから入りましょうか？」

「ん……？　俺は最後として……三人のうち誰かから入ったらいいよ」

　振り返ってそう言うと、ソファに座っていた藍川、ひみこも月と同じようになぜか窓の外を見て、表情を堅くしていた。……結構マジで怖がってるように見えるんだけど。

「……おいおい、三人ともまだブッシュ・デビルなんて化け物のこと考えてるのか？」

　月つきは藍あい川かわの隣となりにとてとてと歩いて行き、彼女に体を寄せる……と、ひみこも飛ぶようにして二人ふたりの傍そばに座った。

　寒さを堪こらえるコウテイペンギンのように寄り添う三人。……すげえわかりやすい怯え方だな。

「だから、昼間も言っただろ？　そんな化け物いないって」

　三人は一斉に俺おれを見る。

「でも……、もしいたら？」

「こんな雨の中では、逃げ場所がありませんわ……」

「ホラー映画だと、こういう時は悲ひ惨さんさを演出するために小さい子から殺されるんです……」

　声を潜ひそめて身を寄せる女の子陣。……参ったなあ。夏の夜ってことも手て伝つだってか、すっかり怖がっちゃってるよ。

「ほ、ほら、まずはテレビでも観みて落ち着けよ。そのままじゃ風ふ呂ろにも入れないだろ？」

「あ、そ、そうですね。音楽番組とか観れば怖くなくなるかも！」

　ひみこがそう言いつつ、リモコンをぽちぽち押してチャンネルを変える。

『これ、心しん霊れい写真ですね。見てください、女の人の首から上が無くて、代わりにうっすらと男の顔が見えるでしょ？　非常に攻こう撃げき的てきな幽ゆう霊れいなのね。彼女の体を乗っ取ろうとしてるんです……』

　毎年恒例、真夏の心霊特番をやっていた。

　テレビ画面を見た瞬しゆん間かん、ひうぅぅぅっ、と喉のどの奥で押しつぶすような声をあげる三人。そしてさっき以上に体を寄せ合ってブルブルと震ふるえ始める。

「ば、ばば、ばかばか、ひみこちゃんのばか……っ」

「ご、ごご、ごめんなさいっ。でも初めて月せんぱいにばかって言われてちょっと感動……」

　なに言ってんだか……と笑いながらテレビを消すと、しん、とリビングが静かになり、雨の音だけが響ひびくようになる。……う、しまった、こっちの方が怖いかも。

「……と、とにかく。なんなら三人で一いつ緒しよに風呂入ってこいよ。それなら怖くないだろ？」

「あ、そ、そうですね。それなら怖くないかもしれませんわ」

　ようやく三人が立ち上がり、部へ屋やへと着替えを取りに行って、風呂場へと続く廊下へと出て行く……が、常に手を繫つないだままで一つの固まりみたいになっていた。藍川の身長が二人に較べて高いから、引率の先生と小学生二人みたいに見えるな……。

　そんなこんなで女の子陣の姿も消え、やがて聞こえる風呂場の戸が閉まる音。

「ふう……。化け物なんていないってのに」

　全部師匠のせいだぞ。あんなくだらない作り話しやがって……。

　帰ったらこらしめてやると思いながら、ソファに寝そべって天てん井じようのシーリングファンを眺めつつぼんやりしていると──

「ん…………？」

　外から、雨の音以外になにかが聞こえたような気がした。

　息を潜ひそめ、耳を澄すませる。外からの雨音、それに屋根を打つ滴しずくの音。あとは、反はん響きようする水の音と声が微かすかに響ひびいてくる。これはおそらく月つきたちが風ふ呂ろに入っている音……。

　そしてもう一つ、小さくだが、草を踏むような音が聞こえた。

「…………」

　黙だまったまま、大窓に目を向ける。鍵かぎは閉まってるからあそこは大だい丈じよう夫ぶ。

　俺おれは廊下の掃除道具入れから箒ほうきを取り出し、玄関から静かに外に出た。

　途と端たんに雨が頭上から降り注いできて、すぐに全身びしょ濡ぬれになってしまう。暗い上にこの雨で、前はほとんど見えなかった。傘かさを差したかったが、音を出すと外にいる奴やつが逃げるかもしれない。

　……いや、逃げるならそれでいいとも思えるんだけど……、できれば確かく認にんしたい。変質者なら変質者で、警けい察さつを呼ぶこともできる。そしてもし、人食いの怪物がいたりすれば……、その時も電話で助けを呼んで、どこか近くの家に逃げ込むこともできるだろう。

　箒をぎゅっと握って、足音の聞こえる方へゆっくりと歩いていく。背の低い草を踏みながら、慎重に……。

　家の角に身を潜め、家屋の後ろ側の様よう子すを窺うかがう。

　……が、やはり、人ひと影かげはどこにも無かった。

　気のせいだったか、と思っていると、草むらが大きな音を立てて一いつ瞬しゆん呼吸が止まる──が、どうやら木の葉から大粒の滴しずくが垂れて下の葉に落ちただけのようだった。同じような音が至る所から聞こえてきている。

　……足音だと思ったのはこれだったのか。俺も気を張りすぎてたのかな。

　視界に生き物らしきものはないので、ほっと気を緩ゆるめていると──

「や、そんなに触らないでください、くすぐったいです……」

　藍あい川かわの、普ふ段だんとは少し違ったトーンの声が漏れ聞こえてきた。

　声の出所に目を向けると、すぐ近くに暖色の明かりが漏れる窓が一つ。風呂場のようで、シャンプーやボディソープの匂においが漂ってくる。

「……おっきい。うらやましい」

「うわ、柔らか……。どうやったらこんなに大きくなるんですか？　教えてくださいっ」

　ちゃぷちゃぷと籠こもった水音と共に、続いて聞こえる月つきとひみこの声。リバーブが効いているので、いつもと違った風に感じられてこんな時だというのにドキッとする。

　……これは、もしかして、三人が中でじゃれついたりしてるのかも……。

　一瞬、中の光景が見たい気分に駆られたが、

「いや、だめだ……」

　首を振る。覗のぞきは犯罪だ。『見たいから』で許されるなら、この世の覗き魔まがみんな許されてしまうじゃないか。

　リビングに戻ろうと、風ふ呂ろ場ばの窓に背中をむけて──

「だ、大だい丈じよう夫ぶ。お二人ふたりもまだまだ大きくなりますよ？」

「わ、すっごい高みから見下ろされた気分……。でも恵めぐみせんぱいの言うとおり、私も大きくなってるんですよね～。お母かあさんは胸おっきいし、そのうちＤカップくらいになるかも……」

「……うらぎりもの」

「ひゃんっ、揉もまないでください月つきせんぱいっ」

　反はん響きようしながら聞こえてくるきゃいきゃいと楽しそうな会話。風呂に浸つかってリラックスできたのか、みんなさっきまでの恐怖は一時的にせよ忘れているらしかった。

　俺おれは足を止めて振り返り、じっと窓を見つめていた。

　……え、えっと、中はどんな感じなのかな？

　い、いや、エロい目的ではなくて、三人に異常が無いか確たしかめるっていう意味で。もしかしたら風呂場のどこかに怪物が潜んでたりするかもしれないし。……そう、これは悪いことをするわけじゃなく、三人の安全のためにも必要なことなんだ。

　……よ、よし。

　覗きじゃない……と自分に言い聞かせつつ、そっと窓の外から中を──と、

「うおお……」

　そこには桃とう源げん郷きようが広がっていた。

　風呂場は広く、女の子が四人くらいなら楽に入れそうなくらい。橙だいだい色いろの優やさしい光の中で、湯気がもわもわとゆらめいている。

　その中に、裸の美少女三人がいるのだ。
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　月、藍あい川かわ、ひみこの三人とも、生まれたままの姿で素肌をさらしていた。海で濡ぬれている姿とお風呂で濡れている姿とはまた違うように感じられて、湿った肌のお陰でいやらしさが倍になって見える。

　月の体は発展途上。ハプニングで何度も見た幼おさな馴な染じみの裸だが、やはりいつ見ても刺し激げき的てきだ。ひみこの背中を洗っており、月自身の胸の先端や、下腹部の辺あたりは泡がついていたり湯気で曇くもっていたりでよく見えない。残念なようなほっとしたような……。その体は未み成せい熟じゆくとはいえ柔らかそうな曲きよく線せんを描いており、日に焼かれて少しだけ赤くなった肌からはいつもの月とは少し違った活動的な魅み力りよくが感じられてドキドキしてしまう。

　ひみこは足を開いた体育座り状態でこちらに体を向けている。体は月以上に幼いようだったが、背中を洗ってもらって気持ちよさそうにしている様よう子すは、ほんの少しだけドキドキする光景だ。ツインテールはほどかれていて、いつもよりちょっと大人おとなっぽく見える。三人の中で一番危険な体勢になっているが、こちらも湯気のためかぼやけていてよく見えない。

　そして藍あい川かわ。やはり一番破は壊かい力りよくがあるのは彼女だった。お嬢じよう様さまは浴よく槽そうに浸つかっているが、隠すものの無い形の良い胸はたぷたぷとお湯に浮いている。む、胸って浮くんだな……と感心しつつもその下へ目を向けようとする……が、お湯のせいでよく見えない。いつもよりリラックスした顔はどこかあどけなさがあって、大人になりかけた体とのアンバランスさが不ふ思し議ぎな魅力を漂わせていた。

　……も、もうちょっとはっきり見えないかな。

　目を凝こらし、顔を窓にもっと近づけようとすると──

「ぃ…………っ!?」

　ごつっとこめかみに何かがぶつかってきて、いやらしい気分は頭から吹き飛ぶ。

　こめかみをさすりつつ、地面を見ると、ころんと転がっているのは松ぼっくり。そしてその横にあるのは──

「…………っ!!」

　体を打つ雨が氷水に変わったような気がした。

　ぬかるんだ地面に、人型の足跡があったのだ。雨のせいで崩れかけているが、指の跡があり、この足跡の主は靴を履はいていないということは一目で分かる。そして、問題はその大きさだ。

　決して小さくは無いはずの俺おれの足よりも遥はるかに大きい。この足跡の主は相当な巨体なのだろうと想像がつく。

　師匠の話を思い出す。ホルモンの調ちよう和わが崩れて怪物化した『人間』。それなら足も人型をしているはずなんだから──やっぱり師匠の話は、ホントだったってことになるのか……？

「……いま、外から音がしなかった？」

　ぞわぞわとはい上がる恐怖を感じていると、中から月つきの堅い呟つぶやき声ごえが聞こえた。

　……どうしようか、覗のぞいてたことがバレるかもしれないし、逃げた方がいいのかもしれないけど。なにかがいるというのに今ここからいなくなるわけにはいかないと思う。

　さっきと打って変わって、ささやき合うような三人の声が響ひびいてくる。

「こ、怖いことを言わないでください、氷ひ坂さかさん……」

「もしかして、か、怪物かもしれませんよ？」

「い、言わないでひみこちゃん……。早く出よ？　怖い時は、真しん一いちの傍そばにいるのが一番安心」

　音を出さないためか、それきり会話は途と絶だえる。……それじゃ、ここで三人が上がるのを待つか。怖いけど、俺おれは男なんだから、みんなをしっかり守らないと……。

　箒ほうきを構えて息を潜ひそめながら辺あたりを警けい戒かいしていると、やがて、風ふ呂ろ場ばの戸が開く音が聞こえた。

　一応中を窺うかがうと、三人の姿は磨すりガラスの向こう側に映っていた。……よし、もう戻ってよさそうだな。

　走って家の玄関に戻り、怪物が入らないようにと急いでドアと鍵かぎを閉める。これでちょっと安心できたか……。

　Ｔシャツとズボンを脱いで下着姿になって、服に染みた水をキッチンでぎゅうぎゅうと絞っていると、

「真一、おまたせ……っ？　なんで裸なの……っ」

　戻ってきた月が頰ほおを赤くして、ドアの陰に隠れてしまった。

　藍あい川かわも同じ反応で、月の上からひょこんと顔を出し、こちらの様よう子すを窺っている。ひみこだけは普通に入ってきて、俺の傍に寄ってきた。そして向けられる疑ぎ惑わくの視し線せん。

「……真一せんぱい、もしかしてさっきお風呂場覗いてませんでしたか？」

　ぎくっとしたが、素知らぬ声で答えることにする。

「……覗くわけないだろ？　ただ、外で音が聞こえたからな。ちょっと見に行ってたんだ」

　ひみこの表情が途と端たんにらしくない弱々しいものに変わり、服……を着ていないので、トランクスの裾すそを握ってくる。

　月と藍川も小走りに俺の許もとへやってきて、四人で団だん子ご状態になってしまった。……せ、狭い。でも正直、俺も怖いからこうしてた方が安心かもしれない。

　ふわりと花のようなシャンプーの香りに包まれて、寄り添う三人の顔を見ていると、一いつ瞬しゆんさっきの浴室の光景が頭に浮かんでくる。ヘンな気分になりそうになったが……、そんな場合じゃないと首を振った。

　ひとまずズボンだけを穿はいて、三人に顔を向ける。

「……あのさ、三人とも、落ち着いて聞いてくれよ？」

「……いじわるで怖がらせたりしたら、私たち、泣くから」

　釘くぎを刺すような月つきの言葉。俺おれの表情になにか不ふ穏おんなものを感じたらしい。

「……悪いけど、意地悪じゃないんだ。いいか？　どうも外に誰だれかいるらしいんだ。馬ば鹿かでかい足跡があったし、さっき俺の頭にまた松ぼっくりが飛んできた。……昼から監かん視しされてたのは間違いないみたいだ」

　月の顔が蒼そう白はくになる。……言わなかった方が良かったか？　でも、警けい戒かいしてもらわないと危険だからな。

「あ、ああ、あの、せんぱい、ブッシュ・デビルがいるってことですか……？」

「……もしかしたら、だけど。あの足跡は、ちょっと人間離ばなれした大きさに見えたよ」

　ひみこはひみこで泣きそうな顔になっていた。……さすがのこいつも、こんな状況は楽しめないみたいだな。

「ど、どど、どうしましょう？」

　震ふるえながら俺の腕を摑つかんでくる藍あい川かわ。お化ばけ屋や敷しきの時以上に怖がっているみたいだ。今度ばかりは仕方ないな。俺も怖いし……。

「まずは電話、警察を呼ぶんだ。その後は、近くの家に入れてもらうとか……」

「電話はいいけど……。こんな日にいきなり押しかけて、家に入れてもらえるのかな……」

「そうですね……。それに、外に出た時をねらって化け物が襲おそってくるかも……」

　月とひみこは外に出るのに否定的だ。……むう、たしかに二人ふたりの言うとおりかも。となると、家の中でじっと閉じこもってるのが一番かな。

「とにかく電話だ。藍川、あの電話使っていいよな？」

「あ、は、はい、どうぞ」

　リビングの棚の上にあった受話器を取って耳に当て、番号をプッシュする。

　──が、おかしい。受話器から何の音も聞こえてこない。

「藍川、この電でん話わ機き壊こわれてるみたいだぞ？」

「え？　そ、そんなことは無いはずですけれど……」

　しかし何度もフックを押してみても、なんの反応も無かった。

　俺は静かに受話器を戻す。かちゃ、という音がやけに大きく部へ屋やに響ひびいた。

　雨はさらに勢いを増し、ざあざあではなく、ドーッとまるで増水した川のような音を立てていた。それだけに部屋の静けさが際きわだち、この家だけが周囲の空間から孤立しているように感じられる。

「…………真しん一いちっ」

　月が恐怖を我が慢まんしきれなくなったのか、俺に抱きついてくる。藍川とひみこもしがみついてきて、またもしっかり寄り添う俺おれたち四人。

「ま、待て待て。まだケータイがあるじゃないか。連絡は取れるはずだって」

　言いつつ、部へ屋やへと向かおうとする──が、月つきたちはしがみついたままブルブル震ふるえていて離はなれてくれない。

　仕方なく、四人で固まったまま俺にあてがわれている部屋へ。俺のケータイは充電器に繫つないでベッドに置いておいたはず──だったのだが、

「無い……」

　部屋のどこにも、ケータイの姿は見当たらなかった。

　足早に二階の女性陣の部屋にも行ってみたが、彼女たちのケータイも忽こつ然ぜんと姿を消していた。ベッドの下、タンスの後ろまで捜してみても、どこにも見つからない。

「…………」

　力なくリビングに戻る俺たちの間には、いつの間にか会話が無くなっていた。







　カチッ、カチッとアンティーク調ちようの壁かべ時ど計けいが時間を刻んでいる。

　月たちはソファに並んで座り、静かに手を握り合っていた。藍あい川かわが真ん中で、月とひみこがそれに寄り添う格好になっている。まるで姉妹みたいだった。

　俺は箒ほうきを手に窓まど際ぎわの壁に寄りかかっていた。しかしカーテンの向こうを窺うかがう気にはなれない。こういう時は男がしっかりしないといけないとは分かっていても、やはり怖いものは怖いのだ。

　降ふり止やまない雨音と時計の音を感じていると──

「あの、すごろくとか、やりませんか……？」

　ひみこがぽつりと、そんなことを言い出した。

「こんな風にずっと緊きん張ちようしてるよりも、ある程度リラックスしてた方がいいと思いますし……。気分転換になにかしたくありません？」

　俺たちの様よう子すを窺うような後こう輩はいの視し線せん。……みんなに気を遣つかってくれてるのかな。

「うん、そうだな。なにかしてたほうがいいかもな」

　迷う素そ振ぶりを見せずに頷うなずく。得え体たいの知れない生き物が外にいるかもしれないとはいえ、そいつが俺たちを襲おそってくるとは限らないのだ。そもそも、襲うならとっくに襲っていると思うし。怯おびえすぎるのもよくないって気はする。

　月が藍川の顔を見上げる。

「すごろく、あるの？」

「ええ、昨日きのうひみこちゃんと家を見回っている時に見つけたものが一つ。一階寝室のクローゼットの中にありました」

　言われて俺が取りに行ってみると、たしかに小学生向けのすごろくのセットが一つあった。リビングに戻って早速広げ、準備をする。内容もごくシンプル。『一回休み』、『ふりだしにもどる』などというスタンダードなマスばかりのようだった。

「よし、それじゃ、やってみるか」

「ええ、やってみましょうっ」

　俺おれとひみこが努めて明るい声で言うと、リビングの雰囲気も少しだけ和やわらいだ気がする。

　ブッシュ・デビル撃げき退たい用ようのフライパンと殺虫剤を脇わきに置きつつ、俺たちはゲームを始めることにした。

　──すごろくなんてものも久々にやるので、楽しめるはず、だったのだが……、

「お、お前らなんでそんなに強いんだ……!?」

　ゲーム開始から十分後、最後尾が俺で月つきたち三人は団だん子ご状態。もう追いつきようが無いくらいに一人ひとりだけ引ひき離はなされていた。

「真しん一いちが弱すぎるんだと思う」

「ええ……、さっきから一ばかりですし」

　月は呆あきれ混じり、藍あい川かわはくすくす笑いながら俺の手元を見ている。……お、おかしいな、なんでこんなに出目が悪いんだ……。

　今度こそ、と気合いを入れて振ってみる。

　ころころ、ころ。

「くくくっ、真一せんぱいまたイチですっ」

「ちょ、お、おかしいってこれ！　絶対細工してあるだろ!!」

　ひみこが笑え顔がおになってくれたのは嬉うれしいのだが、この展開は納得いかない……。

　しかし抗こう議ぎする俺をよそに、その隙すきにとんっと何もないコマへ俺の人形を進める月。

「負け惜しみはだめ。……ふ」

　珍しくクイッと口元を曲げ、幼おさな馴な染じみは勝ち誇った笑えみを浮かべる。……まあ、みんなが楽しそうになったのは良いことだけど。俺の運が悪すぎるのはどうなんだ。怪物が入ってきたら、真っ先に俺が殺されそうじゃないか……。

　と、そんな風に俺だけは不ふ吉きつな予感に囚とらわれていたが、リビングの雰囲気はさっきよりも断然明るかった。よし、このまま朝になってくれれば言うことは無いんだけど……。

　再び俺の番が来て、サイコロを振ろうとすると、ひみこが「あ」と呟つぶやいて立ち上がる。

「わたし、ちょっと外しますね」

「なんだ、トイレか？」

　咎とがめるようにぷにっとほっぺたをついてくる月。

「真一は、いくら言ってもデリカシーが身につかない」

「月せんぱい、男の人ってそういうものですよ？　ウチでもお兄にいちゃんとかデリカシーゼロですし。それじゃ、いってきまーす」

　ひみこは気にしない様よう子すでリビングから廊下へと出て行った。一いつ緒しよに行こうか……と言おうとも思ったが、やめておく。せっかく恐怖が薄うすれてるんだから、思い出させることもないだろう。

「あ……、真しん一いち、夜食食べたい？　なにか作ってあげる」

　月つきが思い出したように言う──と、こちらも思い出したように腹がぎゅるる、と音を立てた。

「そういや、腹減ったかも……」

「ふふ、やっぱり男の人はよく食べるのですね。氷ひ坂さかさん、私も手て伝つだいます」

　くすっと笑う藍あい川かわ。二人ふたりが立ち上がろうとすると──




　ドンッ!!




　廊下の方から大きな物音が聞こえてきて、俺おれたちは三人とも飛び上がりそうになった。

「な、なな、なに、いまの……」

　女の子二人はソファの上でくっついて小さくなる。藍川は月の肩を守るようにぎゅっと強く抱きしめていた。

　俺は恐怖を感じる間もなく箒ほうきをひっつかみ、リビングを飛び出す。

　トイレを勢いよく開けるが、中には誰だれもいない。

「ひみこ!!　どこだ!!」

　心配で胸が潰つぶれそうになりながら叫ぶが、期待する返事が戻ってこない。

　手でも洗っているのかと、横の洗面所に飛び込もうとすると、背後からまたドンッと物音。どうやら一階寝室の方から聞こえてきたらしかった。

　背後にあったドアを開け、寝室の中に飛び込むと──

「そんな……」

　窓が開け放たれ、外の雨音が大きく室内に響ひびいていた。

「ひみこ……!!」

　窓辺に駆け寄り、外を見回す──が、真っ暗な周囲にはすでに誰の姿も見当たらなかった。ただ、窓下の地面にはさっき外で見たものと同じ大きな足跡が残っている。

　土ど砂しや降ぶりの雨音は耳を聾ろうするくらいに大きくなっていた。

　──もしかしてひみこ、さらわれたのか？

　そう考えた瞬しゆん間かん、ふらっと足あし下もとから崩れ落ちそうになる。こんな雨の中で怪物にさらわれたりしたら……、いったいどんな目に遭あってるか、想像したくない。

　しかし、ぐっと足に力を込めて耐えた。

「ちょっとアホの子だけどな……、あいつは大切な後こう輩はいなんだぞ……!!」

　倒れてる場合じゃない。ひみこを捜しに行かないと!!

　そう胸に決めて、裸足はだしであることも構わず窓から外へと飛び出そうとすると、




　ぷつっと音がして、突然部へ屋やの電気が消えた。




「な、なんだ!?」

　真っ暗になり、視界が黒く塗りつぶされる。さっきまでついていた廊下の電気も消えている。どうやら家中の電気が一いつ瞬しゆんで落ちてしまったらしい。

　雨のせい──とも思ったが、こんな状態だ。人、ではなく、怪物の仕し業わざに違いない。

　真まっ暗くら闇やみの中をふらふらと歩きながら、なんとか廊下に出る。早く月つきたちの所に戻らないと……！

　手で暗闇を探りながら足を進める──と、ちゃかちゃかとなにやら硬質な音が前方から聞こえてきた。

「…………」

　息を飲み込み、足を止めて箒ほうきを握る。

　──ど、どうしよう。絶対誰だれかいる。や、やべえ、思った以上に怖いんだけど……。ほ、包丁とかは持ってないよな？

　逃げたかったが、ここで逃げると月たちまで巻き込んでしまうし、ひみこを助けなければいけない。それにこの足音の主は前方からやってきているのだ。怖いけど……こ、ここでなんとか撃げき退たいするしかない。

　意を決して箒を構えると、ちゃかちゃか、という音が止まる。……足音だったのか？　それにしては妙な音──

「う…………!?」

　ぞっとして、腰が抜けそうになった。

　暗闇の中に、二つの目が光って見えたのだ。位置が低く、不気味な二つの鋭するどい光は人間のものとはとても思えない。

　ま、まさか、これがブッシュ・デビル──!?

「はっはっはっはっはっ!!」

　小刻みな呼吸音が響ひびいてきて、俺の恐怖は臨りん界かい点てん突破。

「せ、せせ、せや────────────────────!!」

　恐怖を振り切るように思いっきり叫んで、箒を振り上げ、相手の目をねらって渾こん身しんの面うちを──お見み舞まいする前に素す早ばやく化け物が飛びかかってきた。腰が抜けて、思わず後ろにひっくり返る。

「う、うわ、うわあああ!!」

　バイオでハザードな某ぼう有名ゲームを思い出す。ああいうゲームで序じよ盤ばんに殺される隊員のうちの一人ひとり。今の俺おれはまさにそういった役回りだ。

　顔をねばついたものでべろべろと舐なめられる。こ、これはなんだ、舌か!?　俺の味を確たしかめてるのか!?　今から俺を食べる気なのかあ……!?

「こ、のぉ……!!」

　簡かん単たんに食われてたまるかと、のしかかってきていた体を思いっきり突き飛ばす。

「キャインッ」

　思ったより軽く、予想外に頼りない声が聞こえた。恐怖心が少しだけ薄うすれる。

　──そ、そう簡単に食べられるもんかよ……！

　足をがくがく言わせながら立ち上がる──と、

「うおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおん!!」

　今度は後ろから熊くまのような雄お叫たけびが聞こえてきた。

　──今の、リビングから……!?　まさか向こうが本物か……!!

「月つき……!!」

　幼おさな馴な染じみの名前を叫びながら、壁かべにぶつかりながらもリビングに飛び込むと、

「うわ……」

　握っていた箒ほうきがするりと手からこぼれ落ちそうになる。

　窓まど際ぎわ、ほんの微かすかな明かりに照らされて、巨大な化け物が立っていたのだ。

　瞬しゆん間かん、かっと部へ屋やが目ま映ばゆい稲光で照らされ、耳をつんざく雷の音が響ひびき渡る。

　一瞬浮かび上がったその姿はまさに怪物。おそらく二メートルほどはありそうな巨体で、体つきは人間なのだが、頭部が奇妙だった。顔は毛むくじゃらで、熊みたいな耳が頭の上に生はえている。

　──こ、こっちが本物のブッシュ・デビルか……。

　ぞくっと肌が粟あわ立だつのを感じつつ、怪物の前に女の子が立っているのも見えていた。藍あい川かわが月を庇かばうようにして、化け物と対たい峙じしているのだ。……さすがは藍川、男でも珍しいくらいの勇気の持ち主。でも、元々が怖がりな彼女のことだ。怯おびえて震ふるえているのは間違いない。

　は、早く助けないと……！

　藍川の前に飛び込もうと足を踏み出した瞬間、化け物は大きく手を振り上げて彼女に迫る。

　間に合わないか──と目を瞑つむりたくなった刹せつ那な、

「か、かかってきなさい!!　氷ひ坂さかさんは、私が守ってみせます!!」

　お嬢じよう様さまの勇ましい言葉が聞こえた。に、逃げないつもりか藍川……!?

　二人ふたりとも逃げろ、と叫ぼうとすると──彼女の体がふわりと宙を舞まった。

　バレーの時のようにバネの効いた跳ちよう躍やくを行う藍川の姿が暗がりの中に微かに見えて、その手に持っているのは、おそらくセラミック製のフライパンだ。

「ふっ!!」

　最高点まで飛び上がると同時、かけ声と共に振り下ろされる彼女の右手。

　そして──




　──ゴィンッ!!




　岩を鉄の棒で殴りつけた時のような、微かすかに反はん響きようする鈍にぶい轟ごう音おんが響ひびいてきた。クワワ～ンっと響くような音ではないあたり、よっぽど強く叩たたきつけたのだろう。フライパンのシルエットは怪物の脳天と完全に合体していた。

　藍あい川かわはとんっと小さな音を立て、床ゆかに華か麗れいに降り立つ。

　今の一いち撃げきが効いたのか効かなかったのか、怪物はぴたりと動きを止めた。

　リビングに静けさが戻り、再び雨の音が耳に入ってくる。そして藍川の荒い息の音。

　ごくりと息を飲んで黒い巨体を見ていると……、

「お、お見事……」

　地鳴りのような低い声と共に、大きな体がふらりとよろめく。

　そして──ずしんっという音と共に後ろへと倒れ込むブッシュ・デビル。フローリングの床がみしっと軋きしんで揺れた。

　俺おれはその様よう子すを、あんぐりと口を開けて眺めていた。

「や、やった。すげえ藍川……」

　拳けん銃じゆうでも倒せなかったという怪物をフライパンの一撃で……。藍川は無敵のお嬢じよう様さまなのかもしれない。

「あ、で、電気つけなきゃ。藍川、ブレーカーってどこだっけ？」

「はあ、はあ……。お、お風ふ呂ろ場ばの横、です……」

　荒い息をついている藍川に月つきが寄り添うのがぼんやりと見える。俺はさっきのもう一匹の怪物を警けい戒かいしながら廊下に戻り、風呂場横の壁かべを探ってブレーカーを上げる。

　と、ぱちっと音がして、蛍けい光こう灯とうの白い光が廊下を満たした。

　目に鈍どん痛つうを感じるものの、視界が回復したことにほっとして、急いでリビングに戻ろうとする──と、

「くぅーん……」

　鼻を鳴らす音と頼りない声、なにやら足にまとわりついてくる感触。

　足あし下もとに視し線せんを落としてみると──

「ハリー……？」

　俺の足にまとわりついていたのは、朝方ひみことじゃれ合っていた、隣りん家かのおばさんの飼っている柴しば犬いぬだった。

　な、なんでここにこいつが……？

　毛並みの良いはずの中型犬は全身びしょ濡ぬれ、頭をもたげながらご機き嫌げんを取るように俺おれの足にすがりついている。……あ、そっか。さっきはたぶん喜んで俺に抱きついてきたんだ。それなのに突き飛ばされたから、嫌われたと思ってショック受けてるんだな。

「す、すまん、お前だって思わなかったから……」

　頭を撫なでてやると、すんすん鼻を鳴らしながら俺の手に顔をこすりつけ、しっぽをぶんぶん振り始める。……さっきはこいつを殴おう打だするところだったのか。危なかった。でもホントに、どうしてハリーがいるんだ？　俺たちを追いかけてここまで来たってことは、さすがに無いだろうし……。

　首を傾かしげながらも犬を引き連れてリビングに戻ると──なぜか月つきが頭痛を堪こらえるように眉まゆをひそめて俯うつむいていた。藍あい川かわはフライパンを持ったままおろおろとしており、さらに奇妙なことには、大きな窓の傍そばではひみこがちんまりとしゃがみ込んでいる。

「え、え？　どうなって……んだ？」

　そして床ゆかに仰あお向むけに倒れているモノを見て、俺も顔を思いっきりしかめた。

　頭に熊くまのかぶり物をしているが、それは化け物ではなく人間。百九十を超える筋きん骨こつ隆りゆう々りゆうの体と作さ務む衣え姿……。

　熊のかぶり物を取ってみると──

「なにやってるの、お父とう様さま……」

　もはや呆あきれるしかないといった風な月の声。

　白目を剝むいて倒れているのは、氷ひ坂さか家けの大黒柱だった。




　　　　＊




「えー……、実は、なにか起こった際に協力しあえるのかどうか、お前たちを試していたのだ」

　ソファに座り、氷で頭を冷やしながら、巨体のオッサンはそんなことを言う。

「……試していたって。どういうことだよ？」

「だから、お前たちの協きよう調ちよう性せい、といったものを見させてもらったのだ。昼食は儂わしが食べたのだが、結果、お前たちは協力して魚を捕っていたし、夜、こうして危険が迫った時には、藍川くんも必死に月を庇かばい、積せつ極きよく的てきに悪あつ漢かんに立ち向かった」

　師匠は満足げな顔で藍川の肩を摑つかみ、頷うなずく。

「合格だ、藍川くん。君を月の友人として認めよう」

「は、はい、ありがとうございます……」

　困惑気味に頷くお嬢じよう様。……まあねえ、そりゃ、理由はどうであれ、こんなことされれば戸と惑まどうよなあ。

　床にぺったり座っているハリーの頭を撫なでながら、長年の師にびしっと指をつきつける。

「師匠さ、アンタ馬ば鹿かだろ？」

「な、なに!?　父にも等しい師に向かって馬鹿とはなんだ馬鹿とは!!」

　いきなり怒られてもまったく怖くない。……っつーか、師匠の方が悪いもんな。

「だってさ、松ぼっくりぶつけてきたり、わざわざ浜辺に魚の食べかす残したり、ブレーカー落として、ビビらせるために犬まで連れてきて……。あと、外の足跡はなんだよ？　なんで裸足はだしになってんだ？　それにブッシュ・デビルだ。とんでもないデタラメ教えやがって……」

「松ぼっくりをぶつけたのは、お前が月つきにいやらしいことをしようとしていたからだ。それに、ブッシュ・デビルを考えついたのは儂わしではなくひみこくんだぞ？　魚の食べかすも、足跡をつけたのもひみこくんのアドバイスによるものだ」

　じろりとソファの上の小さな共犯者に目を向けると、機き嫌げんを窺うかがうような視し線せんが返ってくる。

「ひみこ、お前な。妙な入れ知恵してないで止めろよな……」

「だ、だって、恵めぐみせんぱいを確たしかめるためだって相そう談だんされて、わたしも協力するべきなのかなと……。ちょっと楽しそうでしたし」

「楽しそうってな……。ブレーカー落としたりしたのもお前か？　ずっと怖がってたのも演技だったんだな？」

「はい……もちろん全部演技でした。さっきはずっとベッドの下に隠れてて、せんぱいが窓の外見てる間に足音立てずに外に出て、ブレーカーを落としました。そのあとリビングに静かに戻って、窓の鍵かぎを開けておじさんとハリーを中に入れたんです。……あ、それと、ケータイは全部二階のクローゼットに隠してありますから」

「電話は？　繫つながらなかったけど……」

「あれは儂が外のジャックを抜いておいただけだ」

　二人ふたりにすべて答えられ、はあ、とため息。どっと疲れが押し寄せてくる。

「……全部あんたたちの作戦だったってことか」

　ぱしっとハイタッチする師匠とひみこ。……いつの間にか意気投合してやがったな。

「ここまでうまくいくとは思いませんでしたねっ」

「うむ。目的はちゃんとあったとはいえ、ちょっとスリラー映画の犯人になった気分だったぞ」

　いたずらを成功させた子供のように、にんまりと笑え顔がおを浮かべる二人。……ああ、やられた方はたまったもんじゃないけど、犯人側なら楽しかっただろうよ。バラエティ番組の芸人騙だましみたいなもんだな。

　……ちょっと叱しかってやろうと思ったが、師匠の頭を見て思いとどまった。

「本当ならもっと文句言いたいところだけど……、罰は藍あい川かわの一いち撃げきで十分だろ」

　オッサンの頭には、ぷっくりとたんこぶができていた。今まで見たことが無いくらいの見事なこぶ。膨ふくらみかけの餅もちみたいだ。

　藍あい川かわはさっきからぺこぺこと頭を下げ続けている。

「も、申もうし訳わけありませんでした！　まさかおじさまとは知らず……」

「いやいや、謝あやまることはない。見事な一いち撃げきだった。儂わしは今まで木刀で殴られたことも交通事故にあったこともあるが……、失神したのは初めてだったぞ。うむ、本当にすばらしい振り下ろしだった」

　こらしめられたのになぜか嬉うれしそうな師匠。

「ふむ、どうだ藍川くん。剣道をやらないかね？　君なら今から始めても、きっと全国レベルまでたどり着けると思うのだが……」

「え、い、いえ、私は荒っぽいことは苦にが手てで……」

　……なんだかよく分からないけど、藍川のこと気に入ったみたいだな。こっちとしてはありがたいって言えばありがたいし、終わり良ければ……の考え方でいけば、これでいいのかもしれないけど。もうちょっと別の方法で、藍川の性格確たしかめることはできなかったもんかな。

　はあ、とソファに背中を預けると──

「お父とう様さま」

　月つきの硬質な声がリビングに響ひびいた。いつものふわりと浮くような小さな声ではなくて、ずしっと重く感じる珍しい声こわ音ね。

「む。どうした月？」

「お父様は、みんなを怖がらせたから悪い人。それに、勝手に藍川さんを試したりするなんて失しつ礼れい千せん万ばん」

　月の声はやはり堅い。俺おれはごくっと唾つばを飲んだ。

　……やば、これ、怒ってるぞ。いつもの、俺がエロいことしてちょっと怒るとかとは違う、本気で怒ってるんだ。

　師匠もそれに気づいたらしい。笑え顔がおから打って変わってしゅんっと気落ちした様よう子すになり、月の前に腰を落とした。

「う、うむ……。たしかに、儂はお前たちを怖がらせたし、藍川くんを試してしまった。しかしそれは、すべてお前のことを思ってやったことで──」

「……でも、他ほかにやりようはあったはず。いいわけしちゃだめ」

「う…………すまん」

　娘に叱しかられるのは俺に言われるのと質が違うらしい。師匠はぺこりと頭を下げた。

　仲ちゆう裁さいしようか……と思ったが、黙だまっていることにした。いちいち俺が出しゃばるのもよくないだろう。

　いつの間にか、雨は小降りになっているようだった。窓から波の音が微かすかに聞こえてくる。

　見つめ合っていた二人ふたりだったが、やがて月が下からのぞき込むようにして父の顔を見る。

「……お父とう様さま、そんなに私のことが心配？」

　娘に見つめられた師匠はこほんっと咳せき払ばらいして、厳いかめしい顔のままでやや視し線せんを逸そらし、

「……ああ、心配だ。今までもそうだったが、この頃ごろは特にお前のことばかり考えている」

「小説のことで、喧けん嘩かしたのに？」

「もちろんだ。……何があっても、儂わしはお前のことをいつも心配しているのだぞ」

　月つきの口元が一いつ瞬しゆんゆるむが、すぐにポーカーフェイスに戻る。

「……それじゃ、みんなに謝あやまったら、今日きようのことは許してあげる」

「わかった……」

　師匠はこちらに向き直り、改めて頭を下げてくる。

「みんな、すまなかった」

　う……普通に謝られると、またちょっと気まずいっていうか、反応に困るかも。

「……いやまあ、いいんじゃないか？」

「氷ひ坂さかさんのためにやったことなのですし。それに釣りは楽しかったですもの」

　藍あい川かわもそんなに気にしていないようだった。このお嬢じよう様は甘いからな……ま、でも、たしかに釣りは楽しかったよな。

　一見落着……とリビングの雰囲気が和やわらぐと、師匠は氷を置いて立ち上がった。

「それでは、儂は帰るとしよう」

「え？　泊まっていかないのですか、おじさま。もう夜も遅いですのに……」

「いやいや、ハリーを返さなければいかんのでな。それに若い子たちの集つどいを父が邪じや魔まするわけにもいくまい」

「別にいいだろそんなの。ハリーは明日あした返せばいいんだし、泊まってけばいいよ。本ほん音ねは一いつ緒しよに遊びたいんだろ？」

「ば、馬ば鹿か者もの、そんなことはないわ。……ただし明後日あさつては儂の晩ばん酌しやくに付き合うのだぞ、真しん一いち」

　月父はそう言ってハリーを連れてすたすたと玄関へ向かい、俺おれたちも見送りについていく。家まで五キロかそこらだから、たぶん走って帰るんだろうな。

「それでは四人とも、夜はきちんと戸と締じまりして寝るんだぞ」

　そう言って師匠は玄関のドアを開け、外に出て行こうとする……。

　が、その背中を月がぎゅっと摑つかんだ。

「お父様、本当に泊まっていかないの？」

「む。うむ、お前たちの邪魔はしたくないからな」

　そう返して外に出ようとする師匠。月は俯うつむいていたが、顔をあげて一言だけ言った。

「……おやすみなさい、お父様」

「ああ、おやすみ、月」

　そのやり取りは穏おだやかで、以前と同じ仲のいい二人ふたりのものに見えた。
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「よっこらせ、と……」

　月つきの体をベッドの上に横たえる。唇からはすぅすぅと静かな寝息。子供みたいにあどけない寝顔だった。Ｔシャツとスパッツの涼しげな格好だけど……、タオルケットかければ風邪かぜは引かないよな。

　ふう、と息をついて、月の横に腰掛ける。ぎしっとベッドのスプリングが音を立てた。

　ここは二階の一室だ。雨が止やんだので換気のために窓は開けており、湿気混じりの少しひんやりとした風が部へ屋やの中に入ってきている。

　あれから二時間ほどみんなテンション高めで話をしたり遊んだりして、今この家で起きているのは俺おれと藍あい川かわの二人ふたりだけ。月とひみこは遊んでいるうちにこてんっと寝入ってしまい、藍川は一階で後片付けをしている。この後は、ソファで横になってるひみこもこの部屋に運んでこないと。

「……なんだかんだで、上手うまくいったから良かったな、月」

　幼おさな馴な染じみの寝顔を見ながらぽつりと一言。

　藍川の件はこれでオッケー。二学期からは三人で過ごせるから随ずい分ぶんとラクになると思う。なにより同性の友達がいるっていうのは、月にとって心の面でもありがたいことだろう。

　安心すると、俺も眠たくなってきた。窓閉めて、一階に戻るか……。

「……じゃ、おやすみ」

　静かに言って立ち上がろうとすると──

「ん……」

　月がくぐもった声を漏らして、もぞっと身をよじった。

　大きめなＴシャツがずるっとずれて、ほっそりした肩口が露あらわになる。白い肌は二日連続で陽光を受けて、少しだけ赤くなっていた。

「…………」

　思わず視し線せんが幼馴染みの肌に釘くぎ付づけになる。頭の中ではさっきの風ふ呂ろ場ばでのことが思い出されて、ちょっとドキドキしてきた。

「……いやいや」

　さすがにこんな時にヘンなことをしようとは思わないぞ。すぐに藍川とひみこもやってくるんだから。そこまで俺は節せつ操そうなしじゃない。

　よし、と立ち上がろうとするが、

「んぅ……」

　またも身もだえする幼馴染み。くねっとしなが作られ、今度はＴシャツがわずかにめくれ上がって、可愛かわいらしい臍へそがちょこんと顔を出した。

　ごくっと喉のどを鳴らす。

　臍も気になるのだが、それと同時に視し線せんが引き寄せられるのは色っぽい声を漏らす月つきの唇だった。

「……キス、したんだよな」

　この前のことを思い出す。俺おれはこの唇に自分の唇を重ねたのだ。取材とはいえ、恋人同士がやる行為をしたのである。あの時のことは今でもまったく忘れていない。

　……もう一回でいいから、あの感触を味わいたい。

　あれからことあるごとに思っていた、そんな願がん望ぼうがむくむくと大きくなってくる。

　今日きようは不安に包まれた一日だったが、最後には全部うまくいった。しかもここは別荘で、今は友達と旅行中なのだ。そのせいか、なんだかちょっとくらい羽は目めを外してもいいんじゃないかと思えてくる。

「うん……そうだ、取材なら……」

　取材なら、ほんのちょっとだけ唇をつけるくらいなら許されるんじゃないかと思う。俺も月と一いつ緒しよに作品作りに携たずさわってるんだし……。眠ってる女の子の唇を奪う気持ちを体たい験けんすれば、そういうシーンを書くときに、リアリティのあるアドバイスができるかもしれない。

　それになにより、キスは大切なことだけど……、前の反応を見た限りじゃ、月は嫌いやがったりはしないに違いないと思えるのだ。

　よ、よし、やるぞ……。

　腹を決めて、月の頭の横に手をつき、覆おおい被かぶさるような体勢をとる。耳を澄すませても、藍あい川かわが二階に上がってくる足音はしない。

「ちょっとだけだから。……軽い気持ちでやるんじゃないからな。真剣な取材なんだ」

　そう呟つぶやきながら、そっと月の唇に顔を寄せていく。

　すうすうと静かに呼吸している唇は前と同じで柔らかそうで、触れればきっと瑞みず々みずしい果実のような感触がするに違いない。あの時の唇に触れた感触は、思い出そうと思えばすぐに唇に蘇よみがえるのだ。

　……あの夜と同じ、少し触れるだけ……。

　鼻先が交差し、あと一センチ。

　あと数ミリで触れる──という瞬しゆん間かん、

「待てぇーい!!」

　窓から男の野太い大声が響ひびいて、俺は冗じよう談だん抜きでショック死しそうになった。

「待て待て待て!!　ゆ、許さんぞ!!　お父とう様さまはそんなことは許さんぞおおおお!!」

　月から飛ぶようにして離はなれて窓へ視線を向ければ、そこには般若はんにやのような形ぎよう相そうをした師の姿。

「し、師匠!?　か、帰ったんじゃなかったのかよ!!」

「ふん、お前と月つきの雰囲気がどーも怪しいから、一昨日おとといからずっと監かん視ししていたのだ!!　今日きようも帰るふりをしてずっとこの別荘の傍そばで張っていたのだが……ついに尻尾しつぽを出しおったなこの色情狂めが!!」

「ちょ、ちょっと待て!!　い、今のは違うぞ!!　ちょっと月の……えっと、体温確たしかめようとしただけだから!!」

　氷ひ坂さか家けの主あるじは窓に足をかけ、中に入ってこようとする。

「噓うそをつくなこの馬ば鹿か弟子!!　そこへ直れ!!　儂わしが成せい敗ばいしてくれ──」

　──が、その瞬しゆん間かん、目の前の月が勢いよく起き上がった。そしてびゅんっと彼女の手元から放たれる枕まくらという名の弾丸。

　ぼすっ!!

「お？　おお、おおおおぉぉぉぉぉぉぉぉ────────────────────」

　なかなかにいい音がして師匠の顔がん面めんに枕が直ちよく撃げき。ぐらりとバランスを崩し、窓の外へと巨体が姿を消す。声がドップラー効果のように遠くなっていき──どさっと音がした。普通の人なら二階から落ちれば病院送りだろうが、家の屋根から落ちてもかすり傷一つ負わないあのオッサンならどうということもないだろう。

「……っつーか、お、起きてたのか月？」

　月は枕を投とう擲てきした体勢で、荒い息をついていた。その顔は真まっ赤かな林檎りんご状態。そして心しん臓ぞうの鼓動を抑えるように、胸の辺あたりを手で押さえている。

　ずっと寝ていたのなら、こんなに顔を紅こう潮ちようさせて、覗のぞき見みしてた父に枕を投げつけたりはしないだろう。

　となると……聞くのが怖いけど、聞かなくてはなるまい。

「え、えっと、もしかして……ずっと起きてた？」

　こくんと小さく頷うなずく月。

「……ん。目の前で真しん一いちが『軽い気持ちでやるんじゃないから』って言った時から。ほんの少しだけ目を開けて、顔が迫ってくるの、見てた」

　……うわ、キスしようとしてたの、バレバレだったのか。

「あ、あの。ごめんな、寝てる時にヘンなことしようとして……」

　頭を下げて謝あやまると、月は頰ほおを真っ赤にして、俯うつむいてぽつりと一言、

「……謝らなくていい。やめてほしいなら、やめてって言ったもの」

　その言葉に、俺の頰にもランプのような熱ねつが灯ともる。

　それはつまりやめてほしくなかったってことか……って聞くのが野や暮ぼなんだってことは、さすがの俺でもなんとなく分かった。







「さっきのあれについて説明してもらおうか、真しん一いち、月つき」

　またもリビングにて話し中。俺おれと月は正座で師匠の前に座らされていた。藍あい川かわと、騒さわぎで目を覚ましたひみこもソファに座っている。ついでに柴しば犬いぬハリーも眠たそうに床ゆかにぺったりと腹をつけて伏せていた。

　二階から落ちたせいで泥だらけになった師匠は、俺をじろりと睨にらみながら聞いてくる。

「……真一。お前と月は恋人関係になったのでは、ないよな？」

「あ、ああ。違うけど」

「それではどうしてお前は月に、あんなことをしようとしていた？　月もだ。お前はどうして起きていたのに、寝たふりをしたまま抵抗しなかった？」

　……答えにくい。黙だまり込み、月と顔を見合わせる。噓うそをつくべきか、どうするべきか……。噓はつきたくないんだけど、事が事だからなあ……。

「……はっきり言うが、誤ご魔ま化かしても無む駄だだぞ。なんとなくだが、予想はついているのだ」

　師匠の目は獲え物ものに逃げ場を与えまいと光っているようだった。……そうだな。どうせバレるだろうし、無駄に噓はつかないようにしよう。

　月父の顔から目を逸そらさないようにし、はっきりと答える。

「……あれは、体たい験けん取材なんだ」

「……ん。小説にリアリティを出すための、取材。必要なことなの」

　正直に話すと、師匠はこれ以上は無理というくらいに額ひたいに皺しわを寄せた。

　しばし難むずかしい顔で考え込む父親の前で、緊きん張ちようしたまま言葉を待っていると……。

　やがて師匠は、顔をしかめたままで口を開いた。

「体験取材……。今までも何度もやっていたのか？　官能小説に書かれるようなシーンを？」

「ああ。やってた。それなりの数な」

「……そうか。小説のためか？」

「そう。小説のため」

　月が言うと、師匠は大きなため息。そして眉み間けんを押さえてあっさりと言う。

「今後は禁止だ。……どうしてもやるなら真一が他ほかの人とやっているのを見るとか、そういうことにしなさい」

　ショックを受けたように固まる月。俺ももちろん黙だまってはいられない。

「し、師匠。これは執筆のために必要なことなんだよ」

「……そうかもしれんが、別に月自身がやる必要は無いだろう？　幸い事情を知る友人がここに二人ふたりいることだし」

　突然視し線せんを向けられ、藍あい川かわとひみこは「え」と体を跳ねさせる。

「そ、そそ、そんな、小鳥遊たかなしさんと取材って、いやらしいことをするのですよね……!?　だ、ダメですわそんなの!!　私たちは高校生なのですから、もっと健全なおつきあいから始めるべきです……!!」

「わ、わたしと真しん一いちせんぱい!?　む、無理ですっ。真一せんぱいってお兄にいちゃんみたいなものなんですからっ。そ、そんなことする関係じゃないですもんっ」

　わかりやすく慌あわてる二人ふたり。藍あい川かわはもちろんのこと、ひみこまで顔を真まっ赤かにして動揺しまくりだ。……そりゃそうだ、いくら友達って言っても、この二人にそんなことはさせられない。前も藍川は辛つらそうだったじゃないか。

　師匠はそんな二人の言葉を聞き流し、床ゆかの埃ほこりを吹き飛ばしそうな鼻息をつく。

「ふむ……とにかく。月つきと真一の体たい験けん取材は許さんからな。……まあ、参考になるというのは分かるが」

　言いつつ、父は娘と目め線せんを合わせる。

「それよりも、一昨日おととい月の小説を見ていて思ったのだが……。どうにもお前の作品には物足りないものがある。母の小説にあって、お前の小説にないものがあるのだ」

　月は眠たそうな目をくわっと大きく見開いた。さ、最大限まで目を開けたって感じだな。

「……お母かあ様さまの小説にあって、私の小説に無いもの？」

「ああ、そうだ。儂わしはそう思った。体験取材よりも前に、自分の小説に欠けているものをよく考えてみることだ」

　師匠はそう言って立ち上がり、眠たくてどうしようもないといった様よう子すのハリーを連れて家を出て行く──が、最後に振り返って俺をじろりと睨にらんだ。

「真一、お前は帰る前に煩ぼん悩のうが消えるまでしごくからな。覚悟しておけよ？」

　出て行く師匠の背中を見ながら、うげえ、とソファに倒れ込む。本気でとことんやるつもりだろう。明後日あさつてあたりがたぶん地じ獄ごくだろうな……。

　月はといえば、硬直して「欠けているもの……」と繰くり返し呟つぶやいており、藍川は頰ほおを染めたまま俺をちらちらと見ている。ひみこは何度も胸に手を当てて深呼吸をしていた。……師匠め、みんなに動揺を残して行きやがって。

「月、あんまり気にするなよ？」

　ショックを受けているようだったので、気休めに言ってみるが、

「……ううん。気にしなきゃいけないことだと思うから」

　小こ柄がらな幼おさな馴な染じみは首を振り、そう答えた。……たしかに俺おれも、師匠の言葉は気になるけど。足りないものって、一体なんなんだろうな。




　結局微妙な空気は消えないまま、一日が終わる。

　──明日あしたは別荘に泊まる最後の日、夜は市をあげての夏祭りだ。
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「長いなあ……」

　氷ひ坂さか家けの玄関前にて、隣りん家かのハリーと戯たわむれながら女の子三人が来るのを待つ。

　時刻は夕暮れ、辺あたりの景色けしきは透明な橙だいだい色いろに染められている。昨日きのうの大雨とは打って変わっていい天気。見上げれば見事な夕焼け空が視界を覆おおい尽くす。耳に響ひびくのはカナカナと静かなひぐらしの声。

　今日きようは別荘に泊まる最後の日で、これから神社で夏祭りが行われることになっていた。

　俺おれは普ふ段だん着ぎ、月つきたちは家の中で浴衣ゆかたに着替えている……のだが、

「長い……」

　着付けには時間がかかるらしく、俺はかれこれ三十分近くこうして柴しば犬いぬと戯れていた。

「……浴衣ゆかたなんて羽は織おって腰に布巻き付ければ終わりだろうに。なんでこんなに時間がかかるんだろうなあ。わかるか？」

「ハッハッハッハッ」

　荒い息づかいが返ってきた。……なんで犬に話しかけてんだろ俺。我ながら寂しいやつだな。

　暇ひまつぶしにバッタでも探そうかな、と思っていると、師匠が表に出てきた。からからと下げ駄たの音が静かな田舎いなか道みちに響く。

「真しん一いち、少し話がある」

「……なんだよ？」

　ちょっとだけ緊きん張ちようしていた。昨日きのう、取材とはいえ、月といやらしいことをしていたということがバレてしまってから、師匠とはまともに話していないのだ。

　立ち上がらずにハリーの頭を撫なでていると、師匠は俺の傍そばの壁かべに背中を預けた。

「……考えてみれば、お前と月の付き合いも長いものだな」

「……ああ。そりゃ、生まれた時から一緒だからな。俺は四歳くらいからのことしか覚えてないけど。仲良かったんだろ？」

「うむ。仲は良かった」

　そろりと横を見上げると、師匠の口元が懐なつかしそうに緩ゆるんでいた。

「いつも二人ふたりでくっついていたな。あの頃ころはお前の方が引っ張られる側でなあ。三歳の頃までは、時々月がお前を泣かしていたくらいだった」

「あー……幼よう稚ち園えんに入った辺あたりから、俺の後ろにくっついて歩くようになったんだっけ？　俺、後ろにいる月しか記き憶おくに無いんだけどさ……」

「うむ、元々お前の方が月より気弱だったぞ。儂わしが抱き上げると、月は高いからと喜ぶのにお前は怖がって泣きながら蹴けってきたりしてな……。その様よう子すがまた可愛かわいいもので、蹴られる痛みも喜ばしく思えたものだから、儂わしはマゾかもしれんと心の中で思っていたものよ」

「……アンタがマゾかどうかはどうでも良すぎるけど、ま、子供の頃ころは男でも可愛かわいいもんだよな」

　氷ひ坂さか家けの主あるじは重々しく頷うなずいて、

「うむ。……あの頃から、お前のことは月つきと同じくらいに、儂がしっかりと育ててやろうと思っていた。月の兄妹兼ボディガードとして。……事故があってからは特に、月と二人ふたりで支え合うようにと教育してきた」

　……そうだな。たしかにそういう風に育てられたよな。

　立ち上がり、師匠と向き合う。

「それで……なにか言いたいことがあるんじゃないのか？」

　巨体の月父は腕を組み、俺おれの顔をじっと見つめてくる。

「……真しん一いち、これだけは言っておくが、お前はボディガードなのだぞ？」

「ああ、そういうつもりで過ごしてるけど」

　平然と答えると、師匠は俺の顔を四方からまじまじと観かん察さつしてくる。

「本当だな？　月とは中学時代と同じように過ごしているのだな？」

「そうだよ。どこも変わってないって」

「昨日きのうは月にキスをしようとしていたが、あれは取材のためなのだな？」

「そ、そうだってば。全部月のためにやってるんだから」

　その言葉を聞いて、師匠の表情がようやく和やわらぐ。ほっとしたみたいだった。

「そうだな、お前は月のためならなんでもするからな。そうかそうか、変わってないのか」

「そうそう、変わってない変わってない」

「しかし明日あした、藍あい川かわくんたちが向こうに帰ってからは、お前のことをしごき倒すのは変わらんからな。一応、煩ぼん悩のうを二度と持つことが無いようにしておかなければならんし」

　ハハハと笑う大男と苦にがい顔の俺。明日のことを考えると気が重いが、ようやく昨日からの気まずい雰囲気が消えた。師匠はつきものが落ちたような顔になっている。

　……本ほん音ねを言うと、全然変わってないかっていうとそうでもないと思うんだけど。……この辺あたりは自分でもよく分からないからな。言おうと思っても、うまく言葉にできないだろう。

「それならば真一、話は変わるが、お前は藍川くんと付き合う気はないのか？」

「うえ!?　な、なんだよいきなり？」

　剣の師は意外と真剣な顔で、

「いや、あそこまで完かん璧ぺきな女の子もそうはいないと思ってな。文ぶん武ぶ両りよう道どう、才さい色しよく兼けん備び、気だてもよく性格もいい。まさに儂が月を育てる上で考えていた理想像とぴったり一致しているではないか」

「……それじゃ、月は師匠の理想像から外れてるのか？　藍川の方が上？」

「いいや、月つきは世界一の娘だ。あの子の前では楊よう貴き妃ひも山やま口ぐち百もも恵えも裸足はだしで逃げ出すだろうよ」

　即座に真顔で言い切る熊くま男おとこ。この親バカめ……。

「それはそれとして、お前と藍あい川かわくんは仲がいいみたいではないか。これはお前の人生で最後のビッグチャンスかもしれないのだぞ？」

「十六年しか生きてないのにもう最後のチャンスかよ……。とにかく、俺おれと藍川はそういう関係じゃないから」

「む……、可愛かわいいとは思わんのか？　見ていてドキッとすることはあるだろう？」

「そりゃ、もちろんあるけど……。なんにしても、藍川みたいな美人が俺と付き合ったりするわけないだろ？」

　師匠はふむぅ、と唸うなっており、納得いかないと言いたげだ。

「……お似合いだと思うのだが。もったいない。やはりお前はロリコンなのか……。ひみこくんの方が好みだということか……」

「か、勝手にロリコンにすんなっての。ひみこの方がありえないだろーが」

「……しかしなあ。真面目まじめな話、お前も異性を好きになっていい頃ころだと思うのだ。月のボディガードというのももちろん大切だが、お前自身も、他ほかの女の子に目を向けるべきではないか？」

　他の女の子……。それは俺ももちろん、誰だれかと付き合ってみたいっていう気持ちはあるんだけど。月のことを考えると、そんな気も薄うすれてきちゃうんだよな。

　そんなやり取りをしていると、玄関の方から話し声が聞こえてくる。

　ようやく来たか……と思っていると、門から二人ふたりの女の子が姿を見せた。

「ほお、藍川くんもひみこくんも綺き麗れいではないか」

　師匠が顎あごに手を当てて、感心したように言う。

　たしかに、浴衣ゆかたを着た藍川とひみこはいつもより魅み力りよくが二倍増しといった感じだ。

　藍川は蝶ちよう、そしてひみこはあじさい模様の着物を着ている。やっぱり普ふ段だんと違う服だと印象も違って見えるもんだな。

「妻の浴衣が藍川くんにサイズが合うか心配だったが、ぴったりだったようだな」

「はい……。でも、よかったのでしょうか？　おばさまの服を私などが着ても……」

「なに、気にすることはない。服もタンスの中にいるより着てもらった方が嬉うれしいだろうさ」

　はははと笑う師匠。しとやかな彼女に、上品で大人おとなっぽい蝶の柄がらはよく似合っている。……あれ、おばさんの浴衣なのか。

「あの……わたしの浴衣、なんだか小さいような気がするんですけど」

　自分の姿を眺めて少し不満げなひみこ。

「ひみこの着てる浴衣、月が小学校の時に着てたやつじゃないか？」

「ええ、そうらしいですわね。丈たけが短めのものがあったので、ひみこちゃんに着てみてもらったのですけれど……、これがあつらえたようでとても似合いましたので。可愛かわいいでしょう？」

　藍あい川かわは娘の晴れ姿を見るような顔だ。……うん、たしかに似合ってる。丈たけが短めでスカートっぽくて、最近の女の子が着てるカジュアルな浴衣ゆかたって感じだ。ひみこの明るい雰囲気にはぴったりみたいだな。

「あの、せんぱい。これ、ほんとに似合ってますかっ？」

　ひみこがそう言ってくるんっとその場で回ると、サイドの髪の毛までひゅんっと揺れて……ふわりと浴衣の裾すそが浮き上がる。……ったく、もうちょっと恥じらいを持たなきゃだめだろうに。

　藍川もちらちらと俺おれの顔を窺うかがうように見ていたので、素直な感想を口にする。

「ああ、可愛くてよく似合ってるぞ。……あ、藍川もよく似合ってる。お前ってそういう服も着こなせるんだな」

「あ、ありがとうございます。氷ひ坂さかさんの着付けがうまかったからです……」

　藍川はほんわかと微笑を浮かべる。

「真しん一いちせんぱい、わたしにももう一言ないんですか？」

「ん、ああ……そういう可愛い服、お前の雰囲気にぴったりだな」

　頭に手を置いてやると、花がほころぶような笑え顔がおでひみこはぴょんぴょん飛び跳ねる。

　それを微笑ほほえましく見ていると、玄関からもう一つからころと足音が聞こえてきて、黒髪の幼おさな馴な染じみが姿を見せた。

「お、やっと来たか……」

　月つきは去年の夏に帰省した時と同じく、桜の模様がちりばめられた浴衣を着ていた。どこか親したしみやすさを感じる柄がらで、こちらも月の静かなイメージとよく合っていた。

　師匠はそんな娘の姿を見て「うむうむ」と口元をほころばせて頷うなずく。

「ふふ、毎年母に似てくるのう。ああ、これで官能小説に興きよう味みを覚えてさえいなければ……」

「……そう言うなよ。小説のことも含めておばさんと似てきてるって考えれば、ちょっとは嬉うれしく思えるだろ？」

　思えん、と短く言ってふいっと顔を背そむける師匠。……ま、事情を聞いた今となっては、ちょっとはこのオッサンの気持ちもわかるかな。

　月はからころと下げ駄たを鳴らしながら、俺の所に近づいてくるが……、

「……私に足りないところ……」

　俯うつむいてなにやらぶつぶつと呟つぶやいている。こいつは昨日きのうからこんな感じで、父から言われたことを気にしているらしかった。

「……あのさ、月？」

　肩に手を乗せると、月は俺を眠たそうな目で見上げてくる。

「師匠の言ったこと気になってるんだと思うけど……、今日きようは祭りを楽しんだほうがいいと思うぞ？」

「ん……、でも……」

「ほら、気分転換したほうが良い考えが浮かぶかもしれないだろ？　楽しめる時にはしっかり楽しむのも大事なんじゃないか？　それに、せっかくみんな一緒なんだしさ」

　月つきは少しの間考えていたようだったが、やがて頷うなずいた。

「……そう、だね。せっかくのお祭りだし」

「うん、そうそう。楽しまなきゃな。気分切り替えていこうぜ」

　ようやく顔をあげる月の顔はさっきと違って穏おだやかな雰囲気。微笑して、その頭にぽんっと手を置く。

「その浴衣ゆかた、似合ってるぞ？」

「ん、ありがと……」

　ふっと頰ほおを緩ゆるめる月。実際の所、お世辞ではなく、浴衣はこいつの雰囲気に合ってると思う。和風の家で和風の父に育てられた女の子だし、ちょっと儚はかない所があるからかな。

　どこかでジジッとアブラゼミの声がして、すぐに途と切ぎれた。

「よし、それじゃ、行こうか。そろそろ屋台も開いてるだろ」

「行ってらっしゃい、四人とも」

　師匠に見送られ、神社の方向へと向かう。神社……と言っても、帰省初日に月と雨宿りした場所とは違う。今日きようのお祭りはもっと藪やぶ市しの中心側に位置する山にある、市内だと一番大きな神社で開かれているのだ。

　夕日も隠れつつあり、薄うす闇やみが落ち始めた田舎いなか道みちを四人で歩く。

　──と、ひみこがくいくいっと俺の服の裾すそを引っ張って、耳に口を近づけてきた。

「……せんぱいは、今日は月せんぱいと恵めぐみせんぱいのどちらと過ごすんですか？」

「え？　そ、そりゃ、みんな一いつ緒しよに過ごすんだろ？」

「さあ、どうでしょう？」

　ひみこは「んふふ」と彼女らしいいたずらっぽい笑え顔がおを浮かべて前に走っていく。

　俺は思わずちらりちらりと横の月と藍あい川かわに視し線せんを向ける。……今の、どういう意味だったんだ？　月と藍川って、そんな、どっちかと恋人ってわけでもないのに──

「きゃぅんっ」

　そして目の前で転こけそうになる元気印の後こう輩はい。浴衣の裾すそからモロに子犬がプリントされた白いパンツが見えてしまった。

　……こいつと二人ふたりっきりってことは無いだろうな。たぶん。
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　神社に着いた頃ころには辺あたりは真っ暗、石段を登っていくと、すでに人ごみで広大な境けい内だいはごった返していた。ここの祭りには市内の人がみんな集まってくるのだ。

「三人とも、はぐれるなよー？」

　境内を満たす香ばしい匂におい、屋台先や道に沿ってつるされた暖色の提ちよう灯ちんの群れ、そして祭り囃ばや子しの音の中、離はなればなれにならないように、固まって歩いていく。

　辺りにはやはり浴衣ゆかたの人も多い。そして道行く男性の少なくない数が、俺おれたちの方を見てから通り過ぎていった。もちろん見てるのは俺じゃなくて、月つきたち三人だろう。

　……田舎いなかって都会に負けず劣らずタチの悪い奴やつがいるんだよな。三人が男に絡まれたりしないように気をつけておかないと。

　そう思いつつ、横の幼おさな馴な染じみに目を向ける。

「ん、いいにおい……」

　月はリラックスして屋台に目を向けている。どうやら来る前に言った通り、今は祭りを楽しむことにしたみたいだ。藍あい川かわもわくわくしているようできょろきょろと辺りに視し線せんを巡らせており、ひみこは──

「あ、せんぱい、イカ焼きがありますっ。あ、でも、たこ焼きも食べたいかも……」

　後ろから裾すそを引っ張ってくる。まだ何もしていないのに楽しそうな顔。……ま、気持ちは分かるかな。祭りの場所にいるだけでテンション上がってくるもんだし。

　──と、屋台から漂ってくる香ばしい匂いにぐうぐうと腹が鳴り始めた。今日きようはもちろん屋台で腹を膨ふくらませる予定だったので、夕飯は食べてない。

「お、焼きもろこし……」

　空腹の人間を惹ひきつけて止やまない香りを放つ一軒の定番屋台に目がとまる。

　ふらふらと歩いていき──気がついた時には両手に二本の焦こげのついたとうもろこしを持っていた。

「……屋台の魔ま力りよくってすげえ」

　呟つぶやきつつ、たっぷりタレが染みているもろこしにかぶりつく。甘い汁と酸味のきいたタレが口の中で混ざり合い、頰ほおがとろけそうだった。

「ほれ、月。齧かじれ」

「……はむ」

　月の唇に焼きもろこしをくっつけると、リスのようにかじかじと齧り始める。ほっぺたにため込んでそうだ。

　ひみこはイカ焼きを買ってきており、藍川はといえば、こちらはなぜか俺たちと自分の手元の焼きもろこしの間で視し線せんをさまよわせていた。

「あ、あの、これはかぶりつけばいいのでしょうか？」

「え、そうだけど……。食べたことないのか？」

「はい……。私、お祭りに来たのが初めてですので……」

「へえ……、遊園地もそうだったけど。珍しいな」

　イメージ通りと言えばイメージ通りだが、珍しいことには変わりない。遊園地の時も同じだったが、とにかく騒さわがしい所にはあまり来たことがないのかも。

「はむ」

　藍あい川かわは月つきに倣ならってかぷっと焼きもろこしに齧かじりつく。粒一つくらいしか齧れないんじゃないかというような小さな口。

「上品ですね……。真しん一いちせんぱいが原始の人に見えちゃいます」

「い、いいだろ。男はこんなもんだよ」

　あっさり一つ食べ終えて、芯しんだけになったとうもろこしを近くにあったゴミ箱に放り込む……と、くいくいっと裾すそが引かれた。

「真一、これ」

　月が半分食べたとうもろこしを俺おれの前に差し出してくる。本当に、完全に半分だけが綺き麗れいに齧り取られていた。

「おう。もういいんだな？」

「ん、おねがい」

　よし、と食べ残したとうもろこしに齧り付く──と、

「え、え？　お二人ふたり、そんなこともするのですか？」

「わあ、普通に食べてますね……」

　なぜか藍川とひみこが驚おどろいたようにこちらを見ていた。二人とも、ちょっと顔が赤らんでるような……。

「……なんで驚くんだ？　別におかしいことやってないだろ？」

「私、一つのもの食べ過ぎると、他ほかが入らなくなるから」

　昔から祭りに来た時はこういう風に食べている。月が必ず残すから、俺は自分で食べる量を少なめにしておいてこいつの分も食べるのだ。

　二人並んでそう答える俺たちに、くすっと笑う藍川とひみこ。

「……恋人というより、仲のいい兄妹みたいですわね」

「……いえ、普通の兄妹ならやらないと思いますけど。ウチでもやったことないですし。お二人ってホントに仲が良いですよね……」

　二人のそんな反応に、俺と月は顔を見合わせて首を傾かしげていた。







　祭りの屋台といえば射しや的てき、輪わ投なげ、型抜きなど色々あるが、

「うぅ、もう穴が……」

　やはり定番中の定番、金魚すくいは外せないだろう。

　ちゃぷちゃぷと長方形のケースの中で泳ぐ金魚の群れを前にして、ひみこはさっそくポイに穴を開けていた。

「はいお嬢じようちゃん、一匹あげるから機き嫌げん直しな？」

「く、屈くつ辱じよくです……」

　ひみこは悔しそうに、ビニールに入った金魚を受け取る。

「難むずかしいのですね。ひみこちゃん、こういうのは得意そうですのに……」

「取れるときは取れるんですけど、運が悪いと一発なんです……。くぅ、二匹くらいは取れると思ったのに……」

　悔しがるひみこの頭をぽんぽんっと撫なでてやる。

　金魚すくいの屋台の前にいるのは俺おれ、藍あい川かわ、ひみこの三人だった。月つきは綿菓子を買いに向かい側の屋台に行っている。

　……と、今度は藍川が金魚たちの前に座り込んだ。

「次は私がやってみます。小鳥遊たかなしさん、アドバイスしてくださいね」

「ああ。わかった。一匹くらいは取れるように頑がん張ばろうぜ」

　オヤジさんからポイを受け取り、裏返したりしてそれをじっくり観かん察さつするお嬢様。

「う、薄うすいのですね。これだとすぐに破れてしまうのでは？」

「まあ、厚いと面おも白しろくなくなるからな。これでテクニックを使ってすくうんだよ」

「テクニック……どんな風に？」

「えっと……、こう、お椀わんの口を水のすぐ傍そばにまで持ってきて、ポイを斜めにしてちょっとだけ水の中に入れて、紙の中心に金魚をのせないようにして、滑すべらせるようにお椀の中に入れるんだ」

　ジェスチャーで示してみると、藍川はこくこくと頷うなずいて、

「なるほど……。とにかく紙に抵抗をかけないようにするのですね」

「そうそう。水もほとんど乗せちゃダメだからな？」

　お嬢様は頷きながら、自信ありげにぐっと腕まくりして左手にお椀、右手にポイを持って金魚たちにじっと視し線せんを注ぐ。俺たちはその様よう子すを静かに見守っていた。

　不ふ思し議ぎな緊きん張ちよう感かんを漂わせながら、

「……とれそうな気がします」

　ぽつりとした呟つぶやきと共に、藍川の手がひらりと流れるように動いた。

　小さな水音と共に、ポイが一いつ瞬しゆんだけ水に浸つかり、中型の金魚がその上に乗っかって──

「あ、あら？」

　呆あつ気けにとられたような藍あい川かわの声。金魚は持ち上がることなく、紙にぱっかりと穴が開いてしまっていた。

「お、おかしいです。うまくいったと思いましたのに……」

　納得いかないと言いたげにポイをまじまじと眺める藍川。

「……ま、最初はうまくいかないもんだって」

「でも……うぅ、ちょっとだけ悔しいです。あの、小鳥遊たかなしさん、お手本を見せていただけないでしょうか？」

「ああ、いいけど……。とれるかな」

　ここで俺おれが失敗するとちょっと恥ずかしいかもしれない。……いや、失敗はしないか。少なくとも一匹は取れるだろう。

　おじさんに一回分のお金を払い、ポイを貰もらう。

　……お、フレームが堅い。これなら結構ラクに取れるかも。ちょっと派は手でなことやってみるか。

「藍川、ちょっとお椀わん持っててみろよ。そこに入れるから」

　お椀の口を水につけるくらいにするのが常道だが、水面からちょっとだけ離はなれた所で持ってもらう。

「……ここに入れるのですか？」

「これは難むずかしいと思うんですけど……」

「いいから見てろって」

　俺は息をひそめて水面に集中する。

　水の張られた箱の中をゆらゆらと泳ぐ小さな魚たち。狙ねらうのは一番小さなやつだ。

　屋台のおやっさん含め、藍川もひみこも黙だまり込み──

「…………!!」

　一いつ瞬しゆん息を止めてするっと水の中にポイを滑り込ませ、小型の赤金魚を頭からフレームに引っかけるようにしてすくい上げる。

　そしてぽんっと金魚が宙を舞まい──

　藍川の持っていたお椀にぽちゃっと飛び込んだ。

「わあ……っ」

「すごいすごい！　さすがせんぱいですっ！」

　途と端たんに顔を輝かがやかせる女の子二人ふたり。……ふう、よかった、うまくいった。

「小鳥遊さん、やっぱりすごい人だったんですねっ」

「ちょっとだけ見直しちゃいました！」

「ふ、フレームが堅かったおかげだって」

　二人ふたりからちやほやされて、思わずへへっと笑え顔がおを浮かべる。やっぱ都会っ子だと、こういう技わざは見たことないんだろうな。やりやすいフレーム作ってくれたオヤジさんに感かん謝しやしなきゃ。

「ま、まあ、このくらい朝飯前って感じだな」

「お～……、それじゃ、もっと高い所でも大丈夫だったりします？」

　ひみこが期待に目を輝かがやかせて言ってくるので……、

「あ、ああ、もちろん。今のはちょっと簡かん単たんすぎたくらいだからな」

　そう答えてしまった。途と端たんに藍あい川かわとひみこはサーカスの出し物を待つ子供のような顔になる。

「で、では、この辺あたりでどうでしょう？」

「恵めぐみせんぱい、もうちょっと上でいいですって。ほら、胸の辺りで」

　ひみこに言われ、しゃがんだままの藍川は胸の前にお椀わんを構える。……む、高すぎるか……いけるか？

「兄にいちゃん、さすがにこれは無理だろ？」

「い、いや、できる。俺おれならやれるはず……」

　屋台のオヤジさんは難むずかしい顔をしているが、俺は構わずそう言い張る。……っていうか、成功したら二人ともすっげえ喜ぶだろうし、田舎いなか育ちの意地もある。ここはやるしかあるまい。

　すう、と息を吸い、再度ポイを構える。ねらうのはさっきのよりもさらに小さな奴やつだ。

　浅い水の中、窮きゆう屈くつそうに泳いでいる金魚たちを凝ぎよう視しする。

　……よし、あいつだ。

　赤あか色いろの一際小さな金魚が上へと上がってくるのを待つ。

「せんぱーい、まだぁ～」

「だ、黙だまって見てろっての。集中してんだからな」

　母の夕飯を待つ部活帰りの男子みたいなことを言うひみこに邪じや魔まされつつ、集中を高めていると──ふわりと狙ねらいの金魚がベストポジションに上がってきた。

「よしっ」

　かけ声を出しながら、すっと水面にポイを突っ込み、再びフレームに乗っけるようにして最後にくんっと手首を返す。金魚の体重を指に感じて、成功を確かく信しんした。

　──が、力が入りすぎたのか、金魚はトビウオのようにひょーんっと空中を泳いでいき、

「ひゃんっ!?」

　藍川の浴衣ゆかたの胸元に、するりと入り込んでしまった。

「ひ、つ、つめたっ、冷たいですっ!!」

　もぞもぞ身もだえるお嬢じよう様さま。な、なんで俺はあんなところに……!?

「ご、ごご、ごめん藍川!!」

「ぅんっ……い、いいから取ってくださいぃ……ひゃぅっ、ぬ、ぬるぬるします……っ」

「わ、わかった。すぐ取るから動かないで」

　……なんでいつも俺おれはこう、いやらしいシチュエーションを作ってしまうんだろう。

　そう思いつつも、手を彼女の浴衣ゆかたの襟えりの合わせ目に潜もぐり込ませ──ようとして、躊躇ためらった。女の子の胸に手を入れるなんてそんなこと……。

「ぁうっ……、は、早く、早く取って……っ」

「い、いや、手を中に入れなきゃいけないんだけど……」

「な、なんでもいいですから取ってください……くぅっ」

　頰ほおを紅こう潮ちようさせながらぴくんぴくんっと体を震ふるわせる彼女。た、躊躇ってる暇ひまはないか……！

「よ、よし、いくぞ……」

　ドキドキしながらも浴衣の襟からするりと手を入れると……。

　むにっ。

「はぅっ……」
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　藍あい川かわの頰が一気に赤みを増し、俺おれの掌てのひらは柔らかい感触に左右から包まれてしまう。指がバストにくにっと食い込んでしまったりしていて、弾力のあるすべすべの質感に心しん臓ぞうが弾はじけてしまいそうだ。

　──の、ノーブラか……浴衣だもんな──って、は、早く取らないと……！

「ん、んぅ……っ」

　ぷるっとした瑞みず々みずしい唇から漏れるあえぐような声にドキドキしつつも、そのままもぞもぞと彼女の浴衣ゆかたの中をまさぐる。手首が双丘に挟はさまれるのを感じながらもお腹なかの方まで手を入れてみる──が、見つからない。

「あ、あれ、どこだ……？」

　上の方かな、と手を上に向けると──

　くにゅっ。

「はぁう……っ！」

　掌てのひらに大きなマシュマロのような感触と、藍あい川かわの声から漏れる一ひと際きわ色っぽい声。

　──うわっ……わ、わしづかみにしちまった……！

　掌から零こぼれるような素肌のバストという未知の感触に、ぞくぞくっと腹の底に甘い痺しびれが走り、くらっと頭がふらついた。

「せんぱいっ、もっとこう、なぶるように揉もまないと！」

　いつの間にかスケッチブック片手に目をきらめかせているひみこには、ホント洒落しやれにならないんで黙だまっててくれと心から思う。

「た、小鳥遊たかなしさん、摑つかんでいただきたいのは金魚で……あぁう……」

　熱あつい吐と息いきをつく藍川の姿がまた色っぽくて……本能に従ってもう一度、掌の中にある彼女の豊満な胸を揉んでしまいそうになった時──

「なにしてるの？」

　背後からかけられる聞きき慣なれた声に、ぞくっと寒気が走った。

　おそるおそる振り返ると──

「……つ、月つき」

　そこには、北ほつ極きよくの海のように冷たい目をした月の姿。ひゅうううっと冷気が吹き付けてきているように感じる。

「え、えっと、これは藍川の体から金魚を取り出すために──ぐっ……ひ、引っ張るなっ」

　問答無用で首根っこを摑まれ、後ろに引き倒されてしまう。そして俺おれの代わりに月が藍川を連れて屋台の横に回り、金魚を取り出して戻ってきた。

「真しん一いち……、私のお友達にいやらしいことしないで」

「お、俺はただ、友達を助けようとしただけだって」

　善意でやったことであって、いやらしいことをしようとしたわけじゃない。

「あ、あの、小鳥遊さん、取ろうとしていただいて、ありがとうございました……」

　茹ゆでられたようにほっぺたを赤くして、ぺこりと頭を下げてくる藍川。……う、で、でも、そんな風に感かん謝しやされると胸が痛んでしまうというか……。実際わしづかみにしちゃったわけだし。

　複雑な気分でいると、ひみこは感心したように俺を見上げて、

「いやあ、しかし凄すごい技わざでしたねせんぱい。一いつ子し相そう伝でんのセクハラテクみたいな感じでしょうか」

　こんな技を子供に伝える奴やつがいるとしたら、相当に頭がおかしいだろうな。

　兄にいちゃんうらやましいなあ、と大笑いしている屋台のオヤジさんに、取った金魚二匹をビニールに入れてもらう。……は、恥ずかしい。

　と、藍あい川かわが胸元を押さえつつ、俺おれを横目で見ながら小さな声で、

「体たい験けん取材、というのを小鳥遊たかなしさんと私がやるとしたら……こういうことをいつもやるのですよね……」

「ん？　今なんて……？」

「い、いえ、なんでもありません！」

　慌あわてて俺から顔を背そむける藍川。……なんて言ったんだろ、よく聞こえなかったんだけど……。

　まあいいか、と藍川に金魚の入ったビニールを渡す。

「あ、これは小鳥遊さんがとったものでは……？」

「藍川にあげるよ。初めてお祭りに来た記念、みたいな感じでさ。さっきはちょっとヘンなことしちゃったし、そのお詫わびもかねてってことで」

　彼女は金魚をじっと見つめて、

「あ、ありがとうございます。すごく嬉うれしいです……」

　そう言って、両手できゅっとビニールの紐ひもを握る。

「大事にしますね。この金魚は名前もつけて、何十年も生き続けられるように大切に育てようと思います」

「おうよ、頑がん張ばって育ててくれ」

　藍川は嬉しそうに金魚のビニール袋を見ながらつんつんっとつついていた。

　……よっぽど金魚が気に入ったんだな。こんなに喜んでもらえると俺も嬉しいよ。

「……さて、と。それじゃ次はどこ行こうか」

　言いつつ他ほかの屋台に向かって歩き出すと、くいっと裾すそが引かれた。視し線せんを下げると、俺の服を握る浴衣ゆかた姿すがたの月つきがいる。

「真しん一いち、もう藍川さんにえっちなことしちゃだめ、だよ」

「あ、ああ。わかってる」

「……お父とう様さまが体験取材について、なにか言ってたけど。藍川さんにへんなことするのは、禁止だから、ね」

「わ、わかってるってば。もうしないよ」

　そう言うと、ようやく月は「そう……」と呟つぶやいて裾を離はなしてくれた。妙に念を押されてしまった。自分から藍川にエロいことするなんて、考えられないんだけどなあ……。

「……ほんとかな。やっぱり体験取材も、おっぱい大きいほうがいいんじゃ……」

　まだなにかぶつぶつ言ってるけど……、そんなに心配しなくてもいいのに。

　と、今度はひみこが俺おれの裾すそをぐいぐいと引っ張ってくる。

「ね、ね、せんぱい、あそこでお面売ってますっ。……あ、ライダー○マゾンのお面があるっ」

「ん、おお。ホントだ。なんかマニアックなのまでいっぱいあるな」

　こうやってはしゃいでるとホントに妹みたいに見える。浅あさ井いがちょっと羨うらやましいな──

「あ、○ックス！　○ックスもありますよせんぱい！　わたしアレ好きなんですっ！」

「お、大声で○ックス好きとか言うな!!」

　周囲の人たちがじろじろと俺たちを見ていた。……ひ、ひみこには近いうちに恥じらいを教え込まないと、お嫁よめに行けなくなっちゃうぞ？







　提ちよう灯ちんの暖かみのある光の中、お面を頭に再び屋台をぷらぷらと回る。金魚や水風船など、歩いているうちに手には持ち物が多くなってきていた。

「あ、射しや的てきがありますっ。行きましょうせんぱいっ」

「だ、だから引っ張るなってのにっ」

　さっきから俺の手はひみこに握られていた。月つきと藍あい川かわは後ろに二人ふたり並んで歩いてるし、一番心配なひみこは俺が見てる。これなら誰だれかがはぐれる心配もないかな。

　引きずられて射的の前まで歩いていく。店員は二十代くらいの革ジャンを着た男性だった。

「あのー、一回お願ねがいしまーす」

　ひみこが一回分の代金を台の上に置くと、屋台主のあんちゃんは読んでいた本から目を離はなし、こちらを見て、

「はいよ」

　ぼそっと呟つぶやいて、素っ気なく銃を渡してくる。……チンピラっぽいんだけど、なんか独特な雰囲気のある屋台主さんだな。

　景品は……と目を向けると、こちらもなかなかに独特なものが揃そろっていた。アニメっぽいキャラのフィギュア、食しよく玩がん、どの機き種しゆに使うのかもわからない古びたゲームソフト、それに……なんだろ、ハテナマークのついた中身の見えない箱がいくつか置いてある。福袋みたいな感じなのかな。

　ちょっとヘンなお店かも……と思ったが、ひみこはすでに銃を構えていた。

「よし……狙ねらうはあのフィギュアです」

　ひみこの銃口が向かう先には女の子の小さな人形。……小学校時代に月が見てた、魔ま法ほう少女っぽいヒラヒラした服着て片足あげてステッキ構えてる。躍やく動どう感かんのある格好で、左右に髪の毛がひょんひょんっと結ばれていた。

「あれ倒せるか……？　かなり細いから狙いにくいだろ？」

「大丈夫です。うまく狙ねらえばなんとか……」

　ひみこは小さな体をぐぐっと乗り出して、狙いをつける。

「なるほど、銃で標的を落とすのですね……」

「ああ、これも慣なれないと難むずかしいんだ」

「……私、一回も成功したことない」

　三人でそんな話をしていると、

「……せんぱい方、集中したいのでお口にチャックです」

　俺おれたちは慌あわてて口を閉じる。……お、思ったよりマジだな。そんなにあれが欲しいのか。

　三人が見守る中、ひみこはゆっくりと引き金を引いて……。

　ぽんっと飛び出すコルク片は見事に命中──はせずに、頭のすぐ横を通り過ぎてしまった。

「んー……やっぱあれは難しそうだな。他ほかの狙ったほうがいいんじゃないか？」

「……いえ、あれは持ってない型ですし。それに、一度狙った獲え物ものは逃さないのがスナイパーの鉄則……」

　いつからスナイパーになった……とつっこみを入れつつ、後こう輩はいの戦いを見守る。

　……が、それからも命中はせず。一発だけかすったが、結局倒すことはできなかった。

「うー……今日きようは調ちよう子しが悪いんです……」

「元気出して、ひみこちゃん」

　月つきに頭を撫なでられながら物欲しげにフィギュアを眺めるひみこを横目に、俺は店員のあんちゃんにお金を渡す。

「まあまあ。俺が取ってやるから」

　言いつつ、体を乗り出して銃を構える。……この店ちょっと賞しよう品ひんの棚まで距きよ離りあるし、しかもかなり的まとが狭い。難しいな。

　片目を閉じてじっと狙いを定める。息を殺して精神集中……。

「えっと、せんぱい、難しいなら無理しなくても……」

「無理じゃないって。お前、あれ欲しいんだろ？　見てろよ、絶対落としてやるから」

　ひみこは俺を『ただのエロい体力バカ』って思ってる節があるからな。ここいらでいいトコ見せとかないと。

　すう、と集中して引き金を引き、ぽんっと一発目……が、弾たまは的のすぐ傍そばを通り抜けていった。くそ……、いや、まだ二発ある。気落ちするには早い。

「あーあ、やっぱりせんぱいでも無理かあ」

　く……ちっこいのがなにか言っているが、今は標的に集中だ……。

　今度こそと狙いを定め、フィギュアをじっと凝ぎよう視しする。

　……む、あのフィギュア、よく見るとちょっとひみこに似てないか？　あの左右にひょんひょん飛び出した髪の毛や、脳天気……元気そうなまん丸い目とか……。

　よし、ひみこにデコピンするつもりでやるか。それなら的中率も上がりそうだし。

　フィギュアを後こう輩はいに見立てつつ、ぽんっと二発目。

　弾たまは獲え物ものの頭の少し上を通り抜けていった。

「くそ、避よけたかひみこ」

「え？　今なんて言いました？」

　次は当てるぞ……意地でもデコピンしてやる。

　神経を集中して──三発目。

　ぽんっと飛び出たコルク弾は、ぺちっとデコピンのような音を立ててフィギュアの額ひたいに直ちよく撃げき。獲物はぽとっと下に落ちた。

「よっしゃ！　ひみこを仕留めた！」

　嬉き々きとして景品を受け取り、さっそくひみこに渡してやる。

「ほらひみこ。お前のために取ってやったぞ」

「う、嬉うれしいんですけど。なんだか複雑です……」

　言いつつも、妹のような後輩は魔ま法ほう少女のフィギュアをきゅっと胸に抱く。

「……でも、ありがとうございます。えへへ、せんぱいからのプレゼント。大切にしますね」

　……よかった、嬉しそうだ。こいつもやっぱり女の子なんだな。

　微笑ほほえましく思いながらうんうん、と頷うなずいていると──ひみこはごく自然にフィギュアのスカートの中を下からのぞき込んだ。

「おー、こういう風になってるんですね……いたっ、な、なんでデコピンするんですかっ？」

「いや、ちょっと可愛かわいいなって思った自分が腹立たしくて。なにしてんのお前？」

「中がどうなってるのか確たしかめてただけですよ、もう……」

「もう……って言いたいのはこっちの方だよ。せっかく取ってやったんだから、そういう使い方するなっての……」

　そう言いながら、もう一度あんちゃんにお金を渡して弾を受け取る。

「真しん一いちせんぱい、他ほかにもほしいものあるんですか？」

「俺おれは無いけど……月つきにもなんか取ってやろうって思ってさ」

「……私に？」

　きょとんとしている月に笑って頷く。

「ああ、藍あい川かわには金魚、ひみこにはフィギュア……とくれば、お前にもなにか取ってやらないと不公平だもんな」

「……ありがと、真一」

「感かん謝しやは取ってからな。……あ、取ってほしいものあるか？」

　景品の列を眺める月。……なんつーか、ロクな景品が無い気もするんだけど。別の屋台でやった方がよかったか？

「あ、真しん一いち、あれ。あの子こ猫ねこさん」

「……ああ、あれはマトモそうだな」

　月つきの指さした先にはこの店で唯一と言える普通の子猫の置物。

　よし、と再び銃を構える。あれなら簡かん単たんに落とせるだろう。

　台に体を乗りだし、簡単に狙ねらいを定めて、さっそく一発、二発とぽんぽん打ち出す。二発とも目標に当たるが、意外と重量があるのかまだ落ちない。

「くそ、しぶとい……」

　とどめの一発を撃うち出そうとして──目の前に蚊かがぷーんっと飛んできた。

　眉まゆをひそめて手でぶんぶんっとはたくと、夏の嫌われ者は嫌いやな音をさせながらどこかに逃げていく。……やれやれ、こんな時に邪じや魔ましないで欲しいもんだ。

　改めて狙いをつけ、今度こそ最後の一発を撃とうとして──

「いてっ!?」

　なぜかいきなりほっぺたを叩たたかれ、撃った弾は見当違いの方向に飛んでいってしまった。

　横を睨にらむと、そこにいるのはぱっちりまん丸おめめの小こ柄がらな後こう輩はい。

「おいひみこ！　なんでいきなりほっぺた叩くんだよ！」

「か、蚊がいたんですってば！　ほらほら見てくださいっ」

　ひみこがパーに開いた手を突きつけてきて──たしかに、掌てのひらには潰つぶれた蚊と血が少しだけ付いていた。くそ、さっきの奴やつ、逃げたわけじゃなかったのか……。

　ぐっと言葉を飲み込み、チワワな目を向けてくるひみこの頭を仕方なく撫なでてやる。

「あ、ありがとな。蚊から助けてくれて……」

「えへ、どういたしまして」

　褒ほめられて嬉うれしそうなひみこ。……まったく悪気が無いってのもズルいよな。

　しゃーない、もう一回やるかと、さっそく痒かゆくなってきたほっぺたを搔かきながら財さい布ふを探ると、

「景品」

　屋台主のあんちゃんがぼそっと言いながら、俺おれにハテナマークのついた箱を渡してきた。……え、なんだこれ、残ざん念ねん賞しようか？

　そう思っていたのだが、金魚すくいに続き、藍あい川かわがまたも尊敬の目を向けてくる。

「小鳥遊たかなしさん、やっぱりお上じよう手ずなのですね……」

「え？　ま、まあな。なかなかのもんだろ」

　首を傾かしげつつ頭を搔く。……どうやら、外れた弾がこの箱に当たってたらしいな。偶然だったんだけど……ま、結果オーライか。

「……月、あの猫の置物じゃなくなっちゃったけど、これでもいいか？」

「もちろん。取ってくれたことが、嬉うれしいの。ありがと、真一」

　口元を弛ゆるめる幼おさな馴な染じみにハテナマークの箱を渡すと……さっそく月つきは箱を開け、中をのぞき込む。

　そして──

「……っ？」

　その姿勢のまま、ぴたりと動きを止めた。

「どうした月？　なんか面おも白しろいもんとか入ってた？」

　興きよう味みを引かれて、横からのぞき込もうとすると──月がゆっくりと中身を取り出す。

　現れたのは──

「……な、なんだこれ？」

　見み慣なれないアイテムだった。お皿みたいなものが二枚。……いやホント、なんだこれ？

　女性陣はぽかんとしてそのアイテムを眺めている。

「これ、胸パッドですね」

「む、胸パッドって……あの、女の人がブラの下に付けるやつ、だっけ？」

　たしか、小さい胸を大きくするために使うんだったか。藍あい川かわ辺あたりには縁えんの無さそうなアイテムだけど……。

　と、そこではっとして月の顔を見る。

「……たしかに私、胸、小さいけど」

　月はずーんっと肩に重い物を背負うように俯うつむいていて……。

　ひみこがそんな彼女に寄り添うようにして、俺おれを責めるように見上げてくる。

「酷ひどいです真しん一いちせんぱい。女の子にこんなもの贈おくるなんて……」

「お、おい待て！　中身わかるわけないじゃんか！」

「これ、付けろってことですよね？　付けないと物足りないとか？」

「ち、違うってば！　……ああっ、月もそんな悲しそうな顔すんなよ！」

　なんとかなだめようとしていると──次第に落ち着いてきたのか、月とひみこはじっと胸パッドを眺め始めた。

　二人ふたりとも妙に真剣な目。まるで原子炉を査察するエネルギー工学者のようだ。

　俺と藍川は、この二人がなにを考えているのかが分からずに顔を見合わせて首を傾かしげていたのだが……。

　やがて月は、苦悩に歪ゆがむ顔で首を振った。

「……ひみこちゃん、これ、あげる」

　月がパッドを後こう輩はいに押しつけようとする……と、ひみこがぴくっと反応する。ひみこ、微妙に笑ってるんだけど……なんか、目つきがいつもと違って不ふ穏おんなような。

「いえいえ、これは月せんぱいにこそ必要なものだと思いますし」

「ううん、私には必要のないものだから」

「いえいえそんな、誰だれも笑いはしませんから」

「ひみこちゃんこそ、本当は大きくなりたいんでしょ」

　ずいずいと押しつけ合う二人ふたり。俺おれと藍あい川かわはおろおろとして二人の様よう子すを見ていた。

「ちょ、ちょっと二人とも、そんなパッドなんてもので争ったりすんなよ……」

　言った途と端たんにこちらに顔を向けるちっこいの二人。な、なんか目がマジなんだけど。

「それじゃ、せんぱい。わたしと月つきせんぱい、どっちにパッドが必要だと思いますか？」

「ええ!?　な、なんだよその質問？」

「答えて真しん一いち、私にこれが必要？」

　つ、月も問い詰めるような顔だし……。そんなに大事なことなのか……？

　視し線せんを受けながらも答えられないでいると──ひみこがパッドを手にそそくさと月の後ろへ回る。

　なにするつもりだ、と怪け訝げんに思っていると──

「えいっ♡」

　可愛かわいらしい声と共に背後から月の浴衣ゆかたの襟えりに手を回したひみこが、がばっとその胸元を開帳してしまった。

　ぶっと驚おどろいて噴ふき出しそうになる。つ、月も藍川と同じくノーブラかよ……。

「やっ……」

　びっくりして振り払おうとする月だったが、ひみこはぐいぐいとその慎つつましやかな胸にパッドを押しつけようとする。ちらりちらりと白い胸元がパッドの横から覗のぞいていた。

　慌あわてて辺あたりを見回すが、俺が壁かべになっていて、どうやら他ほかの人からは女の子二人がじゃれているようにしか見えないみたいだ。そこだけは安心なんだけど……。

「こ、こら、ひみこちゃん、やめて……っ」

「ほらほら真一せんぱいっ、月せんぱいの方が似合うでしょ！」

　月の胸元はパッドで隠されているとはいえ、シルクのような肌や華きや奢しやな鎖さ骨こつなどは丸見え。清せい楚そさを際きわだたせる浴衣がはだけているのは、洋服とはまた違った雰囲気でドキドキするというか──

「ってそうじゃなくて、やめろこのアホ娘！」

　ひみこを引っぺがす……が、パッドはまだ胸にくっついたまま。月は顔を赤くしながら浴衣を整ととのえ、眉まゆに微かすかな皺しわを寄せてひみこの額ひたいをちょんっとつつく。

「ひみこちゃん、めっ」

　優やさしく叱しかりつつも、パッドをひみこに押しつけようとする黒髪の少女。……なんでここまでパッドに拘こだわるのか、俺には考えてみても分かりそうになかった。

「え、えと、パッドは私がお預かりいたしましょうか？」

「藍川さんには必要ないでしょ」

「そうです。それ以上大きくなってどうするんですか？」

「す、すいません……」

　突然団結を示す二人ふたりに強く言われて、藍あい川かわは可哀かわい想そうにカモメに囲まれたペンギンの子供のように小さくなった。……すまん藍川、ヘンなもの取った俺おれが悪かったんだ。

「ほらそれよこせ。俺が預かっとくから」

「え、でも……」

「あ、月つきせんぱい、やっぱり欲しいんだ～」

「そ、そんなことない。はい、真しん一いち」

　パッドを受け取ると、ようやく二人とも落ち着いたのか大人おとなしくなる……が、月はまだちらちらとパッドに視し線せんを向けていた。……今後も胸の大きさには触れないようにしよう。この話題、二人にとっては軽く流せないらしい。

　なんにしても、ようやく事態を収拾すると──

「あら、太鼓の音……」

　気を取り直した藍川が宙を見上げ、ぽつりと呟つぶやいた。

「あ、ほんとだ。どこで叩たたいてるんでしょーか？」

　ひみこも辺あたりをきょろきょろと見回している。二人の言うとおり、どんっどんっどんっと空気を打ち鳴らすような音がリズムよく聞こえてきて残ざん響きようを残す。

「中央の広場だよ。たぶんその横で盆踊りとかもやってんじゃないかな？」

「盆踊り……」

　藍川の目が輝かがやき始め、俺たちの手をぎゅっと握ってきた。

「い、行きましょうっ。踊ってみましょうっ」

「うわ、ひ、ひみこみたいに引っ張るなって！」

　お嬢じよう様さまに引きずられ、俺たちは中央に作られた広場の方へと走っていった。




　　　　３




　神社の広大な境けい内だい中央には、高いやぐらが組まれており、そのてっぺんでは上半身裸になった男の人が軽快なリズムで太鼓を打ち鳴らしていた。やぐらから四方にちょうちんが川のように張られており、流れるのは盆踊りののんびりした音おん頭ど。その周囲には小さな子は三歳くらいから、上は九十歳くらいじゃないかと思うおばあさんまでゆったりと踊りを踊っていた。

　藍川は口を開いて、その光景を眺めながら感動したように目を輝かせている。

「わあ……、これぞ日本の文化ですね……」

「……外国人みたいな感想だな。藍川はこういうのも初めて見る？」

「ええ……、こういう場には参加したことがありませんし……。社交ダンスなどは経けい験けんがあるのですけれど」

　社交ダンス……なんて上流階級な響ひびきだ。まあ、藍あい川かわらしいって言えばらしいんだけど。

「それじゃ恵めぐみせんぱい、踊りに行きましょう。わたしが教えてあげますからっ」

　わくわく顔の藍川とひみこはからころと下げ駄たを鳴らしながら、踊りの輪わの中に入っていった。

　俺おれと月つきは隅の木に背中を預けて、ぎこちないながらも笑え顔がおで踊っている二人ふたりの様よう子すを眺める。

「二人とも、楽しそうでよかった」

「ああ、そうだな……。月はいかないのか？」

「ん、ちょっと疲れちゃって」

　たしかに、今日きようはけっこう歩いてるもんな。さっきのパッド問題が原因かもしれないけど……。

　それきり黙だまって、楽しそうに笑顔を浮かべて踊る人々を眺めていた。

　この光景を見ていると、なんだか落ち着く。時間がゆったり過ぎるように思えるからかな。それになにより、やっぱり子供の頃ころから馴な染じんだ空間だからか……。

　しんみりした気分になっていると──

「ね、真しん一いち」

　くいくいと裾すそが引っ張られる。

　視し線せんを下ろすと、彼女は俯うつむいたままで俺の服を握っていた。

「……お父とう様さまの言ってたこと、私、やっぱりまだ気になってる」

「……そうか。ま、仕方ないよな」

　こくっと頷うなずきが返ってくる。

「構成とかのことを考えないとしても……。たしかに、違う部分はあるんじゃないかなって思う。お母かあ様の作品、ちょっと強引っぽいシーンもよくあるし」

「ご、強引？」

「そう……、ちょっと、ゆがんだ愛情、みたいなの。そんなに殺さつ伐ばつとした雰囲気は無いの」

「……たしかにお前の作品だと、そういうシーンはあんまり無いよな。でも、師匠が言いたかったのってそういうことなのかなあ……」

　もっと内容をフェティッシュとか、過か激げきにしろっていうなら、それは違うんじゃないかと思うし……。

「もうちょっと考えてみた方がいいんだろうな……」

　月は思案顔のまま頷いて、俺は再び踊りの輪に目を向ける。

「せんぱーい、お二人も来ませんかーっ」

　よく響ひびくひみこの元気な声。普ふ段だんなら恥ずかしがる所だが、こういう祭りの場所だとむしろ大声で答えてやりたくなる。藍川とひみこは、ぎこちないながらも輪の中にとけ込み、飾り気のない笑顔でのんびりと舞まっていた。

「……でも、今は俺おれたちも踊ってすっきりしようか。祭りを友達と楽しむのも、きっといい経けい験けんになるだろうしさ」

　手を差し出してみると、月つきは少しの間楽しそうな友人の顔を眺めて──

「……ん。そうする」

　俺の手をきゅっと握り返してくる。藍あい川かわたちの気持ちが伝わったのか、再びリラックスした表情になっていた。

　よし、と藍川たちの所に向かおうとするのだが──

「あれ？」

　音楽が一曲終わった所で、なぜか太鼓の音が止まってしまった。

　踊っていたみんなもばらばらと散らばり始め、家族など連れの所へ戻っていく。時と計けいを見てる人が多いみたいだけど……。それに通路の方からぞろぞろと人が歩いてきてる……。

「あ、そうか。花火の時間が近いんだ……」

　人の流れに逆さからい、藍川とひみこと合流してそう呟つぶやく。

「え、ここ、花火もあるんですか？」

「ああ。花火は隣となり町まちで打ち上げられてるんだけど、ここの本ほん殿でんの裏手に展望台があってさ。そこからちょうど良い距きよ離りで花火が見えるんだ」

　祭りも楽しめて花火も見られるということで、ここの夏祭りは人気があるのだ。近きん隣りんの町から大量に人がやってきているせいか──気がつけば、周囲は人の群れで息苦しいくらいになっていた。

　展望台に向かう人の流れから一いつ旦たん外れて、三人が傍そばにいるのを確かく認にんする。

「俺たちも花火見に行こうぜ。俺と月しか知らない、特等席みたいな所があるからさ」

「は、はい……あう、人が多いですわ」

　藍川が顔をしかめる。初はつ詣もうでの時みたいに人が押し合いへし合いするような状態になってるからな……。

「こ、こっちだ。しっかり手を繫つないで、はぐれないようにな」

　言いつつ、人波の中に四人団だん子ごになって入っていく。ヘタするとすぐに離はなればなれになりそうだ。手は放さないようにしないと……。

「月は場所知ってるけど……ひみこ、お前一番小さいんだから、くれぐれも俺たちから離れないように気をつけるんだぞ？」

「ん……、ひみこちゃん、手を放しちゃだめだから、ね」

「は、はい……あぅっ？」

　──と、文字通り波にさらわれるように、ひみこの姿があっさりと人波に飲まれてしまった。

「え……あっ……」

　それに引きずられるように見えなくなる月の体。ちょ、ちょっと待て……！

「お、おい！　二人ふたりともどこ行った！　藍あい川かわはいるか!?」

「わ、私はここにいます……っ」

　横に彼女の顔が見えてほっと一安心。ひとまずその手を握り、後ろに目を向ける──が、月つきとひみこの姿はどこにも見えない。

「く、くそ、あの二人が手を繫つないでてもあんま意味無かったか……！」

　どうしようかと迷っていると、

「せんぱーい！　月せんぱいと一いつ緒しよにいるので、花火見るトコで合流しましょー！」

　ひみこの声が聞こえてきた。よ、よし、ひとまず二人一緒なら大丈夫か。

「わかったー！　気をつけてなー!!」

　はーい！　という声が聞こえて、それきり月とひみこの気け配はいが途と絶だえる。……大だい丈じよう夫ぶ、だよな。ああ見えて二人ともしっかりしてるし、この人混みでナンパしようなんて考える奴やつはいないだろうしな。

　藍川だけは俺の傍そばに立ち、四方からの人の圧力に眉まゆをひそめていた。

「どうしましょう、小鳥遊たかなしさん……」

「ひみこの言うとおり、向こうで合流しよう。俺たちもとりあえず先に進もうぜ」

「わ、わかりました……手を放さないでくださいね」

　ああ、と頷うなずいて、月やひみこよりも少しだけ大きな手を握る。しかし細く、しっとりとして温かい感触はやはり女の子。絶対にはぐれないようにしないとな……。

　二人で満員電車のような人の中を歩いていくと──

「……あっ」

　藍川が後ろから歩いてきた男に押され、ふらりと倒れそうになる。

「おっと……、大丈夫か？」

　こちらに見向きもせずに歩いていった男を睨にらみつつも、彼女の体を支える……が、その顔がしかめられているのに気づく。

「藍川、どこか怪け我がしたのか？」

「……あ、足をくじいてしまったみたいで……あぅ」

　相当痛いのか、俺おれにすがりつくようにしてびっこをひいている。

「歩けるか、藍川？　ちょっと進んで、社やしろの辺あたりで休もう？」

「は、はい……くぅっ」

　やっぱり少し歩くだけでも痛いようで、なかなか進めないみたいだった。しかし後ろからは人の群れが押し寄せてきていて、こんな道のど真ん中で止まって休むなんて無理だ。

　俺は少しだけ人の流れが穏おだやかな道の脇わきに向かい、藍川に背を向けて腰をかがめた。

「藍川、乗れよ。おんぶしてやるから」

「え……？　で、でも……」

「ほら、後ろの人の邪じや魔まになっちゃうから。早く」

「は、はい……。では、失礼します……」

　藍あい川かわは躊躇ためらいつつも、俺おれの背中にゆっくりと体を乗せてくる。月つきよりは重い……けど、やっぱり女の子だ。思っていたよりも断然軽い。

　ただ、問題は……。

　むにんっ。

「うおお……っ」

　背中に感じる二つの果実。この世に並ぶ物のない極上のクッションのような双丘が、俺の背中でむにむにと形を変えているのを感じる。

　──そ、そっか、ノーブラだもんな。そりゃこんな風に生々しい感触もするって……。

「小鳥遊たかなしさん、どうかされたのですか？」

　耳元で喋しやべられ、鼓膜をくすぐられるような感覚にぞくぞくっと背筋が震ふるえた。

「な、なんでもないよ。それじゃ、ちゃんと摑つかまってろよな」

　耳元で小さな声で「は、はい……」という返事があり、彼女の纏まとうラベンダーの香りと豊満な感触にドキドキしつつも本ほん殿でんに向かって歩き出す。途中で小こ柄がらな二人ふたりの姿が見られるかと思ったが、どこにも見当たらなかった。……二人ともまたはぐれて無ければいいけど。

　裏の展望台へは社の横の道を通っていくことになる。様々に着飾った人の列は、そちらにぞろぞろと続いていた。

　俺たちはなんとか人波から離はなれ、ひとまず社やしろを挟んでその反対側で休むことにする。

「よ、っと……」

　木の根元に藍川を座らせて、下げ駄たを脱がせる。周りには家族連れやカップルが何組かおり、屋台の料理を食べたりして休んでいるようだった。

「……ちょっと触るぞ？」

　す、とくるぶしの辺あたりに指を触れ、調ちよう子しをたしかめてみる……と、藍川が顔をしかめた。

「腫はれたりはしてないみたいだけど、やっぱ痛めちゃってるな……」

「……は、はい。でも、少し休めば歩けるようになると思います」

「そうか？　無理しなくていいぞ。俺がおぶっていってやるからさ」

　……いや、もっと胸の柔らかさを堪たん能のうしたいってわけじゃなくて、純粋な善意からの言葉だからな。

　暗がりの中だから表情は分からないが、少しだけ俯うつむく藍川。

「え、えと、もしも歩けない時は……おんぶ、お願ねがいいたします……」

「ああ、お願いされた。いくらでもおぶっていってやるよ」

　すぐに答えると、藍川のほっぺたに笑え顔がおが浮かぶのがわかる。……痛みは少し薄うすれたかな。

「じゃ、ちょっとだけ休んでいくか……。花火が始まるまでにはもう少し時間があるし。月つきとひみこ、二人ふたりそろってればたぶん大丈夫だろ」

「は、はい……」

　藍あい川かわの横に腰を下ろし、俺おれも足を休める。月つきとひみこはやっぱり心配だけど……小学生じゃないんだし、たぶん無事に目的地まで行ってるよな……。

　少し人混みから離はなれただけなのに祭りの喧けん噪そうは遠く、今は夏虫の鳴き声の方が大きく聞こえる。この静かな空気を壊こわすのがはばかられるのか、周りの人たちもボリュームを抑えて話をしているようだった。

「あの、小鳥遊たかなしさん……」

　藍川に顔を向ける。暗いので、どんな表情かはよく見えないが、目がこちらを向いているのは分かる。

「……昨日きのう、おじさまがおっしゃっていた話なのですけれど。小鳥遊さんは私と体たい験けん取材をするとしたら……、受け入れられますか？」

「あ、藍川と……？　い、いや、それはまずいだろ？　俺たちは友達なんだし、そういうことをするのは……」

「……でも、氷ひ坂さかさんとはしていますし。今後は禁止されてしまったでしょう？　ですから他ほかの人とやらなければならないとして……、そうなると、私と小鳥遊さん、ということになるのでは……」

「い、いやいや。そんな、無理しなくていいってば。これは俺たちの問題なんだから、藍川がそこまで気にすること──」

　言葉を遮さえぎるように、藍川がそっと俺に顔を寄せてくる。暗がりの中に彼女の秀しゆう麗れいな顔が浮かび上がり、思わず息が止まりそうになった。

「……私を、蚊帳かやの外にしないでください。氷坂さんも小鳥遊さんも、大切なお友達なのです。ですから、官能小説のこと、お二人だけの問題にしないでください。私も、お二人と一いつ緒しよに悩んだり頑がん張ばったりしたいのです」

　闇やみの中で輝かがやく彼女の瞳ひとみは真剣そのもの。軽く答えていいような雰囲気じゃない。

　……藍川のこと、蚊帳の外に置いてるつもりは無かったんだけど……彼女からすれば、仲間はずれにされてるような気分だったのかも。そもそもこれからは藍川も仲間になるんだから、体験取材についても彼女を交えて話をするべきなんじゃ……。

　いや、でもなあ……、

「あのさ、先月の七夕たなばたの日のこと覚えてるだろ？　ああいうことを俺とやることになるんだぞ？」

「え、ええ……。わかっています。でも、お友達のためですし……」

「そんな……、藍川の気持ちはわかるし、ありがたいけど、誰だれかのために体張りすぎだろ？　俺たち、藍川のことは蚊帳の外に置いてるつもりは無いんだし、お前が無理して嫌いやなことやらなくても──」

「い、嫌いやではなくて……っ」

　強い口く調ちように驚おどろいて目をしばたたかせる。

　……と、藍あい川かわははっとして、目を伏せて髪の毛をいじりながら、

「そ、その、嫌ではないのです。私……ちょっと男性が苦にが手てというか、男性恐怖症の傾向があるのですけれど……、小鳥遊たかなしさんだけは、嫌ではないのです」

「……俺おれだけは？」

「はい、小鳥遊さんだけは……。ただ、もちろん恥ずかしいことは恥ずかしいのですけれど」

「えと……恥ずかしいってことは、嫌ってことじゃないのか？」

「い、いえ、嫌ではありません。以前ひみこちゃんの漫画を手て伝つだった時なども、もう、頭がどうにかなってしまいそうなくらいに恥ずかしかったのですけれど……、た、小鳥遊さんとなら、なぜか嫌だと思わないのです。小鳥遊さんはまったく怖くないですし、『恥ずかしい』が、『嫌』に繫つながらないのです。ただ、すごくドキドキして……。自分でも、なぜかはわからないのですけれど……」

　二人ふたり顔を見合わせて、俺は首を傾かしげる。

「……こんな気持ちになるのは、小鳥遊さんが相手だからです。どうしてなのでしょう？」

「さ、さあ？　なんでだろ？」

　そう言って、どちらからともなくじっと見つめ合う。

　……俺が相手だからってことは……俺が特別ってこと？　い、いやいや、それは自じ意い識しき過か剰じようだろ。なにか別に理由があるんだって。

　と、藍川が微かすかに睫まつげを震ふるわせ、

「あ、また少し、恥ずかしくなってきました……」

「え？　……あ、目を合わせてるからか」

　藍川との距きよ離りはいつもよりちょっとだけ近い。こうして正面から瞳ひとみを見ていると、俺も少しだけ意識してしまう。

「……やっぱり、ドキドキします」

　ぽつりと呟つぶやく彼女。その表情は、やはり暗いせいでよく見えない。

　そのまま二人、黙だまったままでいると……。

　祭りのざわめきから切きり離はなされた暗がりの中、次第に彼女の吐と息いきが聞こえてきて、胸がとくんっと音を立てる。

「……小鳥遊さんも、ドキドキしますか？」

　ささやくような問いかけ。藍川の瞳ひとみはやっぱり宝石みたいに美しく、見ているだけで胸が高鳴る。彼女が今、他ほかの誰だれでもなく俺だけを見ていると思うと、さらに心しん臓ぞうが耳に聞こえるくらいに鼓動を大きくしてきて……、

「あ、ああ。ちょっとだけ──」




　ドンッ!!




　腹の底を揺るがすような重低音と、木々の隙すき間まから見える色とりどりの光。

「……花火、始まったみたいですね」

　藍あい川かわは俺おれからゆっくりと顔を離はなし、ふう、と息をつく。

　俺も同じように一つ吐息。……やっぱ藍川って綺き麗れいだから、暗がりの中で見てもどきっとしちゃうんだな。ヘンな空気になっちまった。

　少しだけ音を高くしている胸を押さえながらも、立ち上がって尻しりをはたく。

「……ま、体たい験けん取材の話はまた今度ってことで。さて、そろそろ行かないと。月つきたちも待ってるかもしれないし」

「え、ええ、そうですわね。待たせては悪いです」

　藍川はいそいそと立ち上がる。もう大体いつも通りかな。さっきはちょっと普ふ段だんと違って見えたけど……、たぶん友達だから嫌いやじゃないとか、そういうことなんだろう。

　一度ぐいっと腕を回して調ちよう子しを確たしかめ、藍川の前にしゃがむ。

「ほら、乗って。おぶっていくから」

「え？　あ、ありがとうございます……。それでは、失礼して……」

　背中に乗ってくる藍川の重み。立ち上がって、その体を背負い直す。また胸がぽよぽよと柔らかくて鼻の下が伸びそうに──ってそれはもういいんだって俺。

「さ、さて、行こうか……」

　密着するバストを意い識しきしないようにしながら、人混みの方へと歩き出す。

　……と、首筋に温かい空気を感じ、背中のぬくもりが広がって少しだけドキッとした。あ、藍川が体を近づけてきたのか。

「さっきも思いましたけど、小鳥遊たかなしさんって、背中がお広いのですね……」

「え？　ふ、普通だと思うけど」

「……いえ、やっぱり広いです。なんだか、ドキドキします……」

　俺もキミの胸の感触にドキドキしてるよ……とか言ったらセクハラだろうな。黙だまっておこう。

　でも、さっき見つめ合っていた時のドキドキとは少し違っているような気がする。

　なんでだろう……とちょっとだけ思ったが、たぶん気にするようなことじゃないと、考えるのを止やめる。

　藍川の体をもう一度背負い直して、社やしろの反対側へと歩いていった。







　元来た道へと戻ると、人波は途と絶だえており、もう展望台へ向かわずにその場で空を見上げている人たちが多かった。空に鮮あざやかな花火が光り、少し間をおいて、どん、どんっと重たい音が大気を震ふるわせている。

「月つきたちはいないよな……？」

「ええ……、姿は見えないです」

「よし、無事に先に行ってるんだろ。さ、俺おれたちも早く行こうか」

　背中のお嬢じよう様さまを抱え直し、おぶったまま足早に歩いていこうとする……と、

「あれ、小鳥遊たかなし？」

　後ろから聞き覚えのある声がかかった。

　振り返ってみると、浴衣ゆかたを着た腐くされ縁えん、矢や尾お明あけ美みが一人ひとりの茶髪の男と一いつ緒しよに歩いてくる姿が見える。

「矢尾……と、望のぞむ？」

「おお真しん一いちっ!!　久しぶりだなあ!!」

　矢尾の傍そばにいた男は俺の傍まで走ってきて、心底嬉うれしいといったような、顔中をしわくちゃにした笑え顔がおを浮かべている。髪は茶ちや色いろに染めており、顔は日焼けでこんがり小こ麦むぎ色いろ。首には銀ぎん色いろの十字架ネックレスを下げているが、チャラいといった印象はまったく受けない。

　この男の名前は松まつ石いし望といって、矢尾と同じく小学校の頃ころからの同級生。俺と月にとってはこいつも腐れ縁といえる存在だった。

「ホント久しぶりだな。元気してたか？」

「おうよ。お前も氷ひ坂さかもいなくなってすげえ寂しかったけど、元気だぜっ!!」

　照れるような台詞せりふも堂々と口にするのがこの男。テンション高いのも相変わらずだ。

「あの、小鳥遊さん、こちらのお二人ふたりは……」

「あ、紹介するよ。こっちの茶髪が松石望。そんであっちの女が矢尾明美って言って、俺と月の小学校時代からの同級生なんだ。望、この子は藍あい川かわ恵めぐみ。向こうでの俺の友達な」

　そう紹介すると、望が俺の背中の美女を見て目を大きく見開いた。

「お、お前、こんな美人を地元に連れて帰って来るなんて……。しかもこの子、きょ、巨乳じゃないのか……？」

「セクハラだぞお前……」

　……ホント堂々と恥ずかしい台詞も口にするよな。変わってないなあこいつ。

「ちょっと小鳥遊。月はどこにいんのよ？」

　近づいてきた矢尾はなにやら眉まゆを怒らせている。元々気の強そうな顔つきなので、ちょっと怖いかも……。

「月とはさっきはぐれちゃったんだよ。お前ら、見なかったか？」

「見てないわ。……心配ね、あの子が一人ひとりっきりだなんて」

「あ、いや、もう一人ひとりちっこいのがくっついてるはずだから。そこは安心なんだ」

　あら、そうなの、と矢や尾おは安あん堵どしたように呟つぶやきながら、俺おれの背中の人物に目を向けるが……。

　眉み間けんに皺しわが寄り、すっとその吊つりがちな目が細められた。

「……小鳥遊たかなしアンタ、こっちの子とどういう関係なの？」

「どういうって……、友達だよ。彼女、ここの近くに別荘持っててさ。そこに向こうの友達もう一人連れてきて、月つきも合わせて四人で遊んでたんだ」

　矢尾はじろじろと俺たちを眺め回し、

「……ふーん、その子、小鳥遊の恋人ってわけじゃないのね？」

「こ、恋人!?」

「ち、違いますっ！　お友達ですから！」

　慌あわてて言い返す俺たちだったが──矢尾は俺の肩の後ろにじっと視し線せんを注いでいる。

「ふん、お友達、ね。ま、小鳥遊が彼女なんて作れるわけないか」

「……なんか今ものすごい失礼なこと言われた気がするんだけど」

　俺を無視してなにやら考え込んでいる腐くされ縁えん──だったが、眉まゆを寄せて俺に再び視線を向けてくる。

「ねえ小鳥遊、一つ確かく認にんしたいんだけど……。アンタと月、付き合ってるのよね？」

「は？　付き合ってるって……」

「恋人関係になったのよねって聞いてんのっ」

「え、ええ？　恋人？　そんなわけないだろ、俺たちは兄妹みたいなもんだってお前も知ってる──」

「知ってるけど、そこから前進したんじゃなかったの!?」

「な、なに言ってんだよっ。お前、なんか勘かん違ちがいしてるぞ!?」

　俺と月が恋人関係って……そりゃ、取材とはいえキスもしたけどさ。恋人とかじゃないぞ、絶対。

　なぜか荒い剣けん幕まくの矢尾に対して、望のぞむはのんびりと笑っている。

「バカだなあ明あけ美み。真しん一いちと氷ひ坂さかが家族みたいなもんだってのは周知の事実だろーが。いちいち恋人に結びつけようとするのはお前の悪いトコだぞ？」

「うっさいニブちん！　……ああもう、結局進展してないんじゃない。ホント煮え切らないわねアンタたち……」

「そ、そんな呆あきれた顔すんなよ。俺にはなんのことだか分かんないだろ？」

　矢尾は思考も行動もとにかく速いからついていけない。なんのこと言ってんだ？

「はあ……月、アンタがいない一年間はすっごい落ち込んでたから、再会してからはため込んでたぶん、一気にいくんじゃないかって予想してたんだけどねえ」

「いくってどこに行くんだよ……、わけわかんないやつだなあ。な、望？」

「ああ、まったくだよな。先週だってさ、明あけ美みのやつすげえ不ふ機き嫌げんだったんだぜ？　せっかく海に行こうって誘ったのに、下腹押さえながら無理とか重いとか言って断ってさ」

「望のぞむ。理由はいい。アンタは後で殺すわ」

　そんなやり取りをしていると、藍あい川かわが後ろからぽつりと一言。

「……そう。氷ひ坂さかさん、寂しかったのですね」

　耳元でそんな声が聞こえて、矢や尾おがぴくっと藍川の方に顔を向けた。

「……えっと、藍川さん、だっけ？」

「は、はい、なんでしょう？」

　矢尾はしゃべり方もさばさばしているので、藍川みたいなタイプからすると怖く見えるかもしれない。ちょっと怯おびえが入っているようだった。

　……が、腐くされ縁えんの女の子はさっぱりした笑えみを口元に浮かべる。

「えーっと、ね、あなたしっかりしてるように見えるし、月のことよろしくね。あの子引っ込み思案だし、イヤな連中から守ってやって。けっこー同性から目を付けられやすいタイプだから」

「え、ええ、わかりました。お友達ですから、私がしっかりお守りいたします」

　藍川の言葉に矢尾は頷うなずき、話は終わり、というようにぱんっと手を叩たたいて俺を見る。

「さて小鳥遊たかなし、あんたたちどこで花火見るの？　やっぱり二人ふたりの秘密の場所？」

「ああ、今日きようはそこで、月と藍川と、もう一人ひとりの女の子と一いつ緒しよに見ようと──」

「せんぱーい!!　やっと見つけたぁーっ!!」

　言葉を遮さえぎるように元気な声が聞こえてきて、俺たちは慌あわてて辺あたりを見回す。

　どこから来るのかと思ったら、前方、展望台への道からからころと忙せわしなく下げ駄たを鳴らしてこちらへと走ってくる女の子が一人。

「もう一人の女の子って、あの子？」

「ああ、そうだよ。後こう輩はいの子なんだ」

　ひみこの姿が見えてほっとしていると、望のぞむがぶつぶつとなにか言い始める。

「……毎年二人っきりで俺たちにも教えないくせに、べつの子たちには教えるのかよ」

「そ、そんな気にすることじゃないだろ？　せっかく地元に来てくれてるんだから、特等席で花火見せてやりたいんだよ」

　望はどこか納得できないようだったが、矢尾がその腕を摑つかんで引っ張る。

「はいはい、そんな焼やき餅もちやかない。私がいるんだからいいでしょ。それじゃ小鳥遊、私たちはもう行くから」

「あ、ああ。またな」

「真しん一いち、あとで絶対連絡くれよーっ」

　腐れ縁二人は並んで展望台へ続く道を歩いていった。……たしかにあいつらにも教えてないんだよな。特別理由があるわけでもないんだけど、二人ふたりだけの場所があってもいいって思ったから、なんとなく秘密にしてたんだ。

　二人の背中を見送っていると、入れ違いのようにひみこが傍そばまでやってきて肩で息をする。

「はあ……、もー、遅いですよ二人とも」

　見上げてくるアイアイのように愛あい嬌きようのある目。走ったせいか、その髪型は少し崩れてしまっている。

「すまんすまん。えっと、月つきは一いつ緒しよじゃないのか？」

「あ、はい。月せんぱいは花火見る所で待ってますっ。わたしはお二人が遅いので捜しに来たんですけど……、恵めぐみせんぱい、どうして真しん一いちせんぱいの背中に？」

「私、足をくじいてしまって……でも、もう大丈夫です。小鳥遊たかなしさん、降ろしてください」

「え？　まだ痛いだろ。遠えん慮りよしなくていいんだぞ？」

「そ、そうです恵せんぱい、恥ずかしがることないですよ？」

　強く捻ひねったみたいだからまだまだ痛みは取れていないと思うのだが、藍あい川かわは強引に俺おれの背中から降りてしまった。

「ん……っ」

　足を地面につけると、その顔が微かすかにゆがむ。

「ほら、やっぱりまだ痛むんじゃないか」

「い、いえ、そんなことありません。……それよりも、小鳥遊さんは氷ひ坂さかさんの所に行ってあげてください」

　俺とひみこは同時に「え？」と口にする。

「みんなで見るんだから、俺だけ行っても仕方ないだろ？」

「いえ、私とひみこちゃんはこの辺あたりで観みようかと思いますので……」

　俯うつむきがちにそんなことを言う藍川に、俺もひみこも当然首を傾かしげざるを得ない。

「なに言ってんだよ。ほら、背中に乗って。三人で行こう？」

　藍川は首を振る。……もう、どうしちゃったんだ？

「……小鳥遊さんと氷ひ坂さかさんは、その特別な場所で、毎年二人で花火を観ていたのですよね？」

「あ、ああ、そうだけど……」

「でしたら、今年ことしもお二人で見るべきです。……昨年度はお二人、離はなれていたと聞きますし、氷坂さんもこういう時を大切にしたいと考えていると思うのです」

　彼女はにこりと曇くもりのない笑え顔がおを浮かべていた。

「あ、藍川の言うことはわかるけど……でも、月は藍川たちとも一緒にいたいはずだぞ？」

「はい、それはもちろんわかっています。ですけれど、今はお二人の時間を過ごしてほしいのです。ほら、私たちに遠えん慮りよしないで」

　どこまでも思いやりに溢あふれた声こわ音ね。……俺おれは、やっぱり四人で見た方がいいと思うんだけどな。

　もう一度言葉を返そうとすると、ひみこが裾すそを引っ張ってくる。

「あの、せんぱい。行ってあげてください。月つきせんぱいも待ってますし……。私もちょっと、歩き疲れちゃいましたから」

　小こ柄がらな後こう輩はいはにへへっと困ったような笑え顔がおを浮かべる。……それじゃ、仕方ないか。

「……わかった、行ってくる」

　走り出そうとして──最後に振り返る。

「でも、次来るときは四人で見ような！　約束だぞー！」

　言い残して、俺は月の待つ特等席へと走っていった。




　　　　＊




「恵めぐみせんぱい、よかったんですか？」

「ええ、いいのです。お二人ふたりのお邪じや魔まはしたくないですから……。でも、ごめんなさいひみこちゃん。みんなで観みたかったでしょう？」

「い、いえ、わたしはいいんですけど……。たしかに、幼おさな馴な染じみ二人だけにしてあげたいとも思ってましたし……」

「ふふ、それでは、私たちは私たちで楽しみましょう？　さ、ひみこちゃん、お祭りの楽しみ方、もっと教えてくださいませんか？」

「……はい！　わかりました、わたしが祭りの王道とも言える楽しみ方をお教えします！　まずはこう、手て頃ごろな茂みに潜ひそんでですね、ガサゴソやってるカップルの後ろに近づいて──」




　　　　４




　展望台へ続く道の途中で横に逸それ、木々の間を通っていくと、丘の頂上にある小さな草むら広場に出る。展望台より少し低い場所で、道が無いので人がほとんど来ない。ここだけは俺たち二人しか知らなかった。

　月は草むらの真ん中に座って待っていた。浴衣ゆかた姿すがたの少女がぽつんと一人ひとりで月明かりの下に座っている様よう子すは、知らない人が見れば神秘的にも見えるかもしれない。緩ゆるやかな風が流れて、草をさらさらと小さく揺らしている。

　かさ、と足音を鳴らすと、月がこちらに振り向いた。

「真しん一いち……、藍あい川かわさんたちは？」

「藍川たちは下で観てるってさ。俺だけ来たんだ。お前、来るときに迷わなかったみたいだな？」

「ん、木の目印、消えてなかったし。……藍あい川かわさんたちも来ればよかったのに」

　彼女の隣となりに腰を下ろす。空には色とりどりの大きな花が咲いては崩れていた。

　しばらく何も言わずに、二人ふたりで花火を眺めることにする。毎年二人で眺める同じ光景。腹に響ひびく音を聞きながら、儚はかない大たい輪りんの花を静かに見守る。

　そのまま黙だまって眺めていて……。

「今年ことしも観みれたね」

　月つきがぽつりと呟つぶやいた。

　横を見れば、黒い瞳ひとみに鮮あざやかな花火を映す幼おさな馴な染じみの顔がある。……ああ、毎年ここでこの顔を見てるんだ。

「……そうだな、今年も観れた」

　彼女の顔を見ながら俺おれも言葉を返す。藍川たちにはああ言ったけど……やっぱり、ここには二人で来るのが落ち着くな。

　そうして月をじっと見ていると──ふと、その瞳がこちらに向いた。

「ね、真しん一いち」

「なんだ？」

　躊躇ためらいの間が少しあって、月は口を開く。

「……体たい験けん取材、しよっか」

　ひゅるるるるっと、渦うずを巻く花火が空の中をネズミのように躍おどり回る。

　意外な提案に呆あつ気けにとられていた俺だったが、どんっという花火の音に意い識しきを引き戻される。

「え、ど、どうしたんだいきなり？」

　月は体育座りになり、恥ずかしそうに膝ひざに顔を埋めながら、

「……な、なんとなく。ちょっと、そういう気分だった、から」

「そ、それは珍しい……。でも、ここでやるのか？　外はイヤっていつも言ってるだろ？」

　月は首を振る。

「……ふだんはそうだけど、今日きようは、嫌いやじゃないの。なんでだろ。……ちょっと、くっついてたい、気分だし」

　……う、それはたしかに。さっきから俺も、もう少し月とくっつきたい気分だ。

　一いつ瞬しゆん、昨日きのう師匠に言われた『体たい験けん取材禁止』の言葉が頭に浮かぶが……首を振って今は忘れることにした。

「……わかったよ。やろう」

　ん、と頷うなずいて答える月。……べつにいいよな。師匠にはああ言われたけど、これは大事なことだもんな。

　後ろを眺め回すが、もちろん誰だれもいない。さらに上の方に展望台が見えるのだが、さすがにあそこからここは見えないだろう。

　顔を見合わせて、無言で頷うなずき合う。

　どんっと大きな音が鳴り、月つきの顔が花火の方へ向く。俺おれはゆっくりと彼女の肩に手を回した。

　そっと体を抱き寄せると、肩に頭を預けてくる月。静かで暗く、人の気け配はいがまったく無いおかげか、いつもより落ち着いているようだった。

　……今日きようは時間もあるし、のんびりやるか。

　そう思い、俺も花火を眺めながら月の肩を撫なでていた。穏おだやかな彼女の吐と息いきが聞こえてくる。鼻び孔こうに感じるのは桜の香り。月の匂においだ。

　小さな花火が連発され、爆ばく竹ちくを鳴らしたような音が辺あたりに木こ霊だまする。それが途と切ぎれると、特に静けさが増した気がした。

「あ……」

　月の浴衣ゆかたをそっとはだけさせると、その唇から小さな声が漏れる。

　ほっそりした肩が露あらわになり、鎖さ骨こつ、さらに胸元も見えそうになって──ドキッとした。そうだ、今日の月は下着をつけてないんだ。

「ど、どうしよう……あ、そうだ、こうやってさ、手で押さえれば見えないぞ？」

　手で胸を押さえるジェスチャーをすると、月は微かすかに目を伏せる。

「……わかった」

　おお、と声が出そうになっていると──月はすぐに胸の辺りを手で隠す。……今日の月はいつもより積せつ極きよく的てきだな。

　──さて、かなり刺し激げき的てきな姿になりそうだけど、続けようか。

　そっと浴衣をさらに下ろしていく。普ふ段だんと違う月の服装。昔のお姫様を脱がせているような気分になり、しかも子供の頃ころから過ごしていた場所でこんなことをしているということもあって、普段よりもドキドキが強くなってくる。

　後ろは肩けん胛こう骨こつが見える辺りまで浴衣を下ろすと、月の胸元が完全に見えそうに──なったが、小さな手がきっちりと肌を隠していた。顔は恥ずかしそうに俯うつむいている。暗くて見えにくいが、きっとほっぺたも紅こう潮ちようしているに違いない。

　──手を無む理り矢や理りどかしたい……って、そんなこと思っちゃダメだよな。

　浴衣をはだけ、恥ずかしそうに手で胸を隠している彼女の姿は背筋がぞくぞくするような光景だったが、自制心は忘れてはならない。体たい験けん取材の鉄則だ。

　でも……、ここからどうしようか、と思っていると、ふと、彼女の下半身に目が向かう。

「あのさ、『雪ゆき』」

「……なに、『誠せい一いち』？」

「さっき、浴衣だと下着つけないって言ってたよな？　下もはいてないのか？」

　首をぶんぶんと振る月。

「そんな、はかないわけない」

　──なんだ、はいてるのか……って、なんで俺おれ、残念がってんだ……。

「……でも、浴衣ゆかたって下着つけないものなんじゃなかったのか？」

「それは、昔はそうだったのかもしれないけど、今は違うから。……どうして、そんなにこだわるの？」

　訝いぶかしむ目を向けてくる月つき。

　……よし、聞いてみるかと、深呼吸。いつもの俺ならこんなことは聞かない。でも、今日きようの月、ちょっと乗り気みたいだし……、もしかしたら受け入れてくれるかも。

「……あのさ、月、ちょっと脱いでみないか？」

　即座にぺちっとほっぺたを叩たたいてくる幼おさな馴な染じみ。や、やっぱりこういう反応か。

「ぬ、脱がない。へんなこと言わないで」

「い、いや、これ、取材だろ？　それにほら、一歩踏み出してみれば、師匠に言われた『足りないもの』っていうのもわかるかもしれないし」

　言いつつ、いそいそと月の前側に回り、腰をかがめる。

「や……、せ、誠せい一いちが、脱がすの？」

「ああ……お前、自分で脱ぐの恥ずかしいだろ？」

　花火に照らされて、時々彼女の顔がイセエビみたいに真まっ赤かになっているのが見える。

　……いや、これは俺が脱がしたいから脱がすんじゃない。月の助けになるために脱がすんだ。これは取材、すべては月のためなんだから。ホントだぞ。

「ぬ、脱がしていいか？　取材、取材のために……」

「そ、そんなこと聞かれても、答えられない、よ」

　恥ずかしそうにそう言う月。

「……雪ゆき。よく考えろ？　今のお前は月でなく雪。お前と俺は恋人同士なんだぞ？　だったら、脱がすのは普通じゃないか？　それにさっきも言っただろ？　一歩踏み出すのは大切なはずだぞ？」

　真剣な顔で言うと、月は眉まゆを寄せ、困ったように黙だまり込み──俯うつむいて、目を瞑つむった。

　雪の役になりきろうとしているのかもしれない。邪じや魔まをしないように、静かにその様よう子すを見守る。

　どんっ、どんっと、四つほど大きな花火が音を立てて、月は目を開いた。

「……恋人なら、たしかに脱がしていいって思うはず。むしろ脱がしてほしいかも」

「だ、だよな？　だから……いいか？」

　じっと見つめると、少し間をおいて、躊躇ためらいがちな頷うなずきが返ってくる。……おお、ホントに説得できるとは思わなかった。これで月の下着を脱がすことが──ああいや、落ち着いてやらなきゃ。月を怖がらせちゃダメなんだからな。

「そ、それじゃ、遠えん慮りよなく……」

　月つきの浴衣ゆかたの裾すそを、そっと左右に割り開いていく。すらりと細い脚が露あらわになり、太ふと股ももの辺あたりまで見えそうになって──

「あ……やっぱり見るのは、だめ」

　月が股の辺りを押さえてしまった。もう少しで下着まで見えるところだったのに……。

「で、でも、見えないと脱がせられないんだけど……」

　幼おさな馴な染じみは俯うつむいたまま、ぽつりと一言。

「……手だけ中に入れて、脱がして」

「手だけ……、そ、それならいいんだな？」

「ん……いい、よ。誠せい一いちだから、許してあげる」

　──うおお……、きょ、今日きようの月はすげえ話がわかるというか。積せつ極きよく的てきというか……。

「……今日は、私も頑がん張ばる、もん」

　そうだな、恥ずかしがり屋なのに、ホントに頑張ってると思うぞ。

「よ、よし、俺おれも頑張るぞ。頑張って、脱がすぞ……！」

「い、息荒げないで……普通に脱がして、ね」

　こくこくと頷うなずいて、冷たくならないように、手をすりすりと擦こすり合わせ……。

　ゆっくりと掌てのひらを、彼女の足首の辺りに乗せた。

「ん……」

　それだけでも月はぴくっと反応する。俺はゆっくりと上の方へと手を這はわせていく。

　さすがに内側に触るのはマズいかと思い、膝ひざの辺りで手を足の外側に回す。

　太股にまで達すると、月がきゅっと足を閉じ、身を微かすかにくねらせ始める。上を見上げてみると、胸を手で隠したまま、ぎゅっと目を閉じている幼馴染みの顔がある。

　──こんな所、月父ちちに見つかったら言いい訳わけできないよな……。

　そう思いつつも、太股のゆで卵のような感触を楽しみながら、そのまま手を浴衣の中へと潜もぐらせていく。ここから先は見えないので、手探りでパンツを見つけないといけない。

　足の付け根まで達して、もぞもぞと指を動かして、下着の位置を探る。

「あ……ぅ……あんまり、まさぐらないで……っ」

「が、我が慢まんしろって……ここか？」

「やっ、股またの間、触らないで……っ」

　──う……、内股に指を回してしまった。奥の方はちょっと熱ねつが籠こもってる感じがするな。遠えん慮りよせずに腰の方まで手を突っ込んだほうがいいかもしれない。

　ぐっと奥に手を突っ込むと、月がぴくっと体を引こうとするので──逃がすまいと太股の付け根辺りを摑つかんだ。

「ひゃぅ……、そんな、奥まで……」

「ちょっとの間、動かないでくれよ……っと、あった」

　汗ばんだ肌のぬくもりを感じながらも、ようやく下着に指が触れた。内側に触るのはシャレにならないからな……。

　落ち着いて腰に手を回し、パンツのサイド部分を探り当てる。

「雪ゆき……それじゃ、脱がすから」

　月つきは恥ずかしくてもう返事もできないみたいだ。胸を隠す手も震ふるえていて……今ちょっとその細い腕を摑つかめば、すぐに手が外れて胸も露あらわになってしまいそうだった。

　──よし……お、下ろすぞ。月の下着を脱がすんだ……。

　俺おれは心しん臓ぞうを破裂寸前にドキドキと鳴らしながら、ゆっくりとパンツに指をかけ、下へと下ろしていく。

「あぅぅ……」

　月が泣きそうな声を漏らす。しかし俺はもう止まれなかった。過去最高と言えるようなドキドキに、全身が沸ふつ騰とうして湯気が出そうなくらいに熱あつくなっている。

　興こう奮ふんに震ふるえながらもパンツを下げていくと──尻しりの辺あたりで引っかかってしまった。

「む……」

　ぐいぐいっと引っ張ってみる……と、脱がせやすくするためか、月がもぞっと尻の位置を動かしてくれた。

　──あ、やっぱり、月も受け入れてくれてるんだ……。

　無む理り矢や理りやってるんじゃない、という事実にほっとして、さらにパンツを引き下ろしていく。

　太ふと股ももの所まで下ろすと、月が蚊かの泣くような声で呟つぶやく。

「あぁ、や、私、こんな所で下着脱いでる……」
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　ぷるぷると小刻みに体を震ふるわせる幼おさな馴な染じみ。手に触れる太股の感触はさっきよりも熱ねつを増しており、火傷やけどしそうなくらいだ。

　俺の息もいつの間にか獣けものみたいに荒くなっていた。

　──し、仕方ない。ドキドキして心臓が飛び出しそうだし……理性を保ってられるのが不ふ思し議ぎなくらいなんだから。

　一気にパンツをむしり取ってしまいたい感情にあらがいながら、さらに引っ張ろうとする……と、浴衣ゆかたの隙すき間まから、皺しわの寄った下着がちらりと顔を覗のぞかせた。今日きようはオレンジ色のストライプだ。

　どくっと体中で血液が音を立てたような気がして、思わず腕に力が入りそうになる──が、月がきゅっと足を閉じて、パンツは膝ひざの辺りに引っかかってしまう。

「ご、ごめんなさい。もう、限界……」

　絞り出すような月の声。

　──う、ここで終わりか……。

　大人おとなしくやめないと、と思ったが、俺おれはそう簡かん単たんに収まらない。

　月つきの姿は、上半身は浴衣ゆかたがはだけて、胸を手だけで隠している状態。そして下半身も浴衣が割り開かれていて、膝ひざの辺あたりには下着まで覗のぞいているのだ。頭に焼き付けて一生保存したいような光景だった。夏の夜、花火の下、人ひと気けの無い外で月がこんな格好をしている……と思うと、ぷつっとなにかの糸が切れて、暴ぼう走そうしてしまいそうになる。

　──やりすぎると、俺がこういう風に辛つらくなるんだよな……！

　花火に負けないくらいの音で、ぱんぱんっとほっぺたを何度も何度も叩たたく。

　月がやめてほしいって言ったらそこで終わりなんだから、やり過ぎはダメなんだ……！

　頭に明みよう王おう様を思い浮かべ、煩ぼん悩のう退散の四文字を繰くり返し唱となえる。そして何度も深呼吸。

「……真しん一いち、大丈夫？」

「すう、はあ……。ああ、大丈夫」

　どうにか落ち着いてきて、後ろを振り返ると、月はもう衣服を正していた。……残念なようなほっとしたような。

　少しだけ俯うつむいて、俺の方を見ないようにしている彼女の傍そばに座る。

「……今日は月、すごい所まで耐えたな。回数重ねるごとに止めるタイミング遅くなってるみたいだぞ」

「は、恥ずかしいこと言わないで。……相手が真一じゃなかったら、絶対こんなこと許さないんだから……」

「そ、そっか。まあ俺おれも、月つきが他ほかの男とこういうことする所、見たくないし、してほしくないけどな」

　月はこくっと頷うなずいて、胸元を押さえる。

　そして、どんっと花火の大きな音が鳴り……。

「でも……」

　ふと、月がそう言ってなにやら顔を上げ、俺の顔をじっと見上げてきた。

「ど、どうした、月？」

「……どうして真しん一いちなら、許せるのかな」

　突然の質問に首を傾かしげる。

「それは、幼おさな馴な染じみだからだろ？　家族みたいなものだからじゃないか？」

「……そう、思ってたけど。違うのかも。考えなきゃいけないのは、ここなのかも」

　花火の間を縫ぬって、月は話し続ける。

「真一が家族みたいなもので、好きだから許せる。だったら……」

　彼女ははっとしたように何度かまばたきして、そしてその花火を映している瞳ひとみが俺をとらえて……、

「そっか、小説作る上で大事なこと、わかったかも……」

「え？　ほ、ホントか？　なんなんだ？」

　驚おどろいて聞いてみると、月はなぜか一いつ瞬しゆん躊躇ためらったように口を閉じ……。

　そして少しの間を置いて、ぽつりと一言。




「私、だれかを好きにならなきゃ」




　どんっと、今までで一番大きな花火が鳴った。

　そして、町が静まりかえる。今の大型花火で一区切りらしい。

　しかし花火の音よりも、目の前の真剣な顔をした月の放った小さな声の方が、俺の耳に強く焼き付いていた。




　　♡　　♡　　♡




　空に咲いた花火の下で、雪ゆきと誠せい一いちは睦むつみ合っていた。

「ん……ふ……」

　誠一が小刻みに雪の唇に唇を合わせてくる。ディープでは無いけれど、愛情を確たしかめ合うようなフレンチキス。こうしていると、雪はいつもほんわかと幸せな気分になる。

「んふふ……」

　甘えるように顔を誠せい一いちの胸にこすりつけると、なでなでと頭を撫なでてくれる。きゅん、と胸が温かくなった。

「……じゃ、脱がすぞ、雪ゆき？」

「……ん、どうぞ」

　誠一の手が浴衣ゆかたにかかり、するすると脱がされる。少しだけ焼けた雪の肌が、花火に照らされてうっすらと輝く。

「お？　ちょっとだけ大きくなってないか？」

　誠一がそう言いながら雪の胸を円を描くように揉もみしだく。

「……そんな風に揉むから。そのうち、巨乳って言われるくらいになったりして……」

「おお、そっか。揉むと大きくなるんだな。……よし、俺がもっと育ててやるよ」

　恋人の胸が成長して嬉うれしいのか、誠一は念を入れるように控えめな双丘をなで回す。いたわるような手つき。もっと育てと言わんばかりだ。

　雪が誠一のＴシャツを脱がすと、彼はいそいそと浴衣の裾すそから手を滑すべり込ませてくる。

「や、やだ……」

「そう言っても、ホントはイヤじゃないんだろ？　ほら、尻しりあげろ」

　慣なれた手つきでパンツに手をかけ、野性味のある恋人はするすると脱がそうとする。

　雪たちがいるのは展望台から少し降りた所にある小さな草むら。人に見られることは無いと分かっていてもやっぱり恥ずかしくて、きゅっと膝ひざを擦こすり合わせる。

「あ……っ」

　ぐいっと力を込めて引っ張られ、あっさり抜き取られる雪の下着。股ももがすーすーと涼しくなり、途と端たんに恥ずかしくなって雪はほっぺたを押さえた。

「大丈夫だよ、誰だれも見てないから……」

　そっと草むらに押し倒され、上にのしかかってくる幼おさな馴な染じみのたくましい体。腕を押さえる手は汗ばんでいて、塩っぽい汗の香りが漂ってくる。臭いなんてまったく思わない。むしろ嗅かいでいると体の芯しんが疼うずくような気がする。

　……誠一より、私のほうが変態かも。

「ん、ちゅ……っ」

　胸から首へ、そして唇にまたキスの雨。唇と唇が触れるだけでも誠一の気持ちが伝わってきて、雪の体は熱あつく桃もも色いろに染まり、肌には汗が浮き始めていた。

　彼がかちゃかちゃとベルトを外し、雪に覆おおい被かぶさる。

「雪、好きだぞ」

「ん……私も好き」

　気持ちを確たしかめ合い、ぺろりと胸元の汗を舐なめ取られる。

　そして重なってくる彼の体を、雪ゆきは鳥肌が立つような幸福感を持って迎えるのだった──




　　　　５




　ざざ、とさざ波の音が響ひびいている。

　俺おれと月つきは、藍あい川かわの別荘の表に出て、岩の上に腰をかけていた。

　ここは少し高くなっているので、浜辺が一望できる。丸い月が海に落ちて薄うす青あおに溶けたグラスのような姿を映しており、浜辺に打ち寄せる静かな波が耳に心地ここちよかった。

「……いい風」

　穏おだやかな風を受けて目を細める幼おさな馴な染じみ。さっき風ふ呂ろに入っていたせいか、シャンプーのいい匂においが漂ってくる。

　祭りが終わり、俺たちは藍川の別荘へと帰ってきていた。藍川は今はバスタイム。ひみこは歩き疲れたのか、リビングのソファですやすやと寝息を立てている。

　ここに泊まるのは今日きようで最後。住み慣なれた町にあるとは思えないくらい新しん鮮せんでいい所だった。

「藍川さんに感かん謝しや、だね」

「ああ、そうだな。もうちょっと泊まってたい気分だよな」

　月は前髪を手で分けながら、気持ちよさそうに静かな浜を眺めていて……。

　俺は浜より、そんな月の顔を見ている。

　なぜかと言うと──さっき、花火を観みている時の月の言葉が気になっていたのだ。

　……だれかを好きにならなきゃって、どういう意味なんだよ。

　気になって仕方がない。……足りないものがあるって言われて、なんでそんな結けつ論ろんに行き着くんだ。まだ俺たち高校生なんだし、べつにそんな、無理して異性を好きになったりしなくてもいいだろうに。

「……真しん一いち、なにぶつぶつ言ってるの？」

「え？　……な、なんでもない」

　口に出ていたらしい。慌あわてて浜の方向に顔を向ける。

　……と、くいっと裾すそが引かれた。

「ね……、真一、だれかを好きになったこと、ある？　恋人になりたいって思ったことは？」

「ん……、ないよ。一回もない」

　なんでこんなことを聞くのかと戸と惑まどったが、すぐにそう答えた。実際、特定のだれかと付き合いたいって思ったことないもんな。

　横目で幼馴染みの顔を見ながら、聞いてみる。

「……お前はどうなんだよ？」

「ん、わたしもない。たぶん、それが悪いことなんだと思う」

「べつに悪いことじゃないだろ？」

　月つきは首を振り、俺おれに顔を近づけてくる。

「……だれかを好きになれば、小説も最後の本番シーンまで書ける。もっと濃のう厚こうに書けると思うの。お母かあ様さまもだれかを考えながら書いてたんだと思う。そういうの、すごく伝わってくるの。だからわたしも、お母様と同じようにする」

　彼女の顔に迷いはなし。……本気でだれかを好きになるつもりなのか。でもそれには、もちろん相手が必要なわけだけど。

「……だれか、好きな人いるのか？」

　聞きたくなかったが、聞いてみる。俺の知ってる男が相手なら、朝から晩まで張り付いて、そいつがどんな奴やつか隅から隅まで調しらべ上げてやる。

　……が、答えはなかった。月は俺をじっと見ているだけだ。

　そのまま、時を刻むようなさざ波の音が何度か聞こえてきて……。

「……もう一回、体たい験けん取材、しない？」

　月の口から出たのは意外な一言。俺は目をしばたたかせる。

「ど、どうして？　さっきやったばっかりだろ？」

「……それは、そうだけど。……だれかを好きになりたいから」

「ど、どういう意味──」

　はっとして、思い当たる。

　月はだれかを好きになりたいって言ってる。そのために体験取材をする。相手はもちろん俺。

　……ってことは、月の言うだれかって、もしかして──

「…………」

「…………」

　そこまで考えて、俺も月も黙だまり込んだ。ただ、静かな夜の音に包まれて、二人ふたりでじっと見つめ合っている。

　さあっと海から風が吹いてきて、月の髪の毛がさらりと揺れる。

　俺がほとんど無む意い識しきに、目に掛かった前髪を分けてやると──

「……真しん一いち」

　月が目を瞑つむり、とくんっと胸が高鳴った。

　これは、七夕たなばたの夜と同じ……ということは、月が待っているのも、たぶんあの時と同じことなんだろう。

　俺は一いつ瞬しゆん躊躇ためらったが、何も言わず、彼女の顔に顔を近づけていく。……昨日きのうは未遂に終わったし、月も今は取材のつもりでやってるはずだ。だからちょっとくらい、許されるはず。

　幼おさな馴な染じみの整ととのった顔が近づいてきて、吐と息いきが感じられ始めた所で──

「…………ん？」

　ちょっとおかしい、と思った。

　さっき、月つきは俺おれのことを『真しん一いち』と呼んだ。キスをする体勢に入ってたんだから、本当なら役に入って『誠せい一いち』って呼ぶはずだろう。

　……俺も時々忘れそうになるし、月も忘れてただけか？　……いやでも、もしかしたら、月は取材じゃないキスをしようとしてるってことなんじゃ……。

　彼女の唇を目の前にしながら、突然浮き上がってきた疑問に眉まゆを寄せていると──




　──ガサッ。




　どこかから、草の擦こすれる音が聞こえてきた。

　タヌキでも出たか、と何気なく視し線せんを月の背後に向けて──




　葉っぱのついた木の枝を両手に持ち、茂みの間からこちらを見ている月パパと目が合った。




「またかよ!!　なんでいんだよアンタ!!」

　素すで驚おどろいた。色々おかしい所があるが、なにがおかしいってアレにずっと気づかなかった俺が一番おかしい。

　月もライオンの存在に気づいたウサギのようにびくっと跳ねて俺の背中に隠れる。

「お、おお、お父とう様さま、いつからそこに……っ」

　俺たちは後ずさりして父から距きよ離りを取ろうとする。

　師匠は怒り狂うかと思ったが、茂みの中、巌いわおのような顔のままでこちらをじっと見ていた。

「さあ真一、やるがいい。やった瞬しゆん間かん海に向かってお前の体をちゃぶ台のように投げ飛ばし、『人間水切り』百メートルの記き録ろくを打ち立ててギネスブックに載せてやるぞ」

　怒りを限界まで圧あつ縮しゆくしたような声。……やべえ、この人なら本気でやりそうな気がする。

「あーあ……、もったいない。もう少しだったのに」

　と、今度はリビングの大窓からひみこまで出てきて、顔がガスバーナーで炙あぶられたように熱あつくなった。

「お、お前、起きてたのか!?」

「いえ、さっき起きたばかりなんですけど。お二人ふたりがキスしようとしてたから思わず見守ってしまいました！」

　えへ、と可愛かわいらしく笑う後こう輩はい。……こんな愛らしい覗のぞき魔まも他ほかにはいないだろう。藍あい川かわがいないのがせめてもの救いか。

「さて真一、言い残すことはあるか？」

　のそのそとこちらにやってくる師匠の顔は阿あ吽うん像ぞうのように歪ゆがんでいる。ぐ、さ、さすがにこええぞ……。

　ここは逃げるか……と思っていると、月つきが俺おれの前に立った。しっかりと胸を張っており、腰が引けている俺とは対照的に正面から父と向き合う。

「お父とう様さま、だれとなにをしようと私の勝手、なんて言わない。でも、真しん一いちと私がすることに口出ししないで」

「いいや、口出しする。体たい験けん取材は禁止だ」

「どうして？」

「理由などどうでもいい、禁止と言ったら禁止だ！　やるなら真一と藍あい川かわくんもしくはひみこくん！　異い論ろんは認めんぞ!!」

「えー？　わたしはやりませんってば……」

「理由が無いなら言うことなんて聞かない。お父様、そんなに官能小説が嫌い？」

「官能小説のことは今はいい！　それより体験取材は禁止だと言っているんだ!!」

　怒ど鳴なる父と引かない娘。……な、なるほど、月が官能小説のこと父に初めて言った時も、こんな風になったんだな。

「だから理由。理由が無いと絶対納得しないから」

「うぐ……、お前には親心が分からんのか！」

「分からない。どうして怒鳴るの？　ちゃんと話してくれればいいだけでしょ？」

　会話する度たびに二人ふたりの間の緊きん迫ぱく感かんが高まっている気がする。

「ちょ、ちょっと二人とも、落ち着いて、ケンカは無しの方向で──」

「黙だまれ真一!!　そもそもお前がしっかりしていないから悪いのだぞ!!」

「真一はしっかりしてるでしょ。おかしいのはお父様のほう」

　終わらない言い合い。一いつ触しよく即そく発はつの空気に息が詰まりそうになっていると──横に立っていたひみこが師匠を見てかくんと首を傾かしげた。

「あの、おじさん……ちょっといいですか？」

「今は立て込んでいるから駄だ目めだ。あとでチュッパチャップスをあげるから下がっていなさい」

　小学生のようなあしらい方をされたひみこは「んー……」と首を傾げたままで……。

　その口から出てきたのは、何気ない調ちよう子しの言葉だった。




「おじさん、もしかして……官能小説を書かせたくないんじゃなくて、ただ月せんぱいに体験取材をやらせたくないだけなんじゃないですか？」




　しん、と周囲が静まり返り、波の音だけが聞こえてくる。

　目をまん丸にした師匠はひみこの顔を見て、ぱく、ぱくと砂利じやりについた藻もを食べる金魚のように口だけを動かしていて……。

「ち、違うぞ。そういうわけではない。か、官能小説が、この子の将来のためにマイナスになるから、言っているのだ」

「……師匠、目が泳いでるぞ？」

　慌あわてて目をごしごしと擦こする月つき父ちち。そんな仕し草ぐさをするってことは……。

　今のひみこの言葉が、事実だって認めてるようなもんじゃないか。

「……そう、なの？　否定したいのは官能小説じゃなく、体たい験けん取材だったの？」

　そう言う娘にじっと見つめられ、師匠は言葉を無くして立ちすくんでいる。

　そして──

「ふう、いいお湯でした……あら、おじさま。来ていらしたのですか？」

　のんびりとした風ふ呂ろ上あがりの藍あい川かわの声が、やけに場違いに辺あたりに響ひびいたのだった。
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「見なさい、涼りよう子こ。月つきが都会のお友達を連れてきたぞ」

　今日きようも照りつける太陽の下、氷ひ坂さか家けの親子二人ふたり、それに俺おれと藍あい川かわとひみこは、墓石の前で手を合わせている。

　夏祭りの夜が明けて、翌日、藍川たちが向こうへ帰る日。俺たちは親が眠る墓地へと再びやってきていた。帰省初日と変わらず、お墓だというのにセミたちは気き遣づかうことなく騒さわがしい。

「なあ師匠、ちょっと聞きたいことがあるんだけど、いいか？」

「……よくない」

「いいだろ？　ちょっと聞いてくれよ。昨日きのうからちょっと考えてたんだ」

　昨日から黙もく秘ひ状態の月パパだけど、ここでちゃんと答えてもらおう。

　師匠は黙だまったまま墓石の前で手を合わせている。師匠の横には月がしゃがんでおり、俺、藍川、ひみこの三人はその後ろに立っていた。

「あのさ、師匠って体たい験けん取材のこと、一昨日おととい俺たちが別荘にいた時に目もく撃げきして初めて知ったんだよな？」

「……ああ、そうだが」

「で、禁止したいのは官能小説じゃなく体験取材だとして……。それならなんで、体験取材のこと知らない時から官能小説のこと否定してたんだ？　師匠、俺たちが体験取材やり始めるってこと、初めから分かってたわけじゃないんだろ？」

「う……そ、それはだな……」

「その辺あたりの筋が通らないんだよな。ちゃんと説明してくれよ」

　そこまで言うと、師匠はまた黙りこくってしまった。……ったくもう。

「お父とう様さま、答えて。黙ったままってずるい」

「……ずるくない。戦略的沈ちん黙もくだ」

　妙なことを言っても誤ご魔ま化かされない。俺も月も、ひみこも事情を聞いた藍川も、父に向かって疑ぎ惑わくの視し線せんを浴びせていた。

「……なあ、ちゃんと話そうよ。師匠」

「そうですわ。面と向かって話し合いましょう？」

「おじさん、このままだと後のち々のち気まずくなっちゃいますよ？」

　真夏の陽光を浴びて、しかも子供たちからの友好的でない視線と言葉まで受けて……。

「う、むぅ……」

　熊くまのようなうなり声。師匠は背中を丸め、小さくなり、

「……お前たち、儂わしがこれからどんなことを言っても、驚おどろかないと約束するか？」

「え？　あ、ああ。約束する。だよな、みんな？」

　三人からも肯定の声。

　そして、少しの間沈ちん黙もくがあり……。

　氷ひ坂さか家けの大黒柱は手を合わせて俯うつむいたまま、ぽつぽつと呟つぶやくように話し始めた。

「……初めては、十八歳の時だったか。あれからまあ、色々な行為に励むことになったのだよな」

　突然なにを言い出したのかと訝いぶかしむ俺おれたちの傍そばで、師匠はやれやれと首を振り、こちらに振り向く。

「体たい験けん取材。まさか月つきもそんなことをするようになろうとは……。やはり蛙かえるの子は蛙ということよな……」

　そして線せん香こうを吹き消しそうな大きなため息……ってことは、もしかして、

「……師匠たちもやってたのか？」

　小さく頷うなずく巨きよ漢かん。

「……うむ、やっていた。……色々なことをな」

「い、色々って、どんなの？」

「……すまん月、勘かん弁べんしてくれ。娘に興きよう味み津しん々しんに聞かれると首を吊つりたくなる」

　師匠のほっぺたは赤を通り越してザクロ色に染まっていた。……娘にそういうこと聞かれると困るのは同情する、けど……。

「それじゃ師匠。アンタが官能小説に反対したホントの理由って、いやらしいことを娘にやらせたくなかったとか、そういうことだったのか？」

「……まあ、そういうことと言えなくもない。月がどこぞの軟弱男とそんなことをしているとなれば、儂わしは刀を持って相手の家を訪ねるかもしれんと思ったからな。……実際には、家族のようなものと思っていた真しん一いちが相手だったわけだが」

「う……、いや、師匠のこと裏切った形になったのは悪かったと思ってるけど。……でも、娘にエロいことやらせたくないからって、そこまで父親が口出ししていいもんか？　官能小説は月の夢なんだぞ？」

「むぐ……、そ、それはそうだが……、しかし月は蝶ちようよ花よと育ててきた大切な娘だ。月がそんなことをすると思うと……ああ、駄だ目めだ。相手の男が血まみれで転がっている光景しか思い浮かばん」

　……その相手ってのは俺であるわけだが。まあ、今はそこは置いておくとして。

　師匠の太い肩にぽん、と手を置く。

「……なあ、官能小説のこと認めてくれよ。いいだろ？　月には月の道があるんだ。師匠の気持ちは分かるけど、好きにさせてやってくれないか？」

　父はぎゅっと唇を引ひき締しめ、俯いていたが──

「そ、それでも、駄だ目めなものは駄目だ！　月つきが小説のためとはいえ、毎日のようにいやらしいことに励むなど……儂わしには耐えられん!!」

　そう叫んで立ち上がり、すたすたと墓地を出て行こうとする。

「ま、待ってくれよ！　まだ話は終わってないんだぞ！」

「お父とう様さま、色々ってどんなことしたのっ」

「話は終わりだ！　体たい験けん取材はお前と藍あい川かわくんか、ひみこくんがやれ！　そもそも官能小説などに関かかわらず、早く帰ってきなさい！　嫌いやなら男装をして過ごす！　月の質問には死んでも答えん!!　以上!!」

　一刀両断するように言い放ち、師匠は墓地を横切って外へと出て行く──

「ちゃんと出口から出ろよ!!　そっち森だぞ!!」

　構わずに木々の間に突っ込んでいく父。……熊くまと間違われて撃うたれなければいいけど。

　ちちち、とスズメが立ちつくす俺おれたちの足あし下もとに降りてくる。

　俺たちは巨きよ漢かんの消えた先を見ていたが──やがて四人そろって大きくため息をついた。

「……師匠の事情は分かったけど。結局、男装は継続か……」

　月は少しの間落胆していたようだったが……やがて顔をあげた。

「……でも、これからは藍川さんがいるし。きっと大丈夫」

「はい。私は全力でサポートいたします」

　見つめ合う二人ふたりの表情は晴れやかだ。……うん、この二人の繫つながりが深まっただけでも、今回の帰省は大成功だったと言えるかな。

「体験取材も、今度からはお二人とできますしねっ」

　ぴくっと二人の表情が固まり、俺もあたふたとしてにんまり笑え顔がおの後こう輩はいを見る。

「お、お前はまた余計なことを……」

「えー？　でもでも、いろんな人とできたほうが参考になるでしょ？」

　い、いろんな人……俺がそんなことできるわけないって分かってるだろうに……。

「……藍川さんは、無理しなくていいから」

「い、いえ。無理などではなく、やむをえない時は、お手て伝つだいさせていただきますので……」

　また微妙な空気が辺あたりに降りてくる──が、俺はその空気を振り払うように、

「こ、この話はおしまいっ！　体験取材については今度考えよう！」

「……せんぱい、優ゆう柔じゆう不ふ断だんです」

「う、うるさいな。それより、二学期からはみんなで協力していかなきゃいけないんだ。三人、力を合わせて頑がん張ばっていこうぜ！」

「わ、わたしもわたしも！　意地悪しないでくださいせんぱいっ！」

　すがりついてくるひみこも加え、四人で顔を見合わせて頷うなずき合う。みんなが考えるのはお互いのこと。一人ひとりはみんなのために、みんなは一人のために、だ。

　そんな中、月つきは母の墓に目を向ける。

「……私、頑がん張ばるね。お母かあ様さま」

　同時、ひゅうっと爽さわやかな風が流れた。俺おれにもおばさんの声が聞こえたような気がする。

　……おばさんも、娘が目標に向かって頑張る姿見るのは嬉うれしいはず、だよな。

　そう思いながら、藍あい川かわやひみこの顔を見る。二人ふたりともそれぞれ柔和な顔してたり元気一杯な顔してたり。でも、どちらも優やさしい雰囲気をしている。この二人と一いつ緒しよなら、新学期もきっと乗り切れるに違いない。

　ただ、月の『だれかを好きにならなきゃ』発言についてはまだ解決してないんだよな……。

「なに、真しん一いち？」

　見つめていると、月が首を傾かしげて俺を見上げてくる。ほんのり小こ麦むぎ色いろに染まる肌。その身に纏まとう桜の香り、儚はかなさを伴うまだ幼い美び貌ぼう……。

　ぽんっと、彼女の頭に手を置き、一つため息。

　……ロクでもない男に惚ほれないように、俺がこれからもしっかりと守ってやらなきゃな。







　あとがき




　こんにちは、辰たつ川かわ光みつ彦ひこです。




　ようやく念願の海うみ編へんが書けました！　やはり水着シーンを書くのはテンションが上がりますね。夏の海を舞台にヒロイン達も輝いております。楽しんでいただければ幸いです。




　そして今回釣つりのシーンがあるんですが……、釣り、いいですよね！

　僕は海辺の町出身なので、子供の頃ころから祖父と一いつ緒しよにしょっちゅう釣りに行っていました。過去に釣り上げた一番の大物はダツです。地元ではダイガンジとか呼ばれてたっけ。

　バス釣りブーム世代でもあるので、中学時代は部活始まる前にみんなで池に釣りに行ったりもしてました。ゲイリーは釣れすぎるから卑ひ怯きよう！　みたいなルールがありましてね。それでみんな色んな種類のワーム使って釣れた数競ったりして、楽しかったなあ。で、その後はバスケ部で御み子こ柴しばとか言われながら死ぬほど走らされて、と……元気だったものです。

　引っ越した後は海の近くに住んでぼちぼち釣りに行きたいですね。海はいいよホントに。




　あ、あと、昔の僕よもう一度ということで最近久しぶりに運動を始めたんですが……やっぱり継続的に体動かしとかないと駄だ目めですね。膝ひざがおかしなことになっているようで、少し走っただけで針で刺されたみたいに痛むんです。これ、変形性膝なんとかってやつなんでしょうか。

　グルコサミンやらが効くらしいですけど、ホントに効果があるのか疑問……やっぱり大人おとなしく整形外科に行くべきか。でも病院苦手なんですよねー。あの匂においがどうにも駄目でして。

　しかしやはり運動は大事です。僕は基本パソコンが恋人の引きこもりですし、なにもしないでいるのは体に悪いですからね。健康には気を配らないと。前の夏に体重が四十三キロくらいまで減ったので、まずは五十五キロまで戻すためにトレーニングに励みたいと思います。

　そしてボクシング界の英雄マニー・パッキャオのベストウェイトは名伯楽曰くライト級、六十キロちょっとだろうという話を聞きます。というわけで六十キロが最終目標です。頑がん張ばろう。




　以前のバイト先の社員さん、Ｏさん、Ｎさん。色々とありがとうございました。やっぱりデビューを祝っていただけるのはとても嬉うれしいです。ありがとうございます！

　イラストの七ななさん、編集の和わ田ださん、土つち屋やさん。お三方には本当に助けられております。ありがとうございます！　すいません今、七さんが奈な々なさんと変換されてちょっぴり萌もえました。




　それでは、また次巻でお会い出来ることを願って。失礼いたします。


辰川光彦
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辰たつ川かわ光みつ彦ひこ

食生活が酷い……。誰かメイドロボ作って頂けないでしょうか？　十分ごとにドジって「はうぅ～、失敗しちゃいましたぁ」って鳴く仕様。声はお姉さん、同級生、妹の三タイプから選択出来る親切設計で。
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七なな

親戚と会った際に今の仕事について話したところ、本屋で手に取った事があるという従兄が言いました。

「変わった経歴の絵描きだと思ったら身内だった」

ＨＰ「７３２回転」：http://www.bassnoiz.com/732ktn/
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官かん能のう小しょう説せつを書かく女おんなの子こはキライですか？③








辰たつ川かわ光みつ彦ひこ





発　行　　　　2014年4月10日





発行者　　　　塚田正晃

発行所　　　　株式会社KADOKAWA

　　　　　　　〒102-8177　東京都千代田区富士見2-13-3

　　　　　　　03-3238-8745（営業）

　　　　　　　http://www.kadokawa.co.jp/


プロデュース　アスキー・メディアワークス

　　　　　　　〒102-8584　東京都千代田区富士見1-8-19

　　　　　　　03-5216-8399（編集）

　　　　　　　http://dengekibunko.dengeki.com/





本書（電子版）に掲載されているコンテンツ（ソフトウェア／プログラム／データ／情報を含む）の著作権およびその他の権利は、すべて株式会社KADOKAWAおよび正当な権利を有する第三者に帰属しています。

法律の定めがある場合または権利者の明示的な承諾がある場合を除き、これらのコンテンツを複製・転載、改変・編集、翻案・翻訳、放送・出版、公衆送信（送信可能化を含む）・再配信、販売・頒布、貸与等に使用することはできません。





(C)2011 MITSUHIKO TATSUKAWA





※2011年3月10日発行の電撃文庫『官能小説を書く女の子はキライですか？③』初版に基づき制作










[image: ]



item/image/p087.jpg





item/image/p120.jpg





item/image/cover.jpg





item/image/kuchie-004-005.jpg
@Y
EHEBTREICEVWDE

BEYECHDAETD |\
- IR |
\( Jegumi Aikawa
0\@ [| B2 ‘ S

B - 5ORRE. HEET

LohbE, HAIETRICHE

TRAD 56 ERIF1?






item/image/bookwalker.png
AT

BOOKYWALKER





item/image/cover-h4.jpg





item/image/p197.jpg





item/image/p029.jpg





item/image/p269.jpg





item/image/kuchie-002-003.jpg
UEUSWM&N
EEH“.—Q\DT‘.\

v
all

[ A
ﬁﬁ_mn._ll.qak por






item/image/logo-dengeki.png





item/navigation-documents.xhtml




Navigation





		表紙





		目次



		第一話



		第二話



		第三話



		第四話



		エピローグ



		あとがき



		奥付













Guide





		表紙



		目次



		本編













item/image/p135.jpg





item/image/p057.jpg





item/image/p210.jpg





item/image/p011.jpg





item/image/p337.jpg





item/image/kuchie-001.jpg
EEMRSOEEmE®
EEEEEEe 6)
E" | ﬁg 152 roﬂ‘l’:

Ditsuhiko Tatsukawa Illustration:ana






item/image/photo.jpg





item/image/kuchie-008.jpg





item/image/p322.jpg





item/image/p165.jpg





item/image/p247.jpg





item/image/kuchie-006-007.jpg





item/image/p009.jpg
SIEME= FISELE
FE[TENS
RIIXEE czret

Qitsuhiko Tatsukawa Illys





